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��
 札幌医科⼤学医学部⿇酔科学講座の教授就任15周年を迎えるにあたり，皆様にご挨拶申し上げます。振り返れば，この15
年間は激動の時期であり，多くの試練と成果が交錯する年⽉でした。私が教授に就任した当初，札幌医科⼤学⿇酔科学講座は
すでに確固たる伝統と実績を持つ講座であり，その重責を担うことに⾝の引き締まる思いでございました。しかし，多くの教
室員や関係者の皆様のご⽀援に⽀えられ，この責務を全うすることができたことを⼼から��しております。�
 ⿇酔科医の業務は，⼿術室内の⿇酔にとどまらず，救急医療や集中治療，ペインクリニックや緩和医療，さらには病院運営
業務にまで広がっております。これらの分野は，患者の命と健康を守るために不可⽋であり，私たち⿇酔科医が果たすべき使
命は多岐にわたります。とくに，この15年の間には，東⽇本⼤震災や北海道胆振東部地震など，⽇本全体を揺るがす災害が
発⽣しました。これらの未曾有の災害時において，⿇酔科医として医療の最前線で活動し，多くの命を救うために全⼒を尽く
してきました。災害対応はもちろん，⽇々の救急や集中治療においても，常に冷静な判断と迅速な対応が求められ，困難な状
�の中で�った��と知識が，私たちの技術と信�をさらに�固なものとしました。�
 また，教育活動においても，私たちの講座は多くの若⼿医師を育成し，北海道内外で活躍する⿇酔科医を輩出してまいりま
した。教育は次世代の医療を⽀える最も重要な基盤であり，私たちの講座の使命でもあります。未来を担う医師たちに，⾼度
な医療技術と倫理観を伝えることは，私⾃⾝の⼤きな責務であり，それを実現するために全⼒を尽くしてきました。これまで
育て上げた若い医師たちが，今では⾃らの専⾨領域で活躍し，さらなる発展を遂げている姿を⾒ることは，私にとって何より
の��であり，誇りでもあります。�
 研究活動においても，私たちの講座は多くの成果を挙げてきました。国内外の学会での発表や，数々の研究論⽂の出版を通
じて，私たちの研究は⾼く評価されてきました。これもまた，教室員⼀⼈ひとりのたゆまぬ努⼒と探求⼼によるものであり，
その成果を共有できることを誇りに思います。医療は⽇々進化しており，その変化に対応し続けるためには，常に新しい知識
を探求し，技術を磨く姿勢が不可⽋です。私たちはこれからも，臨床に直結する研究を推進し，患者様に還元できる医療の質
を�求してまいります。�
 これから先，医療を取り巻く環境は⼀層厳しさを増し，私たち⿇酔科学講座に求められる役割もますます⼤きくなっていく
ことでしょう。しかしながら，この15年間で築き上げた基盤と信頼関係を礎に，さらに前進し続ける所存です。新しい技術や
知⾒を積極的に取り⼊れつつ，患者様に最良の医療を提供するため，そして次世代の医師たちがより良い環境で成⻑できるよ
う，全⼒を尽くしてまいります。�
 最後になりますが，これまで⽀えてくださったすべての⽅々に⼼より��申し上げるとともに，今後ともご��，ご��を
賜りますようお願い申し上げます。私たち⿇酔科学講座のさらなる発展のために，そして地域医療への貢献を続けるために，
引き続きご⽀援をいただければ�いです。�

2024年12⽉吉⽇�
札幌医科⼤学医学部⿇酔科学講座�教授�
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! 1963年4⽉4⽇：北海道室蘭市に⽣を受ける。幼少期から⾃然
�かなこの�で育�，�⽣の��を�く。�

! 1968年4⽉：⽗の転勤に伴い茨城県神栖町（現神栖市）へ移
住。ここで過ごした⾼校時代は，アントラーズの町として知ら
�る��での�かな経験が，彼の�⽣�に�い��を与�た。�

! 1982年3⽉：私⽴清真学園⾼等学校を卒業し，同年4⽉に札幌
医科⼤学に⼊学。ここで医療の道を志し，その後のキャリアを
�定�ける重要な時期を過ごすこととなる。�

! 1988年3⽉：札幌医科⼤学を卒業し，医師としての第⼀歩を踏
み出す。同年4⽉には札幌医科⼤学⿇酔学講座に研究⽣として
所属し，⿇酔科学の道を歩み�める。�

! 1988年10⽉：旭川⾚⼗字病院⿇酔科で研修医として実践的な
経験を�み，医師としての��を�めた。�

! 1989年4⽉：札幌医科⼤学⼤学院に⼊学し，さらなる知識と技
術の研鑽に励む。1993年3⽉に同⼤学院を修了し，医療の最前
線での活�を��。�

! 1993年4⽉：北海道⽴⼩児総合保健センター⿇酔科に医員とし
て�任し，とくに⼩�⿇酔の分野で重要な��を�たした。�

! 1994年1⽉：世界的な名声を誇る⽶国Johns Hopkins⼤学医学
部⿇酔学講座に研究員として赴任。⽇本学術振興会の海外特別
研究員として，国際的な視野を広げ，⿇酔科学の最前線で活躍
する。�

! 1996年2⽉：札幌医科⼤学医学部⿇酔学講座に戻り，助⼿とし
て教育と研究に従事。ここでの経験が，彼の後のキャリアに⼤
きな��を与�る。�

! 2000年8⽉：同講座の講師に昇進。教育者として，次世代の医
療�の育�に�を��。�

! 2009年9⽉：札幌医科⼤学医学部⿇酔科学講座の教授に就任。
⿇酔科学の発展に寄与し，多くの医師を育てるとともに，学会
�研究活�でもリー�ー�ッ�を発�する。�

兼務として，2010年9⽉から南檜⼭周産期医学講座の兼任教授，
2010年5⽉からは緩和医療学推進講座の教授（寄付講座）を務
め，幅広い分野での指導と研究を⾏っている。2012年4⽉から
2017年3⽉まで集中治療医学の教授も兼務し，その後も⿇酔科学
の発展に貢献し続けている。�

�� ���

! 1988年6⽉ 医師���（第318029�）�
! 1991年1⽉ ⿇酔科��医（第5511�）�
! 1994年4⽉ ⿇酔科��医（第3258�）�
! 1999年4⽉ ⿇酔科指導医（第3258�）�
! 2002年1⽉ 臨床修�指導医（第2341�）�
! 2004年1⽉ 医療��推進者（第0310648�）�

! 2005年3⽉ ��ンクリニック��医（第20050150�）�
! 2006年11⽉ �トック��������定�

�学会����

! ⽇本⿇酔科学会：理事⻑，代�員�
! ⽇本臨床⿇酔学会：��員�
! ⽇本����⿇酔学会：��員�
! ⽇本��ンクリニック学会：��員�
! ⽇本�⽣学会：��員�
! ⽇本⼿術医学会：��員�
! ⽇本����学会：��員�
! ⽇本臨床モニター学会：理事，事務局⻑
! ⽇本��⿇酔学会：理事，��員�
! ⽇本�年⿇酔学会：��員�
! ⽇本��⿇酔学会：��員�
! ⽇本神経⿇酔集中治療学会：��員�
! ⽇本����� ����������学会：��員�
! ������������� ���������� �������� �������：�������� �������
! �������� ������� �� �����������������：�������� �������
! �������� ������� �� ���������������：�������� �������

※定年に向け，⼊会学会を縮⼩

�学�����

! 2009年〜現在 医学部同�会 �任�事�
! 2017〜2018年 附属病院 ⼿術部部⻑
! 2019年〜2022年 医学部 �医学部⻑（教務委員⻑）�
! 2023年〜現在 国際交流委員⻑

�和38年（1963年）04⽉04⽇⽣ま�（61�）�
出⽣� 北海道 室蘭市�

（2024年 ⽇本⿇酔科学会��70周年���デ���時）�

���学会��

札幌医科⼤学⿇酔科学講座は，国内外の⿇酔科学の発展に貢献
し続けており，その象徴として多くの重要な学会を主催してきまし
た。以下は，その輝かしい実績の⼀部と，パンデミックの中で迎
�た��の��です。�
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✦ 2010年11⽉27⽇ 第26回北海道ペインクリニック学会：北
海道の地で痛み治療の最前線を議論し，新たな知⾒を共有する
場を��しました。�

✦ 2012年2⽉10⽇-12⽇ 第12回⿇酔科学ウィンターセミ
ナー：冬の厳しい寒さの中でも，熱い議論と先端的な研究が交
わされ，⿇酔科学の未来を⾒据えるセミナーが開催されまし
た。�

✦ 2012年9⽉29⽇ 第19回⽇本静脈⿇酔学会：⽇本全国から集
まった専⾨家たちが，静脈⿇酔の新たな技術とその応⽤につい
て深く�り下げました。�

✦ 2013年9⽉21⽇ 第29回北海道ペインクリニック学会：北海
道の広⼤な地で痛みの管理に関する最新の研究と実践が紹介さ
れました。�

✦ 2014年9⽉13⽇ ⽇⿇北海道東北⽀部第4回学術集会：北海道
と東北地⽅を結び，⿇酔科学の最前線で活躍する医師たちが知
⾒を交�し�いました。�

✦ 2015年2⽉6⽇-8⽇ 第15回⿇酔科学ウィンターセミナー：雪
に覆われたニセコで，⿇酔科学の課題と未来について活発な討
論が⾏われました。�

✦ 2015年5⽉15⽇-16⽇ 第26回⽇本臨床モニター学会：臨床
モニタリングの進化を議論し，患者安全の向上に向けた新しい
��を模�しました。�

✦ 2016年9⽉17⽇ 第32回北海道ペインクリニック学会：痛み
の治療における最新の技術とアプローチが共有され，多くの臨
床医が参加しました。�

✦ 2016年9⽉24⽇ 第20回北海道緩和医療研究会：緩和医療の
重要性と未来について深い洞察が交わされ，医療現場での実践
が議論されました。�

✦ 2018年1⽉27⽇ 第33回体液・代謝管理研究会年次学術集
会：体液・代謝管理の分野での新しい知⾒と技術が披露され，
研究の進展が期待されました。�

✦ 2019年8⽉3⽇ 第5回急性輸液管理研究会：急性期の輸液管
理に関する最先端の研究が紹介され，臨床への応⽤が討議され
ました。�

✦ 2019年9⽉28⽇ 第35回北海道ペインクリニック学会：痛み
の治療における新たな展開が注⽬され，多くの医師が参加しま
した。�

✦ 2020年9⽉5⽇ ⽇⿇北海道東北⽀部第10回学術集会：完全
Web開催となりました。最新の研究成果と臨床経験を共有しま
した。�

✦ 2020年9⽉20⽇-22⽇ 第25回⽇本⼼臓⾎管⿇酔学会学術⼤
会：新型コロナウイルス感染症のパンデミックの中で，完全
Web開催という新たな試みを成功させました。⼼臓⾎管⿇酔の
最前線で活躍する医師たちがリモートで集い，⾰新的な技術と
研究が発�されました。�

✦ 2021年6⽉19⽇ 第25回⽇本神経⿇酔集中治療学会：完全
Web開催で，神経⿇酔と集中治療の分野における最新の知⾒が
共有され，多くの専⾨家たちが��で議論を交わしました。�

✦ 2021年6⽉20⽇ 第21回⽇本Awake� Craniotomy学会：覚醒
下開頭術の新たな技術とその臨床応⽤が，完全Web形式で議論
され，今後の⽅向性が模�されました。�

✦ 2021年11⽉4⽇-6⽇ ⽇本臨床⿇酔学会第41回学術⼤会：新
型コロナウイルス感染症の影響下で，現地とWebのハイブリッ
ド形式で開催されました。多くの参加者が現地に⾜を運ぶこと
が難しい中でも，最新の研究と技術が広く共有され，臨床⿇酔
の未来に向けた重要な議論が⾏われました。�

✦ 2024年7⽉6⽇ 気道管理学会第7回⼤会：気道管理の分野に
おいて，最新の研究成果と実践的技術が披露され，広く議論が
⾏われました。�

✦ 2026年5⽉21⽇-23⽇ ⽇本⿇酔科学会第73回学術集会：横
浜で開催される⽇本⿇酔科学会の年次学術集会は，⿇酔科領域
では最⼤規模の学会であり，国内外から多数の専⾨家が参加す

ることが期待されています。この⼤会は，⿇酔科学の最前線を
象徴し，最新の研究成果と技術の共有を通じて，⿇酔医療の未
来を⾒据える場となるでしょう。札幌医科⼤学⿇酔科学講座に
とっても，その重要な役割を果たす機会として⼤変意義深いも
のとなることが期待されています。�

��

��賞���

✦ 1994-1996年：⽇本学術振興会の海外特別研究員として，⽶
国Johns� Hopkins⼤学での研究に従事し，国際的な視野を広げ
る機会を得ました。この期間に培われた知⾒は，後の研究活動
に⼤きな影響を�えました。�

✦ 2000年：上原記念⽣命科学財団から研究奨励を受け，⾰新的
な研究がさらに進展。これは，医療の未来を⾒据えたプロジェ
クトの��となりました。�

✦ 2001年：臨床薬理研究財団から研究助成を受け，臨床薬理学
の分野での研究を加速させ，患者ケアに直結する成果を挙げま
した。�

✦ 2002年：⽇本⿇酔科学会において，⼭村記念賞を受賞。⿇酔
科学の発展に⼤きく貢献したことが認められ，同学会での業績
が⾼く��されました。�
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✦ 2003年：北海道⿇酔学会から⾼橋賞を受賞。地域医療に貢献
し続ける姿勢が評価され，北海道医療界におけるリーダーシッ
�が�確認されました。�

✦ 2003年：⽇本医師会から医学研究助成を受け，医師としての
研究活動がさらに充実。これは，医学の未来を切り開くための
重要な⽀�となりました。�

✦ 2008年：武⽥科学振興財団から医学系研究助成を受け，基礎
医学と臨床医学の架け橋となる研究を推進。この助成により，
新たな�療�の開発が進められました。�

✦ 2013年：北海道医師会賞と北海道知事賞を受賞。地域医療と
学術研究の両⾯での貢献が認められ，北海道における医療リー
ダーとしての地位が確⽴されました。�

��

�編集委員���

✦ 1998-2004年：Anesthesiology誌のAssociate�Editorとして，
世界中の最新研究を精査し，⿇酔科学の発展に寄与。⾼い専⾨
性とリーダーシッ�が評価されました。�

✦ 2002-2010年：LiSA誌の編集協⼒委員として，⿇酔科学の知
識を広め，臨床現場での応⽤に向けた��をリー�しました。�

✦ 2004年-現在：Journal� of� AnesthesiaのEditorial� Boardとし
て，20年間にわたり学術雑誌の品質向上に尽⼒。⿇酔科学の
国際的な発�に貢献し続けています。�現�点でのIF：2�8��

✦ 2011年-2024年：医学のあゆみの編集協⼒委員として，⽇本
の医学研究の進展に寄与し，医療現場との��を�めました。�

✦ 2012-2016年：Journal� of� AnesthesiaのSection� Editorとし
て，とくに呼吸器特定分野の研究に焦点を当て，重要な研究成
�を広く��しました。�

✦ 2017年：JA� Clinical� ReportsのEditor-in-Chiefに就任。学術
誌の⽅向性を指揮し，臨床研究の普及に貢献しました。現在，
IFも付与されています。2018年-現在：JA� Clinical� Reportsの
Section� Editorとして，学術誌の内容の質を⾼め，臨床現場で
の実�に寄与しています。�現�点でのIF：0�8��

✦ 2018年-2021年：Journal� of� AnesthesiaのEditor-in-Chiefを
務め，学術誌の発展に⼤きく貢献。研究の国際的な影響⼒を⾼
めました。⽇本⿇酔科学会理事⻑就任に�わ��任。�

��

�
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巻頭⾔ 

��
※毎年，教室員向けの業績集に掲載してきた巻頭⾔を紹介する。�

�����
��
教室員の先⽣⽅������
��
���
 ⽇々の診療，研究，そして教育活動に�しくされていると��します。�
 遅くなりましたが，2009年の業績集が出来上がりました。今年からは，論⽂業績と診療業績に加え，いろいろな教育活動等についてもご
報告いただき，教育関連病院を広く，また正当に評価し合うことができる材料にしたいと考えています。今年の業績集を⾒ていただき，「そ
ういう内容まで報告していいなら，私だってある」と思われる先⽣⽅も⼤勢いらっしゃると思います。是⾮，そういった活動を記録に残して
いただき，来年からは積極的に報告いただければと思います。また，各施設の紹介の欄も設けました。そのため，各施設の事情はこの欄に書
いていただき，他の施設の教室員が評価・判断し，また若⼿の教室員が異動希望を考える際の参考にしてほしいと思っています。これに伴っ
て，年に⼆回⾏われる教育関連病院のスタッフ会議では，従来のような施設の事情報告を簡潔に報告していただき，今後の教育関連病院のあ
り⽅や��について，論議を�わしていきたいと思っています。�
 さて，昨年の業績を⾒ますと，当時の主任教授が⻑く不在であり，また⼤学のメンバーが激減した中，ある程度の業績を挙げられたこと
は，当講座の底⼒を感じるとともに，教室員の努⼒に敬服する次第です。⼀⽅，当講座の伝統と実⼒からすれば，⾃分⾃⾝も含め，不本意な
業績に終わったことも否めません。そのため，留学や⼤学院⽣の募集を積極的に⾏い，⼤学の臨床・研究・教育体制を整えるとともに，教育
関連病院の充実も図っていかなければなりません。今後の⼤学と教育関連病院とのさらなる��な連�が�を�っていると思います。今後と
も，よろしくお願いします。�
 業績集を作る⽬的をあらためて考え直してみました。教授の⾃⼰満⾜なのか？他科や他⼤学⿇酔科へのアピールなのか？私はどちらでもな
いと考えています。今思うことは，１年に１度でいいから教室員にゆっくりと業績集を⾒ていただき，お互いが同僚の活動を認識し，⾃分の
⽴ち位置を確認し，そして今後の活動に⽣かしていただく材料と考えています。従って，今年から，毎年の業績集を他⼤学の⿇酔科や⿇酔科
以外の診療科の先⽣⽅にお配りするのを⽌めようと考えています。�
 業績集もそうかもしれませんが，外に向かってアピールするものでないものに“⾃戒”というものがあります。⾃戒とは⾃分を戒めるための
格⾔や概念を指し，決して他に対して説くものではありません。この使い⽅を誤った現⾸相は，施政⽅針演説でガンディーの「７つの社会的
罪Seven�Social�Sins」を引⽤し，⼤顰蹙を買いました。実は，ここ５年，私は毎朝，机の引き出し内に貼ってあるガンディーの「７つの社会
的罪」を読み上げて，⼿術室でのカンファレンスに向かうようにしています。あくまでも⾃分への戒めです。�
��
���������������������理念なき政治������������������Politics�without�Principles�
���������������������労働なき富貴������������������Wealth�without�Work�
���������������������良⼼なき快楽������������������Pleasure�without�Conscience�
���������������������⼈格なき学識������������������Knowledge�without�Character�
���������������������道徳なき商売������������������Commerce�without��oralit��
���������������������⼈性なき科学������������������Science�without��umanit��
���������������������献⾝なき宗教������������������Worship�without�Sacrifice�
��
 臨床医であるわれわれ⿇酔科医はどんな⾃戒があるでしょうか？�
��
���������������������１）思いやりと科学に基づく臨床（Clinical�work�with�thoughtfulness�and�E��）�
���������������������２）探求⼼のある研究（Research�with�search�mind）�
���������������������３）熱意のある教育（Education�with�enthusiasm）�
��
といったところでしょうか？これからの業績集がこのような理念を感じられるものに少しでも近づけるように，⾃らが先頭に⽴って努⼒する
と決意する次第です。教室員の今後の活躍と健康を⼼からお�りします。�

��

�����
��
教室員の先⽣⽅������
��
���
 ⽇々の診療，研究，そして教育活動に�しくされていると��します。�
 遅くなりましたが，2010年の業績集が出来上がりました。昨年からお願いしていますが，論⽂業績や診療業績に加え，今年は多くの教
育・社会活動等に関して報告してもらいました。多くの先⽣⽅がそれぞれの地域や⽴場で種々の仕事をしていることが分かると思います。各
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教育関連病院や18名の新⼊教室員の紹介も充実していて，単なる論⽂の列挙ではない読み応えのある業績集冊⼦に仕上がっていると思いま
す。是⾮，よく読んでいただき，当講座ならびに教育関連病院の活動を確認してください。�
 さて，上記のように，われわれ⿇酔科医の活動は，学術や診療のみならず，多くの教育・社会活動にも広がっています。そのため，そのよ
うな活動も記載してもらい教室員同⼠で情報を共有することによって，お互いに納得した⼈材配置の材料にしてもらえればと思っています。
しかし，その⼀⽅で150名にも上る教室員を抱える当講座としては，バランスの取れた指導者を多数輩出する義務があります。そのために
は，診療や教育活動の傍ら，質と量を兼ねた研究・学術活動を突き進めなければなりません。その視点から業績集を⾒ますと，留学した⼈や
特定の⼈による数少ない英⽂論⽂と和⽂論⽂を⾒るのみであり，決してその分野の活動が盛んであるとは⾔い難いのが現状です。⼤学を含
め，教育関連病院で指導する⽴場にある先⽣⽅はこの点を⼗分にご理解いただき，若⼿には学会発表や臨床研究の場を提供し，中堅には英⽂
論⽂を含め論⽂作成を指導し，そして臨床から出た疑問や興味を⼤学院で追求するチャンスを与えていただきますよう，くれぐれもお願いし
ます。�
 私をはじめ⼤学のスタッフは，多くの⼈材を集める努⼒はもちろんですが，有限な⼈材をいかに育て，いかに活躍し，そして⿇酔科医療を
どのように提供し，⿇酔科学の発展にどのように寄与するかを⽇々考えて指導しています。⼈事異動のたびに，教育関連病院には若⼿の教育
をお願いしているところですが，彼らが医療⼈として⽴派な⿇酔科医となるよう，ご指導をお願いします。�
 明るい話題もあります。平成23年度も何とか10名以上の新⼊教室員を迎えることができそうです。新⼊ではないですが教室員に加わる指
導医・専⾨医の先⽣が現時点で少なくとも2名おり，また平成23年度には5名の⼤学院⽣が⼊学し，総勢10名の⼤学院⽣が研究⽣活に⼊りま
す。さらに，4⽉から⿇酔科医を⽬指して初期研修を数ヶ⽉以上⼤学で⿇酔科を研修するものが7名います。⽇⿇の学術集会やASAをはじめと
する国際学会にも多くの演題が採⽤されているのも明るい材料です。マンパワーの充実を図りながらも，これら学術発表や研究内容も最近い
くつか��されはじめています。�
 今回は，先代の名誉教授並⽊先⽣からいただいた⾔葉をあらためてここに銘記し，⾃ら先頭に⽴って精進するつもりです。教室員ならびに
ご家族のご健勝とさらなる活躍を⼼からお�りします。�
 先代教授からいただいた⾔葉 �

 仁道究明�
 ⼈には思いやりをもって道と成し，学問には厳しい⽬をもって追求するべし�

��

�����
��
�����
��
前��
 ⽇々の診療，研究，教育活動，そして地域社会活動に�しくされていると��します。�
 さて，遅くなりましたが2011年の当講座業績集が出来上がりました。私が教授に就任して以来，いわゆる論⽂業績だけではなく，診療活
動や教育活動，さらには社会活動をすべて提出していただき，それを教室員が閲覧することでお互いの医療活動を評価しあえるような業績集
にしたいと考え，作成してもらっています。是⾮，よく読んでいただき，当講座ならびに教育関連病院の活動を確認し，⾃分たちのあるいは
教育関連病院の⽴ち�置を確認してくれればと思います。�
 2011年度は最終的に9名の新⼊教室員を迎えました。⼤学院には5名が⼊学し，以前のような活気ある研究活動を⾏うようになっていま
す。その⼀⽅で，やむを得ない事情による離職者が数名おり，教育関連病院には迷惑をかけると同時に，最終的には毎年のように⼤学のマン
パワーを削って⿇酔科診療を⽀えているのが実情です。そのため，業績集を⾒ると分かるように当講座の規模と伝統からいって決して満⾜の
いく活動とは⾔い難いのも事実です。そんな中，明るい萌しも⾒られるようになりました。例えば，①科学研究費の取得が多くなった，②当
科が編集執筆した著書を2冊発刊した，③英⽂論⽂が質量ともに増加した，④アメリカ⿇酔学会への演題採⽤が増え，当講座始まって以来の
oral� presentationが採⽤された，⑤⽇⿇や臨⿇の学術集会で多くの演題が採⽤された上，講演やシンポジウムで講演するスタッフがいた，⑥
各種学会等で優秀賞を多く取得した，などでしょうか。2012年度も明るい萌しは続く予感がします。4⽉には8名の新⼊教室員と1名の⿇酔
科指導医を迎えるとともに⼤学院⽣が3名⼊学する予定，⼤学附属病院が⼼臓⿇酔認定施設（暫定）になり，5⽉にバイタルサインセミナー
を主催，6⽉の⽇⿇学術集会でも多くの教室員が発表予定，ESAには4題の演題が採⽤，９⽉には北海道緩和研究会と⽇本静脈⿇酔学会を主
催，2013年3⽉には⼤学院⽣が2名博⼠号を取得する予定です。また，いくつかの多施設共同研究が⼤学院⽣を中⼼に⾏われるのも特筆すべ
きことと思います。このような“萌し”が兆しだけで終わらず，当教室にふさわしい⼤輪を咲かすことができるように，教授はもちろんスタッ
フが先頭に⽴って働きますので，教室員の先⽣⽅は是⾮それを踏み台にして⽇本でそして��で活躍できるよう，��してみてください。�
 最後に，教育関連病院の再編について報告です。ご承知のように，毎年多くの教室員を迎える⼀⽅，道内の基幹となる教育関連病院では⼿
術件数の増加のみならず，集中治療や救急医療に加え，ペインクリニックや緩和医療への関与など，業務が増加，多様化してきています。そ
んな中，講座の⽬的や⽬標を理解いただき，本当に頑張っていてくれると思います。⼀⽅で教室員は無尽蔵に増えるわけでもありません。
従って，教育関連病院の集約と再編はこれからも続いていくと思います。講座にとって，教室員にとって，さらにその地域医療にとって，ど
のような⼈員の配置と再編が最適化を考えていきますので，ご理解とご協⼒をお願いします。�
 毎年のこの業績集がただの論⽂の羅列ではなく，教室員にとって少しでも温かみのあるものになるよう期待しています。今年は当講座開講
55�年を迎えます。�
��
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 当講座は，⾼橋⻑雄名誉教授が1957年に教授に就任し，開講した．全国で4番⽬に開講した伝統ある講座である．30年という⻑期主宰の
間，多くの教室員が当講座で学び，実に⼗数名の教授を輩出した．1987年，⼆代⽬教授となる並⽊昭義名誉教授がそれを引き継ぎ，22年間
当教室を牽引した．22年間に及ぶこれも⻑期政権下にあって，当講座は多くの教室員が集まり，教育関連病院の充実，学術活動の⾶躍，そ
して多くの主催学会があったことは私の医師⼈⽣と⼀致する．この間，旭川医科⼤学⿇酔・蘇⽣学講座の岩崎寛教授，岡⼭⼤学医学部救急医
学講座の⽒家良⼈教授，⾦沢医科⼤学⿇酔・蘇⽣学講座の⼟⽥英昭教授，そして信州⼤学医学部⿇酔蘇⽣学講座の川真⽥樹⼈教授を輩出し
た．2009年9⽉，当講座三代⽬教授として⼩⽣⼭蔭道明が教授に就任し，昨年2012年6⽉で開講55周年を迎えた．確かに教授が替わるとい
うことは，会社でいうところの社⻑が替わることを意味し，つまりは当講座の⽅針や⽅向性も教授の考えで変わっていくものである．従っ
て，教授就任○周年記念誌あるいは業績集なるものも，その会社の業績を振り返り，また⽅向性を再考する上で重要なものとなるのであろ
う．初代はもちろん，先代の並⽊名誉教授もタイミングよく，教室の歴史とご⾃分の教授歴が節⽬にあったため，その都度講座とご⾃分の記
念誌なるものを発刊，記録として残してきた．私は，定年時には確かに記録として残させていただくかもしれないが，それまでは⾃分の節⽬
ではなく当講座の節⽬として記念誌（寄稿誌）・業績集を作成するつもりである．したがって，現在教授就任3年半という⾃分⾃⾝としては
中途半端な時期ではあるが，ここに講座としての記録集を残すこととする．さて，この5年間を振り返ってみると，⾃分⾃⾝にもそして教室
にとっても多くの出来事があった時期である．2007年には並⽊名誉教授が⽇本⿇酔科学会の理事⻑に就任し，川真⽥樹⼈講師が信州⼤学の
教授として赴任した．2009年3⽉に並⽊名誉教授が定年され，教授選延⻑の末，同年9⽉に私が三代⽬教授に就任した．同年11⽉には筑波⼤
学准教授であった同⾨の宮部雅幸准教授が三重⼤学臨床⿇酔学分野の教授に就任した．2011年には旭川医科⼤学准教授であった同⾨の藤⽥
智准教授が同⼤救急医学講座の講座に就任した．そして，昨年2012年には札幌医科⼤学准教授であった教室員の成松英智准教授が同⼤救急
医学講座の教授に就任した．同⾨・教室員の栄転や昇任はもちろん講座の名誉である⼀⽅，多くの優秀な⼈材が他講座へ流出するジレンマを
負う．この5年間，若⼿医師を教育し，北海道の⿇酔科医療を⽀え，そして研究基盤を整えるのに，まさに⾺⾞⾺のように働いた感がある．
講座のスタッフをはじめ教室員がその状況を理解し，⼀所懸命働いてくれたことに深く感謝する．講座内では，7名（2008年），7名
（2009年），18名（2010年），9名（2011年），9名（2012年）と，この5年間で計50名の新⼊教室員が仲間となり，寝⾷を忘れるがご
とく臨床⿇酔に従事してくれていることも，当講座の勢いを失速させずに社会貢献できていることは，⼤変喜ばしいことである．教授が交代
を迎える時期はどうしても学術活動が停滞しがちとなる．2009年にはアメリカ⿇酔学会の演題数が3題まで落ち込んだ．しかし，その後の教
室員の頑張りにより，私が教授就任3年⽬の昨年2012年度は37題が採⽤された．現在は，忙しい臨床活動や教育活動の中，研究基盤が整え
つつあり，優秀なスタッフや⼤学院⽣が伸びてきている時期と認識している．講座の業績を推し量るのに英⽂論⽂が最も分かりやすい指標で
あるが，私が教授になってからは，論⽂業績以外に教育や臨床，そして社会貢献も活動業績として⼤いに重要視している．その勢いをこの業
績集から感じ取っていただければ幸いである．�
 さて，講座の舵取りとしての教授としては，今後の講座の⽅針というものを⽰す義務がある．健康等に問題がなく定年まで教授を全うした
として，後16年間の舵取りをするわけであるが，当講座の⽅向性としては，古い伝統と抱えている教室員の数からいっても，北海道はもちろ
ん⽇本そして世界の⿇酔科学の⼀翼を担う気概が必要であり，私⾃⾝もそのつもりで先頭に⽴って努⼒を続ける次第である．そのためには，
より多くの教室員が集まり，育て，そして彼らが成⻑し，かつ研鑽する場を提供することが重要である．そしてそれを実現するためには，教
室員⾃⾝が共通の認識の下，臨床・教育・研究する気持ちを絶えず持ち続けることが⼤切であり，さらに教育関連病院や関係機関のさらなる
ご指導とご��が必�である．�
 平成25年度は，寄稿⽂を書いている現時点で11名の新⼊教室員が仲間となり，数名が産休や休職から復帰，そして6名の⼤学院⽣が⼊学
する予定である．彼らが⾼い技術と患者を思いやる気持ちをもった⿇酔科専⾨医になれるよう，熱く教育，指導をする⼀⽅，臨床に役⽴つ多
くの臨床・基礎研究が盛んに⾏われ，質の⾼い論⽂という形で世界に発信できるのを切望している．進取の気概が⼤切である．�
 教室員が健康に恵まれ，幸せを感じながら⿇酔科医として誇りをもって北海道医療に従事し，当講座の60周年，70周年を⼀緒に祝うこと
ができることを�ってやまない．�
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午のごとく⾶�の���
��
 私⾃⾝は今年で教授就任５周年を迎えます．教授就任以来，18名，9名，9名，11名，そして13名と，５年⽬を迎えた時点で計60名の新
⼊教室員を迎え，産休や出産等の事情はあるにせよ，現時点でそのほとんどが北海道の地域医療に従事しつつ，⾃分⾃⾝の⿇酔科専⾨医に向
けての研鑽を⽇々積んでいることに⼤変�もしく感じます．�
 当科もこの５年間に⼤きく変貌を遂げました．同⾨では，藤⽥� 智先⽣が旭川医⼤救急医学講座の教授に，宮部雅幸先⽣が三重⼤学臨床⿇
酔科学講座の教授に，そして川股知之先⽣が和歌⼭県⽴医科⼤学⿇酔科学講座の教授に就任しています．当講座からは，成松英智先⽣が当⼤
学医学部救急医学講座の教授に，⼭内正憲先⽣が東北⼤学医学部⿇酔科学講座の教授に，そして今泉� 均先⽣が東京医科⼤学⿇酔科学講座集
中治療部⾨の教授に就任しています．多くの優秀な⼈材が当科から離れていくことは診療・教育・研究活動を⾏う上で⼤きな損失となること
は確実ですが，このような形で教室員・同⾨会員が栄転異動することは，当科にとってもプラスに影響していると確信しています．2014年
度の時点で全国で11名の同⾨教授が活躍していることになります．�
 さて，当講座のモットーは「安全で質の⾼い⿇酔科医療の提供，世界に通⽤する⿇酔科医師の育成」です．この理想をもとに，この５年間
同僚とともに臨床・研究・教育をバランスよく進めてきたつもりです．�その結果，私が教授を拝命してから初めての⼤学院⽣が３名，優秀な
研究内容をもって無事修了することができました．現⼤学院⽣も各⾃⾃分の科学研究費を取得し，また研究内容が学術集会でも賞といい形で
評価され始めました．臨床⼒もバランスよく伸びてきていると思います．経⾷道エコーや神経ブロックなどトレンドも⼗分に取り⼊れながら
も，患者の安全と診療の質向上のためには，常に新しい医療技術や診療⾏為を導⼊し，かつ検証，発表し続けています．そのような当科の活
動が評価され，既にいくつかの学会や研究会を主催してきましたが，2014年には９⽉に⽇本⿇酔科学会北海道・東北⽀部第４回学術集会を
札幌で，2015年２⽉には２度⽬となる第15回⿇酔科学ウィンターセミナーをニセコで，そして2015年５⽉には第26回⽇本臨床モニター学
会を札幌で主催します．これらの学会活動を介して，当科教室員がさらに成⻑することを�念しています．�
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 教授に就任してあっという間の５年間でしたが，既に⼀つ⽬のターニングポイントに差し掛かっていることを認識する必要があります．上
記のようにこのマンパワーと⼈材を活かし，当科の北海道における⿇酔科診療活動に拍⾞をかける⼀⽅，さらに多くの⼈材を獲得するべく教
育活動をいっそう充実させ，そして世界に通⽤する研究活動をさらに推し進める必要があります．教授はもちろんスタッフ・⼤学院⽣が先頭
に⽴って�き，さらに当科の発展に努めることを期待します．�
遅くなりましたが，ここに昨年の業績集ができましたので，⼀度⽬を通してみてください．⼗分な業績というには道半ばの感が否めません
が，それを反省する材料とするとともに，道内各地で活躍している教室員の活動を客観的に評価してみてください．次年度は，より充実した
結果として報告できることを期待するとともに，⾃ら⾺⾞⾺のごとく牽引していく��ちを強くする次第です．�
��
��

��
 教室員の皆さん，忙しい中，⽇々の臨床，教育，そして研究業務に取り組まれていると思います．ご苦労様です．ここに，昨年の教室員の
頑張りを集めた業績集をお届けします．いつも⾔うことですが，教室としての業績を他に知らしめるというよりも，お互いの業績を認め合う
ことによって，他施設を尊重し，そして⾃らの励みにしてほしい意味から�年�成しています．�
 20年弱ある講座⻑として早5年が過ぎたことになり，中期計画とすると第１期が終了したことになります．これは5周年記念講演時でも述
べたことですが，この間に60名の新⼊教室員を迎え，6名の同⾨・教室員が教授として教室から巣⽴ち，そしてアメリカ⿇酔学会での多くの
発表がなされるようになり，そして研究業績が認められ科学研究費が2,000万円/年を得るまでに成⻑しました．それらの努⼒の結果，この
業績集にもあるように多くの研究や症例の内容が英⽂論⽂として掲載されるようになったことは，教授として⼤変誇りに思います．スタッフ
も成⻑してきており，私が教授になってからの⼤学院⽣も次々に博⼠号を取得し，その中にはスタッフに加わるものもおり⾮常に頼もしく感
じています．つまり，教授になって5年が経過した今，時期的にも内容的にも建築⽤語で⾔うところの⼀つの“基礎固め”を終えたことになり
ます．次に，この基礎固めした⼟台にどのようなやぐらを建てていくかが問われています．⽅向を⾒�ってはいけないと思っています．�
 ⼀⽅，⼤学附属病院を含め，教育関連病院に勤務している教室員は感じていることと思いますが，⼀向に充⾜することのない⿇酔科診療に
関しても，新たなブレイクスルーをもたらす必要があります．それが，ひと⾔で⾔うところの「集約化」であるかどうかは別として，少⼦⾼
齢化，⼈⼝減少，そして�れあがる医療費に�しても��に取り組�時代にやってきました．皆で考え，有�な⼈材の配置をさらに検討する
必要があると思っています．当教室の使命はこの他にも，北海道のみならず⽇本の⿇酔科医療の牽引や世界の研究分野での活躍もあります．
⼩⽣は2015年度から，⽇本⿇酔科学会の常任理事（学術委員会），⽇本臨床⿇酔学会，⽇本⼼臓⾎管⿇酔学会，そして⽇本ペインクリニッ
ク学会の理事を兼ねます．教室員にもそれに付随した多くの実務をお願いすることになりますが，その過程から勉強し成⻑する要素は多く転
がっています．時間を有効に使い，忙しさを理由にせずにさらに⽻ばたいてほしいと考えています．�
 いつも考えていることですが，同じ志をもって北海道の⿇酔科医療に貢献しようと当科の教室員になった先⽣⽅には，「流⽯に札幌医⼤⿇
酔科は違いますね」と⾔われるような専⾨医になるよう，今後も教育には全⼒をもって指導していくつもりです．また，教室員ならびにその
家族が幸せを感じ，医療に取り組んでいることがとても⼤事です．教室員，ご家族，そして関係者のご健康を⼼よりお祈りして，2014年業
績集の巻頭⾔といたします．�
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 教室員の皆さん，忙しい中，⽇々の臨床，教育，そして研究業務に取り組まれていると思います．ここに，昨年の教室員の頑張りを集めた
業績集をお届けします．お互いの業績を認め合うことによって，他施設を尊重し，そして⾃らの励みにしてほしいと考えています．さて，私
も教授に就任し，早７年⽬を迎えることになります．昨年書かせていただいたように，第１期にあたる「基礎固め」の５年は過ぎ，第２期に
あたる「継承」の時期に⼊っています．継承とは，基礎固めで築いたものをまさに引き継ぐことを意味しますが，当科にとってそれはふさわ
しくないと考えています．そのため，「進展」とさせていただきましたが，当科としては最初の５年間で築いた礎をさらに発展させたいと思
います．そのような観点から，昨年の業績を眺めてみると，残念なことにその中に「進展」を⾒いだすことは難しいのが現状です．科学研究
費，新⼊教室員の⼈数，寄付⾦額，臨床治験，そして質の⾼い論⽂，それら全てが減少しています．もちろん，その全ては講座⻑である私に
責任があることは重々承知しています．⼀⽅で，スタッフならびに⼤学院修了者のさらなる努⼒にも期待したいところです．昨年から，私⾃
⾝，多くの学会の理事等を兼ねることにより，⼤学内の業務以外にも，私の講座外業務が格段に増えたことは事実です．ですが，それを踏み
台にして，スタッフや教室員の学会における役割，発表，活躍のチャンスを増やしてきたことも事実です．彼らには，それを多忙の理由とせ
ず，それを�付ける臨床研究ならびに基礎研究を�まずに継�・発展させてほしいと考えています．�
 さて，昨年あたりから，教育関連病院の科⻑が退任し，⼊れ替わり始めています．今後数年は⼤きな関連病院の科⻑も定年し，⼈材が⼤き
く⼊れ替わることが予想されます．そのような中，⼤学でもようやく集中治療医学の教授選が始まろうとしています．⼩⽣が数年教授を兼任
してきましたが，当⼤学の規模からいけば，集中治療医学は臨床はもちろん，独⽴拡充し，そして発展しなければならないと考えています．
そのためにも，兼任教授ではなく，独⽴した診療科としての教授選は好ましいことです．その⼀⽅で，侵襲制御医学である⿇酔科学は，集中
治療医学と切っても切れない関係にあります．独⽴後も⼗分に連携して診療・教育・研究を発展させていくために，⿇酔科学，もちろん当科
出⾝の医師が教授になることが好ましいことは⾔うまでもありません．これは⼿術部にも関連しています．現在⼤学では，外科系教授が年功
序列で２年２期の⼿術部⻑を兼任していますが，その時々で運営⽅針が変わるのは全くもって発展性がありません．30年前の⼿術室をどのよ
うに現代の急性期医療にあった形態に発展させていくのか，やはりここにも⿇酔科出⾝で⻑期展望をもった先⽣が独⽴して⼿術室運営をして
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いくことが理想と考えています．新病院が建築中で，数年後に⼿術室・集中治療部の改⾰が⾒込まれている今，その重要性も新体制の上層部
に�きかけたいと思っています．�
 科⻑退任の話をしましたが，⼤学でもスタッフの⼊れ替わりや昇任が数名あります．昇任だけが全てではありませんが，⼈事が滞ることな
く，全てのスタッフにあらゆるチャンスを与えたいと考えています．基礎固めした⼟台にどのようなやぐらを建てていくかが問われていま
す．教室員⼀⼈⼀⼈のさらなる活躍に期待しています．�
 先⽇，道内他⼤学の新任外科系教授と会⾷する機会がありました．彼が外勤先で⼿術をする際，「ずいぶんと今⽇は⼿術がし易いし，⿇酔
科の先⽣ともコミュニケーションがし易いな」と感じたとき，その全てが札幌医⼤⿇酔科の教室員だった，というエピソードを聞かされまし
た．多少お世辞だったとしても，とても嬉しく感じたとともに，それが当科の持ち味であり，伝統です．教室員の先⽣⽅にはその気持ちに誇
りとプライドをもって，しかし奢ることなくさらに⾃⼰研�を�んでいって�しいと思います．�
 個⼈的なことですが，昨年末から今年にかけて，考えられる⼈間ドック全てを７年ぶりに受けました．教室員の先⽣⽅ならびにそのご家族
も，健康があっての家庭ならびに仕事です．健康には⼗分留意され，業務に励んでいただくようお願いします．昨年も⾔いましたが，教室員
ならびにその家族が幸せを感じ，医療に取り組んでいることがとても⼤事です．教室員，ご家族，そして関係者のご健康を⼼よりお祈りし
て，2015年業績集の巻頭⾔といたします．�
��
��

�0�6�
��
札幌医科⼤学医学部⿇酔科学講座 開講60周年記念祝賀会 ���
��
 三代⽬教授をさせていただいております⿇酔科の⼭蔭道明と申します．本⽇は本当にお忙しい週末⽇曜⽇の中，このように多くの⽅々に来
ていただきまして，本当に感謝しております．このように多くの⽅々にご出席いただいておりますと，⾮常に期待されているという想いもあ
りますが，⼀⽅でもっと�けという�励もいただいていると責務を感じているところであります．�
 私が教授にさせていただいてから早8年になりますが，新⼭先⽣の講演にもありましたように，その間に100名近くの新たな教室員が集ま
り，臨床・教育・研究のバランスを取りながら道内の主要な関連病院に配置してきたつもりです．ですが，本⽇も森⽥先⽣にご出席ただいて
おりますが，森⽥先⽣のいつものお⾔葉で，「⿇酔科は⼀度たりとも充⾜したことがない」というお⾔葉と同じように，ここにいらっしゃる
先⽣⽅，関係者の⽅々はきっと，“⿇酔科医が増えている”とか，あるいは“⾜りている”ということを北海道内で感じたことがないかもしれま
せん．実は北海道は⼈⼝あたり，都道府県別では東京都に次いで⿇酔科医の多い都道府県の1つです．ですけどもそれにも関わらず⾜りてい
るという感じがしないのは，やはり⿇酔科の業務が臨床⿇酔のみならず，救急・ICUはもちろん，緩和医療やその他管理職にも広がってきて
いるからではないかと考えます．そういった業務の拡⼤にも対応できるように，これからも多くの⼈材を集め，道⺠のために提供していきた
いと思います．�
 また⼀⽅，当教室の責務として全国で活躍できるリーダーを育てるということもあります．私が教授となってから8年の間に，同⾨の先⽣
を含め教室内外から7名の先⽣が全国の教授になっていきましたが，それはもちろん喜ばしいことである⼀⽅，優秀な⼈材からどんどん教室
から離れていくという事実でもあります．当教室はそういった⼈材提供にも対応できるくらいの多くの⼈材の確保と育成を課されていると認
�しております．�
 最後に，60周年というのは，実は甲⼄丙丁の⼗⼲と⼦丑寅卯の⼗⼆⽀が⼀回転して，60年で回帰するという意味があるそうです．現在60
周年にあたって⾼橋⻑雄先⽣からの業績をすべてまとめているところでありますが，それを振り返ることによってわれわれももう⼀度原点に
⽴ち返り今後の60年を⾒据えた計画を⽴てていきたいと考えております．本⽇お集まりいただいた⽅々には，⽇頃のご指導に感謝するととも
に，今後ともご指導・ご��の�よろしくお願い�します．はなはだ��ではありますが，本⽇式典の主催者側の挨拶と代えさせていただき
ます．�
 本⽇は�にありがとうご�いました．�
��
当講座60周年を迎えるにあたってー記念誌寄稿⽂�
��
1）沿⾰�
 当講座は1957年に⾼橋⻑雄先⽣が主任教授に就任し，全国の中でも早く⿇酔学講座を開講した．初代教授が30年教授職を務める中，全国
から多くの同志が集まり，1984年に⽇本⿇酔学会学術集会を主催し，そして2代⽬教授の並⽊先⽣を含め16名が教授となった．1987年，並
⽊先⽣が2代⽬教授に就任し，翌1988年に私⼭蔭が講座の⾨を叩いた．⼩⽣が⿇酔科に興味をもったのは，故⽥宮恵⼦先⽣の「⼩児⿇酔」
の授業であったことは今でも覚えている．並⽊先⽣が教授を務める中，1998年に⾼橋名誉教授は勲三等旭⽇中緩章を受賞し，1999年に並⽊
先⽣は⽇本⿇酔学会学術集会を主催し，2007年には⽇本⿇酔学会理事⻑となっている．並⽊先⽣が22年教授を務める中，私を含め9名が教
授となった．2009年9⽉，私が教授になってから早8年が経過したが，その間に93名もの新⼊教室員を迎え，また同⾨も含め7名が教授と
なった．現時点で私は⽇本⿇酔科学会の常務理事，Journal�of�Anesthesiaの編集⻑を務めている．�
2）教室の評価�
 上記のように多くの教授を輩出したことや，主要な学術集会を主催あるいは学会の要職に就くことは，その講座を評価するのに分かりやす
い尺度であろう．それ以外に，学術活動としての英⽂論⽂発表や国際学会での発表に加え，優秀な論⽂や発表に与えられる賞，さらに科学研
究費の取得額や取得数もその評価に加えられると思われる．そのため，科を問わずどの教授も上記のことに⽬標の重点に置き，毎年あるいは
教室の節⽬に業績集なるものを作成しては，広く配布しているのであろう．もちろんそれらは教室の重要な活動の⼀つであり，「患者さんの
ためにより良いことができないだろうか？」という医学の原点ともいえる疑問や考え⽅から発⽣するものであり，それが優秀な論⽂という形
になって，患者さんのQOLに繋がっている．決して誰彼に“評価されたい”という欲求から発⽣するものであってはならないと常に考えるべき
である．当講座の業績に関しては，本記��と同時に作成した60周年業績集を��いただきたい．�
 さて，教室の評価は，分かりやすいあるいは⼿っ取り早いため，上記のような評価が⽤いられることが多いが，果たしてそれを⽀えるもの
は何であろうか？それは，臨床の現場で患者さんのために臨床⿇酔をはじめとする急性期医療に従事している“教室員”に他ならない．彼らが
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寝る時間も惜しんで臨床に従事しているからこそ，その活動が広く認められ，ひいては教室が臨床に加えて，教育や研究活動にも多くの時間
を割くことができるものと考えられる．この場を借りて，同じ志をもって北海道の急性期医療に従事している教室員に最⼤の感謝の意を表し
たい．�
 都道府県別の⼈⼝あたりの⿇酔科専⾨医数が発表されている．平均は6.0名（10万⼈あたり）であるが，北海道は8.2名で，東京の8.4名に
次いで多い．これは当科のみならず，北海道内で急性期医療に従事している同⼠のお蔭である．北海道内で医療に従事していると，全くもっ
て⿇酔科医が充⾜しているなどと感じることはないが，他都府県よりも北海道内に⿇酔科医が多い事実については，かえって他⼤学から当⼤
学に赴任されてきた外科系教授の，あるいは当⼤学外科系教授が学会などに⾏かれて他⼤学の外科事情を聞いた感想から，当科の特徴でもあ
る“断らない⿇酔”というのがいかに評価されているかを知ることになる．私⾃⾝，実はAnesthesiology誌に論⽂が1編掲載されるよりも，こ
のような評価を受けている⽅が嬉しく思う．�
3）今後の⽅��
 ⼩⽣が当講座の主任教授をさせていただいてから丸8年が経過した．その間に100名弱の新⼊教室員を迎え，教育・研究・臨床のバランス
を考えながら，北海道の急性期医療に応えようと努⼒してきたつもりである．しかし，当科のこの60年を振り返っても，⼀時でも⿇酔科医が
⾜りている，あるいは増えている，という印象はない．その原因の⼀つとして，⼿術件数の増加，集中治療や救急医療はもちろん緩和医療を
含む周辺関連領域や管理職への従事があると考える．私の責務としては，今後もより多くの⼈材を集め，全道で活躍する⿇酔科医を増やすこ
とはもちろん，私の任期の後半は⾏政や地域医療を担う拠点病院と密に連携しながら，⼈⼝減少や超⾼齢化社会における急性期病院のあり⽅
を共に考え，⾏動に�していきたい．�
 その⼀⽅で，当講座に与えられた使命として，⽇本中で活躍できる⼈材の育成，さらに世界に発信できる研究をさらに推し進めていくこと
が挙げられる．私のいままでの8年という在任期間中にも7名の教室員・同⾨会員が教授となった．⼤変喜ばしいことである⼀⽅，貴重な⼈
材の流出でもある．それに耐えうるだけの⼈材確保も当科に課された使命である．“どんな症例も断らないで受けてくれる”，それに応えられ
るようなマンパワーと⼈材を今後も確保していきたい．�
 さて，60年というのは甲⼄丙丁ではじまる⼗⽀と⼦丑寅卯ではじまる⼗⼆⽀のそれぞれの⼲⽀が回帰する重要な数字といわれている．⼈⽣
回帰と重ねて⼈⽣の再出発（還暦）と考える意味もある．当講座の60年の業績を振り返り，ここで⼀度原点に戻ることによって今後我々が
やるべき，進むべき道というのもさらに⾒えてくるかと思う．当科に直接間接を問わず関わりのある⽅々には，この場を借りて⽇頃のご指導
に感謝�し上げるとともに，今後も�々のご指導とご��をお�い�し上げ，当講座3代⽬教授としての寄稿としたい．�
��

�����
��
Around�the��orner�
��
 当講座は，昨年の2017年に開講60周年を迎え，無事に式典も終了することができた．先⽇，教室員や同⾨会の先⽣をはじめ600名の関係
者に，60年の業績・式典の模様・寄稿⽂集を送ったところである．それには2017年の業績が含まれていないため，ここにあらためて2017
年業績集を送る次第である．いつも述べていることであるが，論⽂のみならず，それぞれの教室員の臨床・教育・研究活動を⾒ていただき，
今後の活動の�考にしてほしいと思う．�
 さて，私は2009年9⽉に教授に就任したが，当科の特徴でもある臨床・教育・研究のバランスを考えながら，先代の教授達が築き上げた
当科の伝統をさらに推し進めるべく，がむしゃらに突っ⾛ってきたと⾃負している．そのためには，当科内にとどまった臨床・教育・研究に
ばかり⽬を向けていてはさらなる発展は望めず，⼤学内，北海道内，全国学会の庶務や役割はもちろん，世界での役割の⼀端を担うことに
よって，ひいては教室員の臨床・教育・研究活動の�上げになると信じている．�
 今回の業績集を編集していて嬉しかったことは，科研費の取得や海外学会での発表，あるいは賞という形で評価を受けた研究内容が，ここ
にきて多く英⽂論⽂として形になってきたことである．懸念材料は，逆にここ1~2年減少している科研費の取得件数やその額，さらにアメリ
カ⿇酔学会への演題投稿数の減少が今後の研究業績に影響をきたさないか⼼配している．これは，主任教授としての私の責任であり，反省す
るとともに，臨床・教育活動を低下させずに，スタッフや⼤学院⽣にどれだけ多くの研究機会を与えることが出来るのか，さらに先頭に⽴っ
て努⼒したいと考えている．�
 実は，ここ1~2年で私にとって教授⼈⽣の半分を終えることになる．いわゆるレースで⾔うところの折り返し地点（Around� the� Corner）
である．同僚達が⾃分にちゃんとついてきてくれているのかを振り返りながらも，その速度は落とすことなく⾛っていくことに変わりはな
い．忙しいという⼈に限って時間の使い⽅が悪いと⾔われる．私も昨年からJournal�of�Anesthesiaの編集⻑を引き受け，また今年から学内で
教務委員⻑（副医学部⻑）を務めることになった．課題も多く，解決しなければならないことは⼭ほどある．幸い2018~2019年度には主催
すべき学会等がないためそれらの業務に多くの時間を割くことになるが，その後⽇本⼼臓⾎管⿇酔学会など多くの学会主催を控えている．も
ちろん，教室員の協⼒がなければ成功するものではないが，教室員⼀⼈⼀⼈がそのような主催イベントにどのように関与していくべきかを
常々考え，そしてそれを⾃分⾃⾝の⾶躍の��ンスと�えてほしい．�
 最後に，健康に⾃信のあった私だが，緊急⼿術を含め2⽉に⼆度も⼿術を受けることになった．健康の有り難み，家族の有り難み，そして
仲間の有り難みを改めて知ることとなった．また，1週間横になっていただけで体重は減り，以前出来ていたことが出来るまでに数か⽉を要
した．教室員の先⽣⽅には⾃分のためにはもちろん，ご家族や患者さんのためにもくれぐれも⾃分の健康には�意してほしい．�
 また，来年，元気で働く教室員に⽴派な業績集を送ることが出来るよう，さらに努⼒を重ねていきたいと思う．�
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 お待たせしました．昨年の教室員の業績集が出来たのでお届けします．以前からも伝えているように，当科業績集は他科や他⼤学⿇酔科に
は⼀切送っておらず，教室員が１年間を振り返って反省したり，⿎舞したり，お互いの活動を知るために送っているものです．また，関連病
院で勤務している場合，私の関与度によっては論⽂に⼩⽣の名前が載らず，⾃分では検索することが出来ません．そのためにも，１年に⼀度
はこのような作業を⾏い，教室員の活動を把握することも編集の意味があります．論⽂や学会発表などの“学術活動”は，「新たな発⾒や興味
深い症例を⽇本や世界に発信し，⿇酔の質や安全性の向上に貢献する」という意味合いから最も重要視している活動の⼀つです．⽇常の忙し
い臨床活動の中，このような活動を⾏い，論⽂という形で完結することは並⼤抵の努⼒では出来ません．しかし，教室員にはその意義を⼗分
に認�して学術活動に�んで欲しいと思います．�
 ⼀⽅，当科が開講当時から⼤事にしてきたものに，外科からそして病院から信頼される“臨床活動”があります．現在では，単に症例数や受
診数，あるいは⼊院数などでその活動の重み付けをすることは難しくなってきました．その理由として，以前は臨床⿇酔が主の業務でありま
したが，現在では病院の特⻑を活かした救急医療，緩和医療，ペインクリニック診療，さらに集中治療など多岐にわたる業務が増えてきたこ
と，さらに院⻑や副院⻑などの管理者になる教室員も多くなり，そのような業務も検討しながら⼈材を配置しなければなりません．そのよう
な指標の⼀つになる材料としても，⿇酔症例数のみならず多くの臨床業務内容を記載してもらっています．是⾮他の関連病院の内容も確認し
てみてください．�
 さて，上記の学術活動ならびに臨床活動を⽀える重要な活動に，“教育活動”があります．当科がしっかりとした学術・臨床活動を⾏ってく
ることができた理由として，重要な活動といえます．教育⼒を⽀えるものとして技量が50％，そして熱意が50％とよく⾔われます．技量はセ
ミナー・講義やテキストで得ることが出来ますが，熱意だけは個々⼈がもっている素質とも関係してきます．是⾮，教室員においては信頼関
係をもってしっかりとした教育体制を取ってもらいたいと思います．そのような活動はなかなか活字や数字にすることは難しいですが，業績
集にもその活動が分かるようになるべく記載しています．是⾮，ご覧ください．私も教授となって今年で10年（Decade）となります．過去
の業績集も⾒返して⾃分⾃⾝の反省の材料とし，そして今後の10年の活動に活かしたいと思います．超⾼齢化社会に突⼊した現在，⾃分の健
康はもとより，ご家族，ご両親，ご親族の健康状態や経済状況によって，⾃分⾃⾝の⽣活環境を変えることが余儀なくされるかもしれませ
ん．そんな時，緩い関係ではあっても教室として何か出来ることがあるかと思います．私を含め，科⻑やスタッフには，教室員が相談しやす
い環境を�えて欲しいと思います．�
 最後になりますが，教室員の先⽣⽅においては，⼼⾝ともに健康で仕事に⽣きがいを感じ，そして地域住⺠の健康と福祉に貢献することを
�念しています．�
��

�����
��
「再出発：Make�a�fresh�start����
��
 お待たせしました。昨年の教室員の業績集が出来たのでお届けします。�
 昨年末，私⾃⾝が作成した「教授就任10周年記念誌」とだいぶダブるところがありますが，より多くの教室員の活動が掲載されています
ので，あらためて作成しました。また，関連病院の症例数や写真⼊りでの施設紹介は，お互いの関連病院の仕事ぶりを把握するのに重要な情
報かと思います。毎年の業績集は，教室員が1年間を振り返って反省したり，⿎舞したり，またお互いの活動を知るために送っています。是
⾮⼀�してください。�
 過去の業績集とも⾒⽐べると分かると思いますが，今年は国際的な活躍が⽬⽴ってきたと⾃負しています。スタッフは国際学会や会議での
講演にも声をかけられるようになり，英語論⽂もいくつかが形になり，そして多くの研究が受賞されてきています。スタッフをはじめ，⼤学
院⽣，教室員の頑張りが国際的にも国内でも評価されてきたと⼤変嬉しく思います。⼀⽅，多くの研究成果が論⽂という形にならず，⾦銭的
にも労⼒としても教室として⼤きな損失になっていることに気づくかと思います。今までは個々に指⽰してきましたが，教室としての財産を
埋もれさせておくわけにはいきませんので，厳しいとは思いますが，論⽂にならないものは，期限を区切って，他の余⼒のあるスタッフや⼤
学院⽣に執筆を任せることにしました。どれだけの労⼒で研究費を集め，どれだけの代償を払って研究⽇が与えられているかも知って欲しい
と思います。個⼈的なことでもありますが，10年間の節⽬としての責任もあると思っています。確実に論⽂という成果に結びつくよう，今後
も努⼒を続けて欲しいと思います。�
 さて，私も教授職の半分を経過したことになりますが，その間，多くの同僚が当⼤学あるいは他⼤学の教授として巣⽴っていきました。そ
の全員が先代の教授の教育を多く受けた同僚となります。今後は，スタッフも数名⼊れ替わり，私が教授になってから教室員となった先⽣⽅
も，博⼠号やサブスペシャルティを取得し，スタッフとして加わるようになりました。今後は，このリフレッシュしたスタッフや⼤学院⽣，
さらに教室員達と「再出発」をすることになります。「折り返し」ではなく，港に⽴ち寄った船が新たな乗組員を加え，さらなる未開地へ向
かうようなそんな気持ちで，残りの９年間を突っ⾛りたいと思います。�
今年（2020年）は，� １）⽇本⿇酔科学会北海道東北⽀�学術集会�
� ２）⽇本神経⿇酔集中治療学会 を，�
来年（2021年）は�，� ３）⽇本神経⿇酔集中治療学会�
� ４）⽇本Awake�����e��学会�
� ５）⽇本臨床⿇酔学会 を，�
再来年（2022年）は，�６）当講座開講65周年記念講演会 を，�
��しています。�
 その後も多くの学術集会の開催を打診されていますが，これら⾏事が⼩⽣の名誉のために⾏うのではなく，教室員が輝いて活躍し，次への
ステップへ踏み出せるような⾏事にしたいと思っています。教室員はそのことを肝に銘じて，これらの学術集会を活⽤してもらいたいと思い
ます。�
 最後になりますが，教室員の先⽣⽅においては，⼼⾝ともに健康で仕事に⽣きがいを感じ，そして地域住⺠の健康と福祉に貢献することを
�念しています．�
��
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 お待たせしました。昨年の教室員の業績集が出来たのでお届けします。今年は，業績係や秘書らの業務軽減のため，Excelによる業績提出
をお願いし，教室員の先⽣⽅にはご負担をかけたと思いますが，ご理解いただきたいと思います。この業績集の中には，いわゆる論⽂業績や
学会発表業績が含まれていますが，それ以外の多くの教室員の活動が掲載されています。また，関連病院の症例数や写真⼊りでの施設紹介
は，お互いの関連病院の仕事ぶりを把握するのに重要な情報かと思います。毎年の業績集は，教室員が1年間を振り返って反省したり，⿎舞
したり，またお互いの活動を知るために送っています。是⾮⼀�してください。�
 ⼀昨年は国際的な活躍が⽬⽴ってきており，スタッフは国際学会や会議での講演にも声をかけられるようになり，英語論⽂も形になり，そ
して多くの研究が受賞されてきていました。そのような教室員の活発な活動が，⼀つには新⼭先⽣の秋⽥⼤⿇酔科教授就任（２⽉）という形
となって現れたと感じています。そして雪まつりを終えた頃，北海道には新型コロナ感染症の第⼀波がやってきました。オホーツク地域では
クラスターが発⽣し，北⾒⾚⼗字病院に重症患者が運ばれました。前後して⼤学でもECMOを回した重症患者を救急部が管理し，軽症・中等
症を呼吸器内科や循環器内科が中⼼となって管理し始めました。マスクやアルコール消毒の供給もままならない中，⼈の移動が制限されまし
たが，春の異動やGWの移動に伴って第⼆波がやってきました。⼤学では急遽，授業も実習もWebで⾏うなど，教員も学⽣も⼿探りの中，対
応せざるを得ませんでした。新⼊教室員歓迎会，学会などはことごとく中⽌，延期，Web対応など，世の中は⼀変してしまいました。どこか
で⼤地震や原発事故が起きた，などの規模ではありません。国境などない前代未聞の甚⼤な出来事となってしまいました。そして，季節は冬
となり，やはり感染は世界的に爆発的に広がりました。⼤学では⼿術を必要とする⽬の前の患者の⿇酔管理に集中せざるを得ず，⼀⽅で研究
試薬や動物の供給が⽌まり，発表の場である学会も中⽌となるなど，スタッフ・⼤学院⽣は研究のモチベーションを維持するのも⼤変だった
かと思います。主催する予定であった⽇本⿇酔科学会北海道・東北⽀部学術集会は中⽌となった⼀⽅で，完全Web開催となった⽇本⼼臓⾎管
⿇酔学会学術⼤会は，今までにない規模の参加者と聴講者であり，認定制度のある学術⼤会の場合，Webでの配信を含めた学術集会のあり⽅
を�えさせられました。�
 そんな激動と⾃粛の中での臨床・教育・研究活動が，このような業績集となって発刊するに⾄ったことは，教室員の努⼒と⼯夫の賜物と⼤
変感謝いたします。さて，私個⼈のことを⾔えば，教授となってから12年近くが経過し，残りちょうど8年となりました。箱根駅伝に例える
と，コロナ禍渦中の激動の下りの6区を駆け終えたあたりでしょうか？私⾃⾝の折り返し時期にもいくつかのイベントがありました。⽇本⿇
酔学会の機関誌Journal� of� Anesthesia誌の編集⻑を4年以上経験し，Handlingした論⽂数は3,000編以上となります。その間，Impact� factor
は1.6以上となり2点台が⾒えてきました。それに合わせるように，学内では副医学部⻑（教務委員⻑）を3年務め，多くの教務に関する問題
点に対処し，ここ1年はコロナ禍における学⽣や研修医の対応に翻弄された時期でもありました。原稿を書いている2⽉某⽇の現時点では，
北海道の感染者数も700名となり減少傾向が続いています。また，ワクチンも何とか医療者は3⽉末までに接種が可能なようです。どうにか
予定されている主催学会がオ�ン�ック・�ラ�ン�ック��，�事に開催されることを�っております。�
��
 当科関連学会等は以下のようになります。�
2021年�� １）⽇本神経⿇酔集中治療学会（6⽉）�
� ２）⽇本Awake�surgery学会（6⽉）�
� ３）⽇本臨床⿇酔学会⼤会（11⽉）�
2022年� ４）当講座開講65周年記念講演会・祝賀会（12⽉予定）�
� 並⽊名誉教授 ��祝い�
2024年� ５）気道管理学会（6⽉予定）�
� ６）⽇本⿇酔科学会北海道・東北⽀部学術集会（9⽉）�
��
 さて，今年6⽉の社員総会で承認後，私は⽇本⿇酔科学会 理事⻑に就任の予定です。少なくとも2年間，当学会が抱える諸問題について全
⼒で対応しなければいけなくなりました。今までは「他⼭の⽯」としていたような他講座や⿇酔科医の⾔動・問題に対して，今後は⾃分のこ
とのように対処していく必要があります。そのために，新理事らを中⼼として思い切った布陣を組みました。また，エフォートとして⼤きな
割合を⽰していたJA誌の編集⻑と本学医学部副医学部⻑を退任の予定です。札幌からだと，中央との交渉等を⾏うにも多くの時間を割かれる
ことになるかと思います。限られた時間を有効に活⽤し，教室員のために今後も臨床・教育・研究活動，そして⼈事に⼿を抜くことはありま
せんが，更なる教室員の理解と努⼒に期待します。�
 最後になりますが，教室員の先⽣⽅においては，⼼⾝ともに健康で仕事に⽣きがいを感じ，そして地域住⺠の健康と福祉に貢献することを
�念しています��
��

�����
��
「with���������

 お待たせしました。昨年の教室員の業績集が出来たのでお届けします。この業績集の中には，いわゆる論⽂業績や学会発表業績が含まれて
いますが，それ以外の多くの教室員の活動が掲載されています。また，関連病院の症例数や写真⼊りでの施設紹介は，お互いの関連病院の仕
事ぶりを把握するのに重要な情報かと思います。毎年の業績集は，教室員が1年間を振り返って反省したり，⿎舞したり，またお互いの活動
を知るために送っています。是⾮⼀�ください。�
 新型コロナウイルス感染症が世界中で蔓延してから，早２年が過ぎました。当初はワクチンもなく，感染⼒は弱いものの重篤化するため，
我々医療者も戦々恐々として陽性患者の治療に取り組んできました。本邦ではいわゆるロックダウンはないにしても，緊急事態宣⾔やまん延
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防⽌等重点措置などの発令・解除が繰り返され，閉塞感のある２年間を過ごしてきました。学内では授業や実習がWebで⾏われたり，学会⾃
体も中⽌やWeb開催が強いられるなど，教育・学術活動にも⼤きな影響がありました。そのため，ここ２年間は業績を多く輩出することは難
しい時期と考えておりました。ですが，業績集を⾒ていただくと分かると思いますが，スタッフや⼤学院⽣を中⼼に英⽂論⽂をはじめ，多く
の研究業績を形にすることが出来たことは，主任教授として誠に嬉しいことと思っています。教室員のそのような頑張りが，今年も平⽥先⽣
の熊本⼤学⿇酔科教授就任（４⽉）という形になって現れたと感じています。�
 本巻頭⾔を書いている６⽉下旬においても，多くのCOVID-19陽性者が発⽣している⼀⽅，ワクチンの複数接種率の増加，さらに重症者の
激減によって，with�CORONAにおける経済活動が順調に再開し始めている感があります。本邦はまた地震や津波などの災害が起きやすい地
域です。３⽉の⽇本集中治療医学会学術⼤会（仙台）が前⽇の⼤地震で現地開催が突然中⽌に追いやられたことも記憶に新しいことと思いま
す。そのため，学術集会は新型コロナウイルス感染症の状況にかかわらず，今後はHybrid開催が基本となるかもしれません。少なくとも⽇本
⿇酔科学会はそのような⽅向になっていくことが検討されています。昨年末に主催した⽇本臨床⿇酔学会（札幌）では1,200名余りの⿇酔科
医が札幌で現地参加し，また700名余りがライブWebで参加しました。久しぶりの対⾯学会で多くの研究仲間とも交流を持つことができ，ま
た関連企業の展⽰で産学にいい影響があったと感じています。今年6⽉の⽇本⿇酔科学会学術集会も3年ぶりの対⾯学会で4,200名以上の⿇酔
科医が現地で学術交流を持つことができました。�
 さて，昨年の巻頭⾔でも述べましたが，私が⽇本⿇酔科学会の理事⻑に就任し，丸1年が経過しました。ロケットスタートを切るべく，い
くつかの綱領を掲げましたが，公益社団法⼈ゆえの動きづらさもあって，なかなか成果を出せずにいます。現時点では，①集中治療科の診療
科の承認，②シーリングの上限緩和，③学術集会のあり⽅検討（Hybrid開催），④専⾨医試験の再考，⑤E-learningの充実と減額などに取り
組んできました。会員やそれを代表とする代議員（＝社員）の意⾒を吸い上げようと，U40なる組織⽴ち上げに加え，⾮公式ながらWebでの
「理事⻑を囲む会」を3度ほど⾏ってDiscussionを続けてきました。今年度も，国⺠の安全で質の⾼い周術期医療が提供できるような環境作
りに尽⼒したいと思います。このような学会理事⻑業務に多くのエフォートを割くことができるのも，教室員が⼀所懸命業務に従事してくれ
ているからこそと感�します。�
 今後の当講座関連⾏事は以下のようになっています。�
 �
2022年�� １）⽇本ペインクリニック学会北海道⽀�学術集会（札幌）�
� � � 会⻑：澤⽥敦史先⽣，2022年9⽉10⽇(⼟��
� ２）当講座開講65周年記念講演会・祝賀会（12⽉�定）�
2023年�� ３）当講座開講65周年記念誌 発��定�
� ４）並⽊名誉教授 ��祝い（時期�定）�
2024年�� ５）⽇本集中治療医学会学術集会（札幌）3⽉�定�
� � � 会⻑：升⽥好樹先⽣�
� ６）気道管理学会（札幌）�
� � � 会⻑：⼭蔭道明，2024年7⽉6⽇(⼟��
� ７）⽇本⿇酔科学会北海道・東北⽀�学術集会（札幌）�
� � � 会⻑：枝⻑充隆先⽣，2024年9⽉14⽇(⼟��
��
 これらの学会や⾏事を活⽤し，教室員が学術活動において活躍し，また親睦を深めていくチャンスにしてくれることを期待しています。最
後になりますが，教室員の先⽣⽅においては，⼼⾝ともに健康で仕事に⽣きがいを感じ，そして地域住⺠の健康と福祉に貢献することを祈念
しています。�
��

 ⼤変お待たせしました。もうすぐ2024年になろうとするこの時期に，2022年の業績集を出すことになり，⼤変申し訳なく思います。開講
65周年記念集の��もあり，発�の時期がずれ込んでしまいました。�
 いつも述べていますが，この業績集の中には，論⽂業績や学会発表業績以外に，多くの領域で活躍している教室員の活動が掲載されていま
す。また，関連病院の症例数や写真⼊りでの施設紹介は，お互いの関連病院の仕事ぶりを把握するのに役⽴ちます。毎年の業績集は，教室員
が1年間を振り返って反省したり，⿎舞したり，またお互いの活動を知るために送っています。是⾮⼀�ください。�
 新型コロナ感染症に振り回された2020~2022年の3年間は，それは⼤変な時期でした。陽性者の緊急帝王切開術や気管切開術に対して
は，多くの感染症に対応してきた⿇酔科医ですら，どのような防御を⾏いながら管理を⾏ったらいいのか，戦々恐々としていたかと思いま
す。マスクがない，⼿洗いが⼤事，アクリル板は有効？など⾊々な情報に惑わされてきました。現在では，感染⾃体は完全に封じ込められて
はいないものの，第５類に分類されたこともあり，空港などに⽴ち寄ると多くの旅⾏客が楽しそうにしており，⽇常が戻りつつあることを実
感します。このような新興感染症に我々同僚の多くが第⼀線で対応してきたこともあり，とくに研究業績は⽴ち遅れた印象があります。その
影響は今回の2022年の業績集にも影響を及ぼしています。私は⽴場上，2022年からは多くの学会や会議に対⾯で⾏くことがありますが，教
室員のとくに国際学会への発表参加が激減したことは残念に思います。先⽇のアメリカ⿇酔学会でも，国⺠性の違いはあれ，対⾯参加が
12,000名を越え，オンデマンド参加が500名程度（執筆時点）と少ないことからも，対⾯交流の重要性を感じざるをえません。今後，多く
の教室員が再び国際学会で研究発表するよう，今⼀度指導に⼒を⼊れていきたいと思います。�
 ⼤学院⽣ですが，2024年度は数名，2025年度も数名が既に⼊学を希望しており，主任教授として嬉しい限りです。⼀⽅，私は定年まで教
授職を全うしたとして，現時点で5年半を残す時期まで来ました。つまり，2026年以降は，学位研究が上⼿く進んで3年間での早期修了要件
を満たさない限り，私が教授でいる間に⼤学院を修了させることが出来なくなります。従って，2026年度以降の3年間は，強い希望がない限
り，⼤学院⽣を募集しないつもりでいます。私も14年以上教授職を続け，400mトラックでいうところの第4コーナーを回ったあたりかと思
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います。ラストスパートというと“ラスト（最後？）”という⾔葉が好きではないため，今回の業績集のタイトルとして「アフターバーナー」
としてみました。聞き慣れないかもしれませんが，ジェットエンジンの排気に対して，もう⼀度燃料を吹きつけて燃焼させ，⾼推進⼒を得る
装置をいいます。これを使うと，エンジン推進⼒は最低でも1.5倍に跳ね上がり，また⾼い速度になればなるほどさらに推⼒が増強されると
いう優れた特定をもっています。そのため，この⽅法は，ロケットが打ち上げられてさらに推⼒を必要としたり，あるいはジェット戦闘機が
追撃したり危険を回避したりする際に使⽤します。この勢いのごとく，残りの5年間を�全燃焼する思いで�け�けたいと思っています。�
 さて，以前の巻頭⾔でも述べましたが，私が⽇本⿇酔科学会の理事⻑に就任し，2年半が経過しました。主に最近の活動として，①特定⾏
為研修修了看護師の安全管理指針，②働き⽅改⾰とタスクシフトの要請，③産科⿇酔の保険点数の要請，④専⾨医試験制度の改善，などで
し�うか。�
理事⻑として残された1年半，国⺠の安全で質の⾼い周術期医療が提供できるような環境作りに尽⼒したいと思います。このような学会理事
⻑業務に多くのエフォートを割くことができるのも，教室員が⼀��命業務に�事してくれているからこそと感謝します。�
��
 2024年の当講座関連⾏事は以�のようになっています。�
 �
 第51回⽇本集中治療医学会学術集会（��）�
��������������������������������会⻑：升⽥好樹先⽣，2024年3⽉14⽇(⽊)~16⽇(⼟)�
 第7回気道管理学会（��）�
��������������������������������会⻑：⼭蔭道明，2024年7⽉6⽇(⼟)�
 ⽇本⿇酔科学会北海道・東北⽀部第14回学術集会（��）�
��������������������������������会⻑：枝⻑充隆先⽣，2024年9⽉14⽇(⼟)�
 ⼭蔭道明 教�就任15周年�念講�会（��）�
��������������������������������2024年12⽉14⽇(⼟)（講座�年会時）�
��
 これらの学会や⾏事を活⽤し，教室員が学術活動において活躍し，また親睦を深めるチャンスにしてくれることを期待しています。最後に
なりますが，教室員の先⽣⽅においては，⼼⾝ともに健康で仕事に⽣きがいを感じ，そして地域住⺠の健康と福祉に貢献することを祈念して
います。�
��

����年�

変⾰の年に⽴�����

 2023年度の業績集の発刊に際し，巻頭⾔をお送りいたします。今年も教室員の皆さまには，⽇々の臨床，研究，教育活動に多⼤なご尽⼒
をいただき，⼼より感謝申し上げます。皆さまの献⾝的な取り組みのおかげで，当教室はさらに発展し，医療の現場で⼤きな貢献を果たして
きました。⽇々の業務に加え，数多くの業績を挙げていただいていることに，⼼から�意を表します。�
 2023年は，世界的にさまざまな出来事がありました。パンデミックの余波から⽴ち直りつつある社会が，新たな課題に直⾯する中，医療
界も例外ではなく，多くの試練に⽴ち向かわなければなりませんでした。COVID-19の影響が薄まり，⽇常を取り戻しつつあるものの，私た
ちはその間に学んだ教訓を⽣かし，新しい医療体制を築く必要がありました。これに伴い，⿇酔科医療もより多様化し，広がりを⾒せていま
す。集中治療やペインクリニック，緩和医療など，⿇酔科医としての役割はますます重要になり，皆さんの献⾝的な働きが患者さんや地域医
療に⼤きく貢献していることを，�りに思います。�
 今年，世界情勢は依然として不安定な状況が続きましたが，こうした外的な要因にもかかわらず，当教室員の皆さまは揺るがず，粘り強く
臨床や研究活動に励まれてきました。その成果は，今年度の業績集にも反映されており，ますますの発展を感じさせるものです。特に，英⽂
論⽂の発表数や国際学会での発表が増加していることは，当教室の国際的な評価をさらに⾼めるものであり，皆さまの努⼒が確かな形で実を
結んでいることを実感します。�
 2023年はまた，AIやデジタル技術の進展が⽬覚ましい年でもありました。医療分野でもこれらの技術が積極的に導⼊され，診療や教育，
研究の効率が⾶躍的に向上しています。これまでには考えられなかった新たな⼿法やアプローチが次々と登場し，私たちもその波に乗って，
さらなる進化を遂げるべき時代に突⼊しています。特に，遠隔診療やAIによる診断⽀援システムなど，私たちの仕事の⼀部がこれらの技術に
よって⽀えられるようになりつつあります。教室員の皆さまも，新しい技術や知⾒を積極的に取り⼊れ，臨床や研究活動に活かしていく姿勢
が，これからの時代においてますます重要になるでし�う。�
 教室の⽬標は，常に「患者に最善の医療を提供すること」と「次世代を担う医師を育成すること」です。この⼆つの使命は，変わらず私た
ちの根底にあり続けます。2023年も，その実現に向けて教室員の皆さまが全⼒で取り組んでくださったことに感謝の意を表します。特に教
育において，熱⼼に指導にあたってくださった皆さまのおかげで，若⼿の成⻑が⽬覚ましいものとなっています。今後も，臨床，教育，研究
の三本柱をバランスよく発展させるため，皆さまと共に努⼒を続けていきたいと思います。�
 最後になりますが，2024年以降も教室員⼀⼈ひとりの健康と充実した⽇々を⼼から願っています。皆さまの⼀層のご活躍を期待するとと
もに，当教室がさらに⾶躍することを祈念して，2023年業績集の巻頭⾔といたします。�

 ⼭蔭道明 教�就任15周年�念講�会（��）�
� � 2024年12⽉14⽇(⼟)（講座�年会時）�
 ⽇本⿇酔科学会第73回学術集会（��）�
� � 2026年5⽉21⽇(⽊)~23⽇(⼟)�

引き続き，ご指導とご協⼒をよ�しくお願い申し上げます。�
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研究費および奨学⾦：（教授本⼈に限ったもの） 

��
＜国費等研究助成⾦��

1995-1995 ⽇本学術振興会 海外特別研究員� 10�170�000円�
1998-1999 ⽂科科学補助⾦ 奨励研究� 2�000�000円�
2000-2002 ⽂科科学補助⾦ 基盤研究C� 3�400�000円�
2003-2005 ⽂科科学補助⾦ 基盤研究C� 3�200�000円�
2006-2008 ⽂科科学補助⾦ 基盤研究B� 9�500�000円�
2007 厚労科学補助⾦ 特別研究指定（副）� 2�400�000円�
2009-2011 ⽂科科学補助⾦ 基盤研究C� 3�300�000円�
2012-2014 ⽂科科学補助⾦ 若⼿研究B（副）� 3�200�000円�
2012-2015 ⽂科科学補助⾦ 基盤研究B� 13�600�000円�
2013-2015 ⽂科科学補助⾦ 挑戦的萌芽� 2�900�000円�
2016-2018 ⽂科科学補助⾦ 基盤研究C� 3�300�000円�
2017-2018 厚労科学補助⾦ 地域推進研究（副）� 5�000�000円�
2019-2021 ⽂科科学補助⾦ 基盤研究C� 3�100�000円�
2022-2023 厚労科学助成⾦（副）� 2�000�000円�
2023-2025 ⽂科科学助成⾦ 基盤研究C� 3�600�000円�
2024 厚労科学補助⾦ 地域推進研究（副）� 4�100�000円�

＜⺠間財団等研究助成⾦��
��
1998 秋⼭記念⽣命科学 奨励助成� 500�000円�
1999 ホクサイテック財団 若⼿補助⾦� 350�000円�
2000 伊藤医薬学術交流財団助成� 200�000円�
2000 上原記念⽣命科学財団 研究助成� 2�000�000円�
2001 臨床薬理研究振興財団 研究助成� 1�000�000円�
2002 ⽇本⿇酔科学会 ⼭村記念賞助成⾦� 1�000�000円�
2003 北海道⿇酔科学会 ⾼橋賞助成⾦� 100�000円�
2003 ⽇本医師会医学研究助成費� 1�000�000円�
2006 伊藤医薬学術交流財団助成� 150�000円�
2008 武⽥科学振興財団 医学究奨励⾦� 2�000�000円�
2013 北海道医師会賞・北海道知事賞 副賞� 200�000円�

2017-2018 次世代イノベーション助成事業� 4�800�000円�

＜札幌医科⼤����������
��
1998 札幌医⼤学術振興会 研究助成� 420�000円�
1998 札幌医⼤学術振興会 交流助成� 320�000円�
1998 札幌医⼤学術振興会 備品助成� 490�000円�
2000 札幌医⼤学術振興会 交流助成� 220�000円�
2001 札幌医⼤学術振興会 交流助成� 360�000円�
2002 札幌医⼤学術振興会 交流助成� 340�000円�
2003 北海道国際学術調査助成� 250�000円�
2003 札幌医⼤学術振興会 研究助成� 500�000円�
2004 札幌医⼤学術振興会 研究助成（副）� 500�000円�
2005 札幌医⼤学術振興会 交流助成� 230�000円�
2006 札幌医⼤学術振興会 研究助成（副）� 500�000円�
2009 札幌医⼤学術振興会 研究助成 � 200�000円�
2009 札幌医⼤学術振興会 がん研究助成 � 1�000�000円�
2009 札幌医⼤学術振興会 基礎研究助成 � 1�000�000円�
2010 札幌医⼤学術振興会 研究助成（副） � 330�000円�
2017 札幌医⼤学術振興会 研究助成（副） � 400�000円�
2017 札幌医⼤学術振興会 学会助成 � 200�000円�
2017 札幌医科⼤学医師会 学会助成 � 150�000円�
2019 札幌医⼤学術振興会 研究助成 � 200�000円�
2020 札幌医科⼤学振興会 特定医学研究 � 600�000円�
2020 札幌医科⼤学振興会 学会助成 � 270�000円�
2020 札幌医科⼤学医師会 学会助成 � 300�000円�
2021 札幌医科⼤学振興会 学会助成 � 300�000円�
2021 札幌医科⼤学医師会 学会助成 � 300�000円�
2021 札幌医科⼤学振興会 特定医学研究 � 600�000円�
2024 札幌医科⼤学振興会 学会助成 � 200�000円�
2024 札幌医科⼤学医師会 学会助成 � 100�000円�
��
※教授就任以降はある程度⼤型の研究費でないものや学術集会主催
でないものは，スタッフや⼤学院⽣の研究費として振り分けている
（記�なし）�

�

 この研究費のリストは，教授が国内外での研究活動においていかに幅広く⽀援を受けてきた
かを物語っています。特に，⽂部科学省や厚⽣労働省の基盤研究や挑戦的萌芽研究などの国費
助成をはじめ，武⽥科学振興財団や上原記念⽣命科学財団といった名⾼い⺠間財団からの助成
も受け，総額で数千万円に上る研究資⾦を獲得されています。このような⽀援の下で，教授は⿇
酔科学分野における数々の⾰新的な研究を推進し，学術��の��を果たしてきました。�
 さらに，教授就任以降，⼤型研究費のみならず，スタッフや⼤学院⽣の研究を⽀援するため
の資⾦の適切な配分も⾏われており，若⼿研究者の育成と次世代の研究基盤の構築にも尽⼒さ
れています。このように，研究者としての卓越した実績と，教育者としてのビジョンを両⽴され
ている点が，教授の研究活動の特⾊であり，彼の研究室が持続的に⾼い成果を上げ続けている
理由の⼀つといえるでし�う。�

����科�研究費�������������

採⽤������
 このグラフは，当講座における⽂科省科学研究費の取得件数の年次推移を⽰しています。グラフからは，2011年から2024年にかけて，と
くに，2013年以降に取得件数が�実に増加していることが�み取れます。�
 2019年から⼀気に件数が増加し，以降も安定的に⾼いレベルを維持しています。2019年以降，新規取得件数がとくに顕著であり，新しい
研究プロジェクトが積極的に開始されていることが伺えます。また，2020年以降，継続的な研究プロジェクトも増加しており，講座内での
⻑期的な研究活動が確⽴されていることを⽰しています。�
2024年には，新規・継続を合わせた取得件数が20件を超えており，当講座が持続的に研究⼒を⾼め続けていることが⽰唆されています。こ
のような研究費の安定的かつ増加傾向にある取得は，当講座が研究の質と量の両⽅において進化を遂げている証拠であり，講座全体の活発な
研究活動を⽀える��な��となっています。�
��
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このグラフは，当講座における⽂科省科学研究費の年次別獲得⾦額を⽰しています。各年の獲得⾦額は，複数の研究費カテゴリーにわたって
�成されていますが，グラフ��からは，安定した研究費獲得が��されていることが�えます。�
2012年から2013年にかけて獲得⾦額が顕著に増加していることが⾒て取れます。この時期には，とくに基盤研究Bや若⼿研究Bといった主
要な研究助成⾦が⼤きく貢献しており，研究活動の幅が広がったことが窺えます。2016年以降は，若⼲の変動が⾒られるものの，基盤研究C
や若⼿研究Bな�，�定の研究費が継続的に獲得されています。�
また，特筆すべきは，2020年以降の安定した⾼⽔準の研究費獲得です。これは，継続的な研究活動が評価され，着実に研究費が⽀給され

ていることを⽰しています。複数のプロジェクトが同時進⾏していることも反映されており，当講座の研究基盤が強固であることがわかりま
す。�
とくに，2023年には前年度に⽐べてさらに獲得⾦額が増加していることから，今後も研究活動がさらに発展することが期待されます。こ

の��な安定した�⾦基盤のもと，当講座は�の⾼い研究成�を���し続けていると�えるでし��。�
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学位指導論⽂�
 （⿇酔科医になって以来，⼭蔭が指導あるいは補助した論⽂��

��

札幌医科⼤学⼤学院医学研究科博⼠��（�����

��
紅露 伸司 平成08年（1996年）03⽉31⽇ 博⼠（医学） ��1600��
� 「ヒト⾎⼩板凝集に��すハロセンの直接的抑制機���
� Kohro� S,� Yamakage� M：Direct� inhibitory� mechanisms� of� halothane� on� human� platelet� aggregation.� Anesthesiology� 1996;�

85(1)：96-106.�
� この研究では，⿇酔薬ハロセンがヒト⾎⼩板の凝集を直接抑制するメカニズムを解明しました。⿇酔中の出⾎リスクや⽌⾎管理にお

けるハロセンの安全性を評価する上で重要な知⾒を提供し��ます。�
��
本間 康之 平成11年（1999年）03⽉31⽇ 博⼠（医学） ��1852��
� 「���性��モデルにおける後����のカルシウム�カリウムチャネル活動に��す������の影響��
� Honma�Y,�Yamakage�M,�Ninomiya�T：Effects�of�adrenergic�stimulus�on�the�activities�of�Ca2+�and�K+�channels�of�dorsal� root�

ganglion�neurons�in�a�neuropathic�pain�model.�Brain�Res�1999;�832：195-206.�
� ���性��のメカニズムを�く��し，����が��の制�に果たす役割を明らかにしました。この研究は，��管理における

新たな治療ターゲットの発⾒に��し��ます。�
��
鎌⽥ 康宏 平成15年（2003年）03⽉31⽇ 博⼠（医学） ��2136��
� 「ラット⼼筋から得られたβ2cサブユニットで���した�型カルシウムチャネルのシン�ルチャネル活動��
� Kamada�Y,�Yamada�Y,�Yamakage�M,�Nagashima�M,�Tsutsuura�M,�Kobayashi�T,�Seki�S,�Namiki�A,�Tohse�N：Single-channel�activity�

of�L-type�Ca2+�channel�reconstituted�with�the�β2C�subunit�cloned�from�the�rat�heart.�Eur�J�Pharmacol�2004;�487(1-3)：37-45.�
� ⼼筋のL型カルシウムチャネルにおけるβ2cサブユニットの役割を詳細に解析し，⼼臓病の病態⽣理学に新たな視点を提供しまし

た。とくに，⼼筋の電気的活動と⼼機能の関�性を理解する上で重要な研究です。�
��
服部 淳⼀ 平成16年（2004年）03⽉31⽇ 博⼠（医学） ��2194��
� 「ラットのリンパ管活動抑制に関する⿇酔薬プロポフォールとセボフルランの作⽤機���
� Hattori�J-I,�Yamakage�M,�Seki�S,�Okazaki�K,�Namiki�A：The� inhibitory�effects�of� the�anesthetics�propofol�and�sevoflurane�on�

lymphatic�vessel�activity�in�rats.�Anesthesiology�2004;�101(3)：687-94.�
� ⿇酔薬がリンパ管の活動を抑制するメカニズムを明らかにし，術後のリンパ浮腫や炎症反応の管理に新たなインサイトを提供しまし

た。リンパ系の機能が⿇酔中に�の�うに��するかを理解するた�の重要な��研究です。�
��
卯⽉ みつる��平成17年（2005年）03⽉31⽇�博⼠（医学）���2299��
� 「敗⾎症時の横隔膜の収縮性に対するドブタミン，テルブタリン，プロカテロールの効果（集成論⽂）��
� Uzuki�M,�Yamakage�M,�Fujimura�N,�Namiki�A：Preferable� inotropic�action�of�procaterol,� a�potent�bronchodilator,� on� impaired�

diaphragmatic�contractility�in�an�intra-abdominal�septic�model.�J�Anesth�2006;�20(2)：145-8.�
� Uzuki� M,� Yamakage� M,� Fujimura� N,� Namiki� A：Direct� inotropic� effect� of� the� β2� receptor� agonist� terbutaline� on� impaired�

diaphragmatic�contractility�in�septic�rats.�Heart�Lung�2007;�36(2)：140-7.�
� 敗⾎症に伴う横隔膜機能障害に対する薬物療法の有効性を評価し，呼吸補助療法の選択肢を広げる成果を提供しました。とくに，

β2受容体作動薬の呼吸筋への影響を解明し，臨床に直結する知⾒を�たらし��ます。�
��
岩崎 創史 平成18年（2006年）03⽉31⽇ 博⼠（医学） ��2374��
� 「急性喘息ならびに慢性閉塞性肺疾患モデルにおける気道平滑筋収縮に対する吸⼊⿇酔薬セボフルランの抑制作⽤の����
� Iwasaki�S,�Yamakage�M,�Satoh�J-I,�Namiki�A：Different�inhibitory�effects�of�the�volatile�anesthetic�sevoflurane�on�airway�smooth�

muscle� contractility� in� acute� asthmatic� and� chronic� obstructive� pulmonary� disease� models.� Anesthesiology� 2006;� 105(4)：
753-63.�

� 急性喘息と慢性閉塞性肺疾患（COPD）のモデルで，セボフルランの異なる作⽤を⽐較し，呼吸管理における⿇酔薬の選択に重要な
影響を��る研究です。�

��
杉野 繁⼀ 平成20年（2008年）03⽉31⽇ 博⼠（医学） ��2489��
� 「����イド作動薬（DAMGO）��に対する�ウス��������要ニ�ーロン反応の系����
� Sugino�S,�Namiki�A,�Yamakage�M：Strain�differences� in� the� response�of� rostral� ventromedial�medulla�neurons� to�DAMGO� in�

inbred�mouse�strains.�Neurosci�Lett�2012;�517：107-12.�
� ���イド受容体が����に��る影響を�ウスモデルで解析し，��的��が��管理に��す影響を評価した研究です。この

成果は，���医療の�点から��治療の���に��し��ます。�
��
佐藤 順⼀ 平成21年（2009年）03⽉31⽇ 博⼠（医学） ��2547��
� 「セボフルランでは��られな�デスフルランに�る肺��の上�はタ��ニン��を�し��こる��
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� Satoh� J-I,� Yamakage� M,� Kobayashi� T,� Tohse� N,� Watanabe� H,� Namiki� A：Desflurane� but� not� sevoflurane� can� increase� lung�
resistance�via�tachykinin�pathways.�Br�J�Anaesth�2009;�102(5)：704-13.�

� デスフルランが肺抵抗を増加させるメカニズムを解明し，呼吸機能に対する⿇酔薬の安全性に新たな視点を提供しました。臨床現場
での⿇酔薬��の重要な��となる研究です。�

��
⽊⾕ 友洋 平成22年（2010年）03⽉31⽇ 博⼠（医学） ��2606��
� 「パクリタキセル誘���神経障害における後�神経節��細���L-セリンの役割��
� Kiya� T,� Kawamata� T,�Namiki� A,� Yamakage�M：Role� of� satellite� cell-derived� L-serine� in� the� dorsal� root� ganglion� in� paclitaxel-

induced�painful�peripheral�neuropathy.�Neurosci�2011;�174：190-9.�
� 抗がん剤パクリタキセルによる神経障害のメカニズムを解明し，神経保護の可能性を探る新しい治療戦略を提案しています。神経障

害性�痛の予防�治療に向けた重要な��研究です。�
��
周   静 平成25年（2013年）03⽉31⽇ 博⼠（医学） ��2705��
� 「ホスホジエステラーゼ４阻害薬ロフルミラストは，感作気道におけるセボフルランの弛緩作⽤を増強する��
� Zhou�J,�Iwasaki�S,�Yamakage�M：Phosphodiesterase�4�inhibitor�roflumilast�improves�the�bronchodilative�effect�of�sevoflurane�in�

sensitized�airway.�Anesthesiology�2014;�120(5)：1152-9.�
� 呼吸器疾患の治療におけるホスホジエステラーゼ阻害薬の役割を解明し，セボフルランとの相乗効果を⽰すことで，新たな治療法の

可能性を⽰�しています。�
��
⽔上 奈穂美 平成25年（2013年）03⽉31⽇ 博⼠（医学） ��2706��
� 「中⾼催吐性化学療法誘発性悪⼼嘔吐に対するオランザピンの制吐効果についてのランダム化⼆重��プラセボ対�����
� Mizukami�N,�Yamauchi�M,�Koike�K,�Watanabe�A,�Hirayama�Y,�Mihara�H,�Terui�T,�Yamakage�M：Olanzapine�for�the�prevention�of�

chemotherapy-induced�nausea�and�vomiting�in�patients�receiving�highly�or�moderately�emetogenic�chemotherapy：a�randomized,�
double-�blind,�placebo-controlled�study.�J�Pain�Symptom�Manag�2014;�47(3)：542-50.�

� オランザピンが化学療法による悪⼼嘔吐を効果的に抑制することを⽰し，患者のQOL向上に寄与する可能性を提案。化学療法中の副
作⽤管理に重要な知⾒を提供しています。�

��
澤⽥ 敦史 平成26年（2014年）03⽉31⽇ 博⼠（医学） ��2774��
� 「⾻髄ミクログリアの扁桃体への集積抑制は，坐⾻神経����モデル��スにおける神経障害性�痛による不安⾏動を��する��
� Sawada�A,�Niiyama�Y,�Ataka�K,�Nagaishi� K,� Yamakage�M,� Fujimiya�M：Suppression� of� bone�marrow-derived�microglia� in� the�

amygdala�improves�the�anxiety-like�behavior�induced�by�chronic�partial�sciatic�nerve�ligation�in�mice.�Pain�2014;�155(9)：1762-
72.�

� 神経障害性�痛が⼼理的影響を��すメカニズムを探求し，�痛管理とメンタル�ルスの相関性に新たな知⾒を提供。痛みの総合的
な治療アプロー�を提案しています。�

��
橘  信⼦ 平成26年（2014年）03⽉31⽇ 博⼠（医学） ��277���
� 「標的濃度⾃動調節持続静注法（target�controlled�infusion：TCI）によるプロポフォール投与を⾏う際，肥満が予測⾎中濃度と実測

⾎中濃度の解�に与える影響��
� Tachibana�N,�Niiyama�Y,�Yamakage�M：Evaluation�of�bias�for�predicted�and�measured�concentrations�of�propofol�during�target-

controlled�infusion�in�obese�Japanese�patients：open-label,�non-comparative�study.�Eur�J�Anaesthesiol�2014;�31(12)：701-7.�
� 肥満患者におけるプロポフォールの投与効果を詳細に解析し，⿇酔管理における個別化医療の重要性を強調した研究。安全な⿇酔管

理のた�の�イ�ライン作成に寄与しています。�
��
早瀬  知 平成26年（2014年）03⽉31⽇ 博⼠（医学） ��2779��
� 「エストラジオールは嘔吐中枢におけるTACR1遺伝⼦の発現を増⼤させ，術後悪⼼嘔吐における精査に関与する（集成論⽂）��
� Hayase�T,�Sugino�S,�Moriya�H,�Yamakage�M：TACR1�gene�polymorphism�is�associated�with�gender�differences�in�postoperative�

nausea�and�vomiting.�Anaesthesia�2015;�70(10)：114�-59.�
� Hayase�T,�Tachibana�S,�Yamakage�M：Effect�of�sevoflurane�anesthesia�on�the�comprehensive�mRNA�expression�profile�of�the�

mouse�hippocampus.�Med�Gas�Res�2016;�6(2)：70-6.�
� 性ホルモンが術後悪⼼嘔吐に与える影響を遺伝⼦レベルで解明し，術後ケアに新たな視点を提供した研究。ホルモンバランスと術後

合��の関�性に新しい理解を�た�しています。�
��
丸⼭ ⼤介 平成27年（2015年）03⽉31⽇ 博⼠（医学） ��2�19��
� 「亜硝酸塩はコネキシン43蛋⽩の脱リン酸化を防ぎ，ラット虚⾎誘発性不整脈を抑制する��
� Maruyama�D,�Hirata�N,�Tokinaga�Y,�Kawaguchi�R,�Yamakage�M：Nitrile�attenuates�ischemia-induced�ventricular�arrhythmias�by�

protecting�against�connexin�43�dephosphorylation�in�rats.�Anesth�Analg�2016;�122(2)：410-7.�
� 亜硝酸塩の⼼筋保護効果を探求し，不整脈の予防に役⽴つ可能性を⽰しました。特に，コネキシン43蛋⽩の役割を明確にし，⼼臓

�治療の新たなアプロー�を提案しています。�
��
⾼⽥ 幸昌 平成27年（2015年）03⽉31⽇ 博⼠（医学） ��2�32��
� 「ラット海⾺スライスにおけるパラオキソン誘発性てんかんの促進および抑制因⼦の����
� Takada�Y,�Narimatsu�E,�Takahashi�K,�Niiya�T,�Yamakage�M：Elevation�and�suppression�of�paraoxon-induced�epileptic�activity�in�

the�rat�hippocampus.�Sapporo�Med�J�2017;��5(Suppl.)：121-32.�
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� 有機リン化合物による中毒が引き起こすてんかん発作のメカニズムを解明し，治療法の開発に向けた基礎データを提供しました。て
んかん治療における新しいター�ットを提�しています。�

��
⾼橋 和伸 平成27年（2015年）03⽉31⽇ 博⼠（医学） ��2837��
� 「ラット横隔膜において，重症筋無⼒症の重症度は終板電位のrun-downの変化により，四連反応⽐と単収縮⼒の相関関係に影響す

る��
� Takahashi�K,�Niiya�T,�Takada�Y,�Narimatsu�E,�Yamakage�M：Severity�of�myasthenia�gravis� influences�the�relationship�between�

TOF�ratio�and�twitch�tension,�and�run-down�of�rat�endplate�potentials.�Anesthesiology�2016;�12��2�：369-77.�
� 重症筋無⼒症の病態解明に貢献し，筋⼒低下のメカニズムを理解するための重要な研究。特に，神経筋接合部の機能と筋⼒の関係性

を⽰したことが臨床的に有⽤です。�
��
宮下  ⿓ 平成27年（2015年）03⽉31⽇ 博⼠（医学） ��2838��
� 「ラット急性出⾎性ショックに対する蘇⽣補液が⾎⾏�態と末梢臓器機能に��す影響：��液と��液による�い��
� Miyashita�R,�Hirata�N,�Kawaguchi�R,�Yoshikawa�Y,�Yamakage�M：Different�effects�of�colloid�and�crystalloid�solutions�for�fluid�

resuscitation� on� hemodynamics� and� peripheral� organ� functions� in� acute� hemorrhagic� shock� rats.� Sapporo� Med� J� 2017;�
85�Suppl.�：133-�5.�

� 出⾎性ショックのモデルを⽤いて，補液療法の効果を⽐較し，臨床現場での適切な輸液選択に関する指針を提供しました。急性期医
療における蘇⽣��の��に�与しています。�

��
佐々⽊英昭 平成27年（2015年）03⽉31⽇ 博⼠（医学） ��2839��
� 「ソナゾイド®を⽤いた造影超⾳波検査によって，神経ブロック施⾏�の�液��が��に��できる��
� Sasaki�H,�Yamauchi�M,�Ninomiya�T,�Tatsumi�H,�Yamakage�M：Possible�utility�of�contrast-enhanced�ultrasonography�for�detecting�

spread�of�local�aesthetic�in�nerve�block.�J�Anesth�2017;�31�3�：365-73.�
� 造影超⾳波を⽤いた神経ブロックの有効性を評価し，⼿技の安全性と精度向上に貢献した研究。神経ブロックの臨床的応⽤を進化さ

せる重要な知⾒です。�
��
川⼝ 亮⼀ 平成28年（2016年）03⽉31⽇ 博⼠（医学） ��2892��
� 「敗⾎症ラットモデルにおけるNitriteの有⽤性の検討��
� Kawaguchi� R,� Hirata� N,� Tokinaga� Y,� Hayashi� S,� Inoue� S,�Watanabe�N,� Yamakage�M：Nitrite� administration� improves� sepsis-

induced�myocardial�and�mitochondrial�dysfunction�by�modulating�stress�signal�responses.�J�Anesth�2017;�31�6�：885-9�.�
� 敗⾎症に対するNitriteの効果を検証し，炎症反応の制御と臓器保護に新たな可能性を⽰唆しました。敗⾎症治療の新しいアプローチ

として注⽬さ�る研究です。�
��
室内 健志 平成29年（2017年）03⽉31⽇ 博⼠（医学） ��2918��
� 「各種腹部末梢神経ブロックにおける有⽤性と安全性の検討（集成論⽂）��
� Murouchi�T,�Iwasaki�S,�Yamakage�M：Chronological�changes�in�ropivacaine�and�analgesic�effects�between�transversus�abdominis�

plane�block�and�rectus�sheath�block.�Reg�Anesth�Pain�Med�2015;��0�5�：568-71.�
� Murouchi� T,� Iwasaki� S,� Yamakage� M：Quadratus� lumborum� block：analgesic� effects� and� chronological� ropivacaine�

concentrations�after�laparoscopic�surgery.�Reg�Anesth�Pain�Med�2016;��1�2�：1�6-50.�
� 異なる神経ブロック⼿技の⽐較研究を⾏い，⼿術後の痛み管理における有効性と安全性を評価。⿇酔管理の精度向上に貢献した重要

な研究です。�
��
吉川 裕介 平成29年（2017年）03⽉31⽇ 博⼠（医学） ��2930��
� 「⾼⾎圧ラット⼼筋におけるデクスメデトミジンの⼼保護作⽤の機序解明��
� Yoshikawa�Y,�Hirata�N,�Kawaguchi�R,�Tokinaga�Y,�Yamakage�M：Dexmedetomidine�maintains� its�direct�cardioprotective�effect�

against�ischemia/reperfusion�injury�in�hypertensive�hypertrophied�myocardium.�Anesth�Analg�2018;�126�2�：��3-52.�
� デクスメデトミジンの⼼保護作⽤を解析し，⾼⾎圧⼼筋における虚⾎再灌流障害に対する治療効果を⽰しました。⼼臓⿇酔における

新たな治療��を提�しています。�
��
千原 伸也 平成29年（2017年）03⽉31⽇ 博⼠（医学） ��293���
� 「⾼⾎圧ラット⼼筋におけるデクスメデトミジンの⼼保護作⽤の機序解明（集成論⽂）��
� Chihara�S,�Masuda�Y,�Yamakage�M：Experimental�and�clinical�evaluation�of�pre-dilution�and�post-dilution�continuous�veno-venous�

hemofiltration�on�clearance�characteristics.�ASAIO�J�2017;�63�2�：229-3�.�
� Chihara�S,�Masuda�Y,�Tatsumi�H,�Yamakage�M：Evaluation�of�pre-�and�post-dilution�continuous�veno-venous�hemofiltration�on�

leukocyte�and�platelet�function�in�patients�with�sepsis.�Int�J�Artif�Organs�2019;��2�1�：9-16.�
� 連続⾎液濾過（CVVH）法における前希釈および後希釈の効果を，クリアランス特性や敗⾎症患者の⽩⾎球および⾎⼩板機能に与え

る影響の観点から評価したものです。敗⾎症治療におけるCVVH法の臨床的応⽤に新たな知⾒を提供しています。�
��
君島 知彦 平成29年（2017年）03⽉31⽇ 博⼠（医学） ��2952��
� 「⽇本⼈に適した声⾨上器�の�作��
� Kimijima� T,� Edanaga� M,� Yamakage� M：Superior� sealing� effect� of� a� three-dimensional� printed� modified� supraglottic� airway�

compared�with�the�i-gel�in�a�three-dimensional�printed�airway�model.�J�Anesth�2018�32�5�：655-62.�
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� ⽇本⼈に適合する声⾨上器具の開発を⽬指し，その効果と安全性を実証しました。気道管理の分野における新たな器具の設計と改良
に��しています。�

��
進藤ゆかり 平成30年（2018年）03⽉31⽇ 博⼠（医学） ��298���
� 「⾮が��性�痛患者における�����の使⽤状況とそれに対する患者受け⼊れの変容観察（集成論⽂）��
� Shindo�Y,�Iwasaki�S,�Yamakage�M：Efficacy�and�practicality�of�opioid�therapy�in�Japanese�chronic�non-cancer�pain�patients.�Pain�

Manag�Nurs�2019;�20�3�：222-31.�
� Shindo�Y,�Koyanagi�M,�Iwasaki�S,�Yamakage�M：Patients�with�chronic�non-cancer�pain�receiving�opioid�therapy.�Sapporo�Med�J�

2019;�88�1-��：�3-��.�
� �性�痛患者における�����使⽤の効果と課題を検討し，痛み管理に対する患者の意識変容を評価しました。痛み治療における

�����の���けを�評価する重要な研究です。�
��
本間 広則 平成30年（2018年）03⽉31⽇ 博⼠（医学） ��301���
� 「根釧地区における急性冠症候群患者の搬送におけるヘリコプター移送の有⽤性の検討��
� Honma�H,�Niiyama�Y,�Sonoda�H,�Himuro�N,�Yamakage�M：The�impact�of�air�transport�for�acute�coronary�syndrome�patients.�Air�

Med�J�2019;�38�2�：�3-�.�
� 急性冠症候群患者の迅速な治療に向けたヘリコプター搬送の有効性を評価し，地域医療の緊急対応⼒を強化する指針を提供しまし

た。�
��
表 雅仁 平成30年（2018年）03⽉31⽇ 博⼠（医学） ��3020��
� 「⽇本⼈により適�な�的��調�持���法の検討��
� Omote�M,�Tachibana�S,�Tokinaga�Y,�Yamakage�M：A�new�pharmacokinetic�model� of� propofol� for�Japanese�patients.�Open�J�

Anesthesiol�2019;�9：1�9-88.�
� ⽇本⼈患者に特化した⿇酔薬投与法を開発し，より安全で効果的な⿇酔管理を⽬指した研究です。個別化医療の重要性を強調してい

ます。�
��
⽴花 俊祐 平成30年（2018年）03⽉31⽇ 博⼠（医学） ��301���
� 「⽼齢ラット⼿術モデルにおける術後認知機能に及ぼすデクスメデトミジンの遺伝⼦解析を⽤いた作⽤機序の解明��
� Tachibana� S,� Hayase� T,� Yamakage�M：Dexmedetomidine� attenuates� surgery-induced� cognitive� deficit� and� hippocampal�Mapt�

expression�in�aged�mice.�Sapporo�Med�J�2019;�88�1-��：��-��.�
� ⾼齢患者における術後認知機能低下を防ぐための⿇酔薬デクスメデトミジンの効果を遺伝⼦レベルで解明しました。⽼年医学と⿇酔

�学の���にある重要な研究です。�
��
数⾺  聡 平成30年（2018年）03⽉31⽇ 博⼠（医学） ��3028��
� 「吸⼊⿇酔薬デスフルランはセボフルランと異なり⾎管内⽪のNO産⽣を抑制することで内⽪依存性の⾎管��を抑制する��
� Kazuma� S,� Tokinaga� Y,� Takada� Y,� Azumaguchi� R,� Kimizuka� M,� Hayashi� S,� Yamakage� M：Desflurane� inhibits� endothelium-

dependent� vasodilation� more� than� sevoflurane� with� inhibition� of� endothelial� nitric� oxide� by� different� mechanisms.� Biochem�
Biophys�Res�Commun�2018;��9��1�：21�-22.�

� デスフルランとセボフルランの⾎管作⽤を⽐較し，異なる作⽤機序を明らかにしました。⿇酔管理における薬剤選択の指針となる研
究です。�

��
茶⽊ 友浩 令和01年（2019年）03⽉31⽇ 博⼠（医学） ��30����
「プロポフォール溶媒である脂肪製剤は，⾻�筋障害と脂���化�応を��する��
� Chaki� T,� Hirata� N,� Yoshikawa� Y,� Tachibana� S,� Tokunaga� Y,� Yamakage�M：Lipid� emulsion,� but� not� propofol,� induces� skeletal�

muscle�damage�and�lipid�per�oxidation.�J�Anesth�2019;�33���：�28-3�.�
� プロポフォールの溶媒である脂肪乳剤が筋⾁に与える有害作⽤を解明し，安全な⿇酔薬使⽤のための知⾒を提供しました。�
��
⾚塚 正幸 令和2年（2020年）03⽉31⽇ 博⼠（医学） ��309���
� 「トロンボモジュリンは細胞外ヒストン放出を抑制することによって敗⾎症による腎障害を抑制する��
� Akatsuka�M,�Masuda�Y,�Tatsumi�H,�Yamakage�M：Recombinant�human�soluble�thrombomodulin�is�associated�with�attenuation�of�

sepsis-induced�renal�impairment�by�inhibition�of�extracellular�histone�release.�Pros�One�2020;�23��1�：e0228093.�
� トロンボモジュリンが敗⾎症による腎障害を抑制するメカニズムを明らかにし，腎保護作⽤を持つ新たな治療法の可能性を⽰しまし

た。特に，ヒストン放出の抑制が重要な役割を果たすことを⽰�しています。�
��
⼤槻 郁⼈ 令和2年（2020年）09⽉30⽇ 博⼠（医学） ��3101��
� 「急性脳卒中後の個別栄養管理は発症後の機能を向上さ�る��
� Otsuki� I,�Himuro�N,�Tatsumi�H,�Mori�M,�Niira�Y,�Kumeta�Y,�Yamakage�M：Individualized�nutritional� treatment� for�acute�stroke�

patients�with�malnutrition�risk� improves�functional� independence�measurement：A�randomized�controlled�trial.�Geriatr�Gerontol�
Int�2020;�20：1��-82.�

� 急性脳卒中患者における個別化された栄養管理が，機能回復に与える影響を検証し，リハビリテーションにおける栄養の重要性を強
調した研究です。�

��
澤下 泰明 令和3年（2021年）03⽉31⽇ 博⼠（医学） ��311���
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� 「リモート虚⾎プレコンディショニングは⾮アシル化グレリンがJAK/ATAT経路を活性化させることによって⼼筋の虚⾎再灌流障害
を抑制する」�

� Sawashita�Y,�Hirata�N,�Yoshikawa�Y,�Terada�H,�Tokinaga�Y,�Yamakage�M：Remote�ischemic�preconditioning�reduces�myocardial�
ischemia-reperfusion� injury� through�unacylated�ghrelin-induced�activation�of� the�JAK/STAT�pathway.�Basic�Res�Cardiol�2020�
115(4)：50.�doi：10.100�/s00395-020-0�09-z.�

� リモート虚⾎プレコンディショニングが⼼筋保護に与える影響を解明し，グレリンとJAK/STAT経路の関与を⽰した研究。⼼⾎管系
の保護戦略に新たな知⾒を提供しています。�

��
君塚 基修 令和3年（2021年）03⽉31⽇ 博⼠（医学） �第311�号�
� 「In�vitroならびにIn�vivo解析による妊娠ラット⼦宮収縮に及ぼす各種⿇酔薬の影響と機�」�
� Kimizuka�M,�Tokinaga�Y,�Azumaguchi�R,�Hamada�K,�Kazuma�S,�Yamakage�M：Effects�of�anesthetic�agents�on�contractions�of�

the�pregnant�rat�myometrium�in�vivo�and�in�vitro.�J�Anesth�2021;�35(1)：6�-�0.�
� 妊娠中の⿇酔管理において，⼦宮収縮に与える⿇酔薬の影響を詳細に解析し，⺟体および胎児の安全を確保するための知⾒を提供し

ました。�
��
東⼝  � 令和3年（2021年）09⽉30⽇ 博⼠（医学） �第3142号�
� 「ラット⾎液希釈モデルにおけるヒドロキシエチルデンプン製剤の⾎液凝固と⾎管内⽪細胞における�在との関�解析」�
� Azumaguchi�R,� Tokinaga�Y,�Kazuma�S,�Kimizuka�M,�Hamada�K,�Sato�T,�Yamakage�M：Validation� of� the� relationship� between�

coagulopathy�and� localization�of�hydroxyethyl� starch�on� the�vascular�endothelium� in�a� rat�hemodilution�model.�Sci�Rep�2021;�
11(1)：10694.�Doi：10.103�/s4159�-021-�9��9-�.�

� ヒドロキシエチルデンプン製剤が⾎液凝固と⾎管内⽪細胞に与える影響を解明し，出⾎管理の改善に役⽴つ重要なデータを提供しま
した。�

��
⽊井 菜摘 令和3年（2021年）09⽉30⽇ 博⼠（医学） �第3145号�
� 「デクスメデトミジンは，既存の外傷性脳損傷を伴ったマウスモデルにおいて，単球由来マクロファージの活性を抑制することに

よって，術前から存在する認知機能障害を改善する」�
� Kii�N,�Sawada�A,�Yoshikawa�Y,�Tachibana�S,�Yamakage�M：Dexmedetomidine�ameliorates�preoperative�neurocognitive�disorders�

by�suppressing�monocyte-derived�macrophages� in�mice�with�preexisting� traumatic�brain� injury.�Anesth�Analg�2022;�134(4)：
�69-�0.�

� デクスメデトミジンが術前から存在する認知機能障害に与える影響を研究し，脳損傷後の認知機能改善に新たな可能性を⽰唆しまし
た。�

��
汲⽥  翔 令和5年（2023年）03⽉31⽇ 博⼠（医学） �第3196号�
� 「超⾳波ガイド下⻭槽神経ブロックの⾊�拡散：キャダバー研究」�
� Kumita� S,� Sawada� A,� Tokura� TA,� Nishiyama� K,� Oiwa� D,� Hear� H,�Miyazaki� A,� Fujimiya�M,� Yamakage�M：Injectate� spread� in�

ultrasound-guided�inferior�alveolar�nerve�block：a�cadaveric�study.�J�Anesth�2022;�36(1)：46-51.�
� 超⾳波ガイド下での神経ブロックにおける薬剤拡散をキャダバー（死体）モデルで検証し，臨床的応⽤に向けた貴重なデータを提供

しました。�
��
濱⽥ 耕介 令和5年（2023年）03⽉31⽇ 博⼠（医学） �第3211号�
� 「漢⽅薬「五苓散」のラット外傷性脳浮腫に対する作⽤の��と���アストロ�イトにおける有効成分の�定」�
� Hamada�K,�Tokinaga�Y,�Sato�T,�Horiguchi�Y,�Azumaguchi�R,�Kimizuka�M,�Kazuma�S,�Yamakage�M：Evaluation�of�the�effects�of�

the�Japanese�herbal�medicine�“Goreisan”�on�traumatic�cerebral�edema�in�rats�and�identification�of�active�ingredients�in�cultured�
astrocytes.�Sapporo�Med�J�2023;�92(1-6)：11-9.�

� 漢⽅薬「五苓散」の脳浮腫に対する効果をラットモデルで検証し，神経保護作⽤を持つ有効成分を特定。東洋医学と⻄洋医学の橋渡
しとなる重要な研究です。�

��
佐藤 智恵 令和6年（2024年）09⽉30⽇ 博⼠（医学） �第3262号�
� 「六君⼦湯は⼼臓虚⾎再灌流傷害における炎症反応を�分的に抑制する」�
� Sato� T,� Sawashita� Y,� Yoshikawa� Y,� Yamakage� M：Japanese� traditional� herbal� medicine,� Rikkunshito,� partially� suppresses�

inflammatory�responses�in�myocardial�ischemia/reperfusion�injury.�Cureus�2024;�16(2)：e544�5.�
� 漢⽅薬「六君⼦湯」が⼼臓虚⾎再灌流障害における炎症反応を抑制する効果を⽰し，⼼⾎管疾患の治療における漢⽅薬の可能性を提

�した研究です。�
��

研究歴博⼠課程（⼄課程��

��
辻⼝ 直紀 平成13年（2001年）11⽉14⽇ 博⼠（医学） ⼄第2023号（札幌医科⼤学）�
� 「妊娠ラット⼦宮平�筋収縮に対するプロ�フ�ールの直�抑制機�」�
� Tsujiguchi�N,�Yamakage�M,�Namiki�A：Mechanisms�of�direct�inhibitory�action�of�propofol�on�uterine�smooth�muscle�contraction�

in�pregnant�rat.�Anesthesiology�2001;�95(5)：1245-55.�
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� プロポフォールが妊娠⼦宮に与える直接的な影響を解析し，⿇酔管理における安全性を評価。妊娠中の⿇酔リスクを最⼩限に抑える
ための研究です。�

��
陳  向東 平成14年（2002年）03⽉29⽇ 博⼠（医学） ⼄第2071号（札幌医科⼤学）�
� 「ブタ気管・気管⽀平滑筋のカリウム・クロライド電流に及ぼす吸⼊⿇酔薬の抑制作⽤��
� Chen�X,�Yamakage�M,�Namiki�A：Inhibitory�effects�of�volatile�anesthetics�on�K+�and�Cl-�channel�currents�in�porcine�tracheal�and�

bronchial�smooth�muscle.�Anesthesiology�2002;�96(2)：458-66.�
� 吸⼊⿇酔薬が呼吸気道平滑筋に与える影響を解明し，呼吸管理における⿇酔薬の選択に役⽴つ知⾒を提供しました。�
��
今井 祐介 平成22年（2010年）10⽉01⽇ 博⼠（医学） （⼭梨⼤学医学�）�
� 「等容量性⾎液希釈はウサ�のシ�リング��を��させる��
� Imai� Y,� Yamakage� M,� Sato� H,� Okuyama� K,� Ishiyama� T,� Matsukawa� T：Isovolaemic� haemodilution� decreases� the� shivering�

threshold�in�rabbits.�Eur�J�Anaesthesiol�2008;�25(6)：450-3.�
� 等容量性⾎液希釈が体温調節に与える影響を解析し，⼿��の体温管理の重要性を�調した研究です。�
� ※他⼤学の論博ですが，論⽂指�に��りました。�
��
樽⾒ 葉⼦ 平成25年（2013年）02⽉19⽇ 博⼠（医学） ⼄第2707号（札幌医科⼤学）�
� 「急性期病院緩和医療にコンサルトされる患者の予後予測の評価へのパリアテイブプログノステイックスコア（PaP）とルーチン臨

床データの有⽤性の検討��
� Tarumi�Y,�Watanabe�SM,�Lau�F,�Yang�J,�Quan�H,�Sawchuk�L：Evaluation�of�the�palliative�prognostic�score�(PaP)�and�routinely�

collected�clinical�data�in�prognostication�of�survival�for�patients�referred�to�a�palliative�care�consultation�service�in�an�acute�care�
hospital.�J�Pain�Symptom�Manage�2011;�42(3)：419-31.�

� 緩和ケアの患者予後予測におけるスコアリングシステムの有⽤性を検証し，患者ケアの質を向上させるためのデータを提供しまし
た。�

� ※共著者ではありませんが，当⼤学での学�����の��をしました。�
��
守屋 寛之 平成26年（2014年）03⽉14⽇ 博⼠（薬学） （北海道薬科⼤学）�
� 「薬剤師業務におけるゲノム情報に基づいた個別化医療の発展に関する研究（集成論⽂）��
� Moriya�H,�Saito�K,�Helsby�N,�Sugino�S,�Yamakage�M,�Takasaki�M,�Kato�H,�Kurosawa�N：The�association�between�heterozygosity�

for�UGT1A1*6,�UGT1A1*28,�and�variation�in�the�serum�total-bilirubin�level�in�healthy�young�Japanese�adults.�Genet�Test�Mol�
Biomarkers�2013;�17(6)：464-9.��

� Moriya�H,�Saito�K,�Helsby�N,�Hayashi�N,�Sugino�S,�Yamakage�M,�Sawaguchi�T,�Takasaki�M,�Takahashi�M,�Kurosawa�N：Single�
nucleotide� polymorphisms� and� copy� number� variations� at� the� FCGR2A� and� FCGR3A� genes� in� healthy� Japanese� subjects.�
Biomed�Rep�2014;�2(2)：265-9.�

� Moriya�H,�Saito�K,�Helsby�N,�Sugino�S,�Yamakage�M,�Sawaguchi�T,�Takasaki�M,�Kato�H,�Kurosawa�N：Association�between�the�
low-dose� irinotecan� regimen-induced� occurrence� of� grade� 4� neutropenia� and� genetic� variants� of� UGT1A1� in� patients� with�
gynecologic�cancers.�Oncol�Lett�2014;�7(6)：2035-40.�

� ゲノム情報を⽤いた薬剤師業務の進化を探求し，個別化医療の実現に向けた重要な知⾒を提供しました。�
� ※他⼤学の論博ですが，研究⼿法か�は�め，��研究に関�りました。�
��
⻄川 幸喜 平成29年（2017年）05⽉30⽇ 博⼠（医学） ⼄第2971号（札幌医科⼤学）�
� 「電気痙攣療法における有⽤かつ効果的な⿇酔法の検討（集成論⽂）��
� Nishikawa�K,�Higuchi�M,�Kawagishi�T,�Shimodate�Y,�Yamakage�M：Effect�of�divided�supplementation�of�remifentanil�on�seizure�

duration� and� hemodynamic� responses� during� electroconvulsive� therapy� under� propofol� anesthesia.� J� Anesth� 2011;� 25(1)：
29-33.�

� Nishikawa�K,�Yamakage�M：Effects�of�the�concurrent�use�of�a�reduce�dose�of�propofol�with�divided�supplemental�remifentanil�
and�moderate�hyperventilation�on�duration�and�morphology�of�electroconvulsive�therapy-induced�electroencephalographic�seizure�
activity：A�randomized�controlled�trial.�J�Clin�Anesth�2017;�37(2)：63-6.�

� 電気痙攣療法における⿇酔管理の最適化を⽬指し，治療の有効性と安全性を⾼めるための研究をまとめました。�
��
��
��
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��
1. PCA：患者⾃⼰調節鎮痛法．⼭蔭道明監修，⼭���編集．克誠堂，東京，2011.�

患者⾃⾝が痛みをコントロールできるPCA（患者⾃⼰調節鎮痛法）の実践的ガイド。臨床現場での効果的な鎮痛管理を⽀援する⼀
冊。�

2. 周術期の体温管理：For�Professional�Anesthesiologists．⼭蔭道明編．克誠堂出版，東京，2011.�
⼿術前後を含め体温管理に焦点を当て，⿇酔科医に必要な最新の知⾒を��する必携書。体温管理の重要�を���さ�る��。�

3. 必携：⿇酔科初期研修マニュアル（改訂第3版）．⼭蔭道明，枝⻑充隆編．�������医書出版�，東京．2014.�
⿇酔科初期研修医向けに，基本から応⽤までを網羅した実践的マニュアル。若⼿医師の研修をサポートする頼れる⼀冊。�

4. 吸⼊⿇酔：Inhalation�Anesthesia�-�For�Professional�Anesthesiologists．⼭蔭道明，平⽥直之編．克誠堂出版，東京．2014.�
吸⼊⿇酔に特化し，最新のエビデンスと臨床知⾒をまとめた専⾨書。⿇酔科医にとって⽋か�ない知識を��。�

5. PBLDに学ぶ⿇酔科危機管理〜⿇酔科医がコマンダーとなって冷静に⾏動する〜．⼭蔭道明監修．新⼭幸俊，平⽥直之編．克誠堂出
版，東京．2015.�
実際の臨床シナリオに基づき，⿇酔科医が危機管理をどのように⾏うかを指南する⼀冊。危機的状況での冷静な判断⼒を�う。�

6. 今さら聞けない⿇酔科の疑問108−基本事項から専⾨医が知っておきたい知識・テクニックまで．⼭蔭道明監修．枝⻑充隆，平⽥直
之編．⽂�堂，東京．2017.�
⿇酔科医が⽇常的に直⾯する疑問をQ&A形式で解説。基本から専⾨的なテクニックまで��くカ�ーする実践的ガイド。�

7. すべての医療従事者が知りたい！医学系研究，論⽂投稿上のQ&A．浅井�隆，廣⽥和美，⼭蔭道明編．⽇本医事新��，東京．2017.�
研究者にとって必要な論⽂執筆のノウハウをQ&A形式で解説。医学系研究者の悩みを解決する⼼�いガイド。�

8. ⽇めくり⿇酔科エビデンスアップデート〜1⽇1つ，3カ⽉で100の知⾒を得る〜．⼭蔭道明監修，新⼭幸俊編．克誠堂出版，東京．
2017.�
⽇々の臨床に役⽴つ⿇酔科のエビデンスを紹介する実⽤書。短時間で最新の知⾒を習得できる⼯�が�らされている。�

9. 最新主要⽂献とガイドラインでみる⿇酔科レビュー2018．⼭蔭道明，廣⽥和美監修．総�医学�，東京．2018.�
⿇酔科分野の最新⽂献とガイドラインを総括し，臨床の現場で役⽴つ知識を��するレビュー集。�

10. 〜エビデンスと⿇酔科医の本⾳に基づいた〜術式対応“わがまま”術後鎮痛マニュアル．⼭蔭道明監修，新⼭幸俊編集．克誠堂出版，
東京．2018.�
術後の痛み管理に関する実践的なマニュアル。⿇酔科医の��に基づいた�体的なアド�イスが�まっている。�

11. 最新主要⽂献とガイドラインでみる⿇酔科レビュー2019．⼭蔭道明，廣⽥和美監修．総�医学�，東京．2019.�
2019年版の⿇酔科に関連する最新⽂献とガイドラインを�理し，臨床に必要なエビデンスをわかり�すく解説。�

12. ⼼臓⾎管⿇酔Positive�and�Negativeリスト25．⼭蔭道明監修，平⽥直之，���介編集．��医学�，東京．2020.�
⼼臓⾎管⿇酔の臨床での判断を⽀援するため，重要なポイントをポ�テ��・�ガテ��リスト形式で�理。�

13. 最新主要⽂献とガイドラインでみる⿇酔科レビュー2020．⼭蔭道明，廣⽥和美監修．総�医学�，東京．2020.�
2020年版の⿇酔科に関連する最新⽂献とガイドラインを網羅し，臨床現場での活⽤を⽀援するレビュー集。�

14. 重症患者診療指針．岡元和⽂総監修，⼭蔭道明�編集．総�医学�，東京．2020.�
重症患者の診療に関する�括的なガイドライン。臨床での診療指針を��し，��な�ースに�対応��な��。�

15. 最新主要⽂献とガイドラインでみる⿇酔科レビュー2021．⼭蔭道明，廣⽥和美監修．総�医学�，東京．2021.�
2021年版の⿇酔科に関する最新のエビデンスをレビュー。臨床に直�する知識が�理されています。�
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16. 神経⿇酔最前線ーすべては患者の機能維持・向上のために．⼭蔭道明監修，澤⽥敦史，⽴花俊祐，茶⽊友浩編．中外医学社，東京．
2021.�
神経⿇酔の最新知⾒を集約し，患者の機能維持と向上を⽬�した臨床ガイド。�

17. ⿇酔科専⾨医合格トレーニング．⼭蔭道明監修，枝⻑�隆編．中外医学社，東京．2021.�
⿇酔科専⾨医��に向けたトレーニングガイド。�

18. 明⽇からの臨床⿇酔が広がる レミマゾラムQ&A．稲上喜三，⼭蔭道明，中��樹編．克誠堂出版，東京．2022.�
新たな⿇酔薬レミマゾラムの使⽤法をQ&A形式で解説。実際の臨床での応⽤が想定された実⽤的な⼀�。�

19. 最新主要⽂献とガイドラインでみる⿇酔科レビュー2022．⼭蔭道明，廣⽥��監修．総合医学社，東京．2022.�
2022年版の⿇酔科関連⽂献をレビューし，臨床での活⽤を��した内�を��。�

20. 最新主要⽂献とガイドラインでみる⿇酔科レビュー2023．⼭蔭道明，廣⽥��監修．総合医学社，東京．2023.�
2023年版の⿇酔科における最新のガイドラインと⽂献レビューを通して，現場での実践に役⽴���を集約。�

21. こだわる神経ブロック「上肢」．⼭蔭道明監修，汲⽥�翔編．中外医学社，東京．2023.�
上肢神経ブロックに特化し，臨床応⽤を深めるための詳細なガイド。⼿技のこだわりが詰まった⼀�。�

22. こだわる神経ブロック「下肢」．⼭蔭道明監修，汲⽥�翔・澤⽥敦史編．中外医学社，東京．2024.�
下肢神経ブロックに特化し，臨床応⽤を深めるための詳細なガイド。⼿技のこだわりが詰まった⼀�。�
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1. ⼭蔭道明：超短時間作⽤性⿇薬性鎮痛薬：レミフェンタニル．⼟肥修司編．⿇酔科学UPDATE−学術の進歩と臨床⿇酔の安全性．医

⻭薬出版株式会社，東京．2009;�p.�90-8.�

2. ⼭蔭道明：15.� 体温管理．Ⅱ．⿇酔の技術．創刊号「⿇酔の現況と展望ー研修医からの質問300ー」．⿇酔科学レクチャー．「⿇酔
科学レクチャー」編集委員会編．総合医学社，東京．2009,�p.�102-10.�

3. Namiki�A,�Yamakage�M：Japan�-�Facilities�and�Equipment�-�The�Modern�Period：The�Essentials�of�Modern�Anesthesia�Around�
the�World.�Chapter�3.�The�International�Scope�and�Practice�of�Anesthesiology.�Miller's�Anesthesia�(7th�edition),�Edited�by�Miller�
RD,�Elsevier�Inc.,�New�York,�2009,�p.�60-1.�

4. ⼭蔭道明，澤⽥敦史：6.� 整形外科背部（胸椎，腰椎）⼿術における⿇酔管理．レミフェンタニル⿇酔の実際〜100マス（⿇酔）
チャート〜．森⽥ 潔編．克誠堂出版(株)，東京．2009,�p.�65-75.�

5. ⼭蔭道明：概説．Ⅰ．催眠鎮静薬．社団法⼈⽇本⿇酔科学会編．医薬品等適正使⽤推進施⾏事業−⿇酔薬および⿇酔関連薬使⽤ガイ
ドライン−（改訂第3版）．2009，p.�5.�
⼭蔭道明：エプタゾシン臭化⽔素酸塩eptazocine� hydrobromide．Ⅱ．鎮痛薬・拮抗薬．社団法⼈⽇本⿇酔科学会編．医薬品等適正使
⽤推進施⾏事業−⿇酔薬および⿇酔関連薬使⽤ガイドライン−（改訂第3版）．2009，p.�43-4.�

6. 佐藤順⼀，⼭蔭道明：VI.記号，略語とその解説．よくわかる⼈⼯呼吸管理テキスト（改訂第5版）並⽊昭義，⽒家良⼈，升⽥好樹
編．南江堂，東京，2010,�p.�269-80.�

7. 澤⽥敦史，⼭蔭道明：37.� 経管栄養．リトルICUブック（翻訳：The� Little� ICU� Book）．稲⽥英⼀監訳．メディカル・サイエンス・
インターナショナル，東京．2010,�p.�469-79.�
澤⽥敦史，⼭蔭道明：38.� 静脈栄養．リトルICUブック（翻訳：The� Little� ICU� Book）．稲⽥英⼀監訳．メディカル・サイエンス・
インターナショナル，東京．2010,�p.�481-9.�

8. ⼭内正憲，⼭蔭道明：XII.� 代謝の⽣理学．第10章：基礎的⽣理学とモニタリング．周術期管理チームテキスト．⽇本⿇酔科学会編．
メディカル・サイエンス・インターナショナル，東京．2010,�p.�279-81.�
⼭内正憲，⼭蔭道明：XIII.� 体温測定．第10章：基礎的⽣理学とモニタリング．周術期管理チームテキスト．⽇本⿇酔科学会編．メ
ディカル・サイエンス・インターナショナル，東京．2010,�p.�282-4.�

9. ⽊⾕友洋，⼭蔭道明：Q-87.� シバリングの原因と対処⽅法．これだけは知っておきたい⼿術室ナーシングQ� &� A（第2版）．Vol.�
33．天⽻敬祐，川村隆枝編．総合医学社，東京．2010,�p.�190-1.�
及川慶浩，⼭蔭道明：Q-93.�感染症患者の術後の⼿術室の清掃．これだけは知っておきたい⼿術室ナーシングQ�&�A（第2版）．Vol.�
33．天⽻敬祐，川村隆枝編．総合医学社，東京．2010,�p.�202-3.�
及川慶浩，佐藤順⼀，⼭蔭道明：Q-94.� 四肢⼿術時の患者の⾐服．これだけは知っておきたい⼿術室ナーシングQ� &� A（第2版）．
Vol.�33．天⽻敬祐，川村隆枝編．総合医学社，東京．2010,�p.�206-7.�
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10. 平⽥直之，⼭蔭道明：Q-96.� 並列⿇酔の危険性．これだけは知っておきたい⼿術室ナーシングQ� &� A（第2版）．Vol.� 33．天⽻敬
祐，川村隆枝編．総合医学社，東京．2010,�p.�210-1.�

11. 早瀬 知，⼭蔭道明：3.�体温．第6章：モニタリング．⿇酔科研修ノート．診断と治療社，東京．2010,�p.�168-70.�
早瀬 知，⼭蔭道明：5.�輸液・輸⾎の加温法．第7章：静脈路．⿇酔科研修ノート．診断と治療社，東京．2010,�p.�206-7.�

12. ⼭蔭道明：第39章．ガス交換の⽣理学的基本原理．肺胞膜を介した酸素と⼆酸化炭素の拡散．ガイトン⽣理学（第11版翻訳）．
「Textbook�of�Medical�Physiology.�11th�edition.�ed.�by�Guyton�AC,�and�Hall�JE,�WB�Saunders,�2005」．エルゼビア・ジャパン，
東京，2010,�p.�515-25.�

13. ⼭内正憲，⼭蔭道明：17.� Ca2+チャネルブロッカー．1章：有望な鎮痛カスケードの開発動向．4部：治療・臨床を意識したこれから
の�痛治療�開発動向．�性�痛における�剤�定と治療�開発．(株)�術��協会編，東京．p.�394-9,�2010.�

14. 澤⽥敦史，⼭蔭道明：3.� セボフルランの特性と⿇酔の導⼊，覚醒．セボフルラン−基礎を知れば臨床がわかる．稲⽥英⼀編．メディ
カル・サイエンス・インターナショナル，東京．2010,�p.�23-40.�
⼭蔭道明：8.� セボフルランの呼吸器系に及ぼす影響．セボフルラン−基礎を知れば臨床がわかる．稲⽥英⼀編．メディカル・サイエ
ンス・インターナショナル，東京．2010,�p.�107-23.�

15. 宮下 ⿓，⼭蔭道明：3-2.� ⾼圧空気と合成空気．第3章：医療ガスと関連機器．医療ガス−知識と管理，教育・実践のガイドライ
ン．医療ガス学会教育委員会編．真興交易(株)医書出版部，東京．2011,�p.�71-5.��

16. 宮下 ⿓，⼭蔭道明：245.� シバリングがある．第2部：術中・術後．X：中枢・末梢神経系．⿇酔科トラブルシューティングAtoZ．
⾼崎真⼸他編．⽂光堂，東京．2011,�p.�562-3.�
宮下 ⿓，⼭蔭道明：259.� 体温が上昇してきた．第2部：術中・術後．XIII：医療機器・安全管理．⿇酔科トラブルシューティング
AtoZ．⾼崎真⼸他編．⽂光堂，東京．2011,�p.�609-11.�
宮下 ⿓，⼭蔭道明：260.�⻑時間⿇酔で術中低体温になった．第2部：術中・術後．XIII：医療機器・安全管理．⿇酔科トラブルシュー
ティングAtoZ．⾼崎真⼸他編．⽂光堂，東京．2011,�p.�612-3.�

17. ⼭蔭道明：第19章．術後管理，術後鎮痛．第Ⅲ編．⿇酔管理．標準⿇酔科学（第6版）．⼸削孟⽂監修，古家 仁，稲⽥英⼀，後藤
隆久編．医学書院，東京，2011,�p.�194-205.（執筆協⼒：新⼭�俊）�

18. 岩崎創史，⼭蔭道明：8.� ⿇酔の深度と⿇酔からの覚醒．第1章．⿇酔管理の必須テクニック．イラストでわかる⿇酔科必須テクニッ
ク（改訂版）．⼟肥修司編．⽺⼟社，東京．2011,�p.�30-1.�

19. 澤⽥敦史，⼭蔭道明：基礎．8.� 気化器の原理と種類．デスフルランの使い⽅．武⽥純三編．真興交易（株）医書出版部，東京．
2011,�p.�78-90.�

20. 及川慶浩，⼭蔭道明．Ⅱ．周術期の体温管理：２．体温測定法−その利点とピットフォール−．周術期の体温管理：For�Professional�
Anesthesiologists．⼭蔭道明編．克誠堂出版，東京．2011,�p.�26-43.�
⼭蔭道明．Ⅱ．周術期の体温管理：５．⼿術中の体温変化．Ｂ．⾼齢者の体温調節とその管理．周術期の体温管理：For�Professional�
Anesthesiologists．⼭蔭道明編．克誠堂出版，東京．2011,�p.�89-104.�

21. 川岸俊也，⼭蔭道明：7.�術前と術中の輸液管理．A.�ベイシック編．「わかりやすい輸液管理Q�&�A−研修医からの質問398−（第2
版）」岡元和⽂編．総合医学社，東京．2012,�p.�39-45.�

22. 吉⽥真⼀郎，⼭蔭道明：4-5)� 輸⾎製剤の使⽤法．4章：術中輸液・輸⾎の考え⽅．《新戦略に基づく周術期管理》「⿇酔科医のため
の循環管理の実際」．横⼭正尚編．中⼭書店，東京．2013,�p.�107-15.�
岩崎創史，⼭蔭道明：5.� 各種病態での周術期呼吸管理の新戦略．シリーズ《新戦略に基づく周術期管理》「周術期循環管理の実際と
新たな提⾔」．廣⽥和美編．中⼭書店，東京．2013,�p.�209-34.�

23. 時永泰⾏，⼭蔭道明：第Ⅶ章．⼈⼯呼吸器管理で使⽤される記号，略語とその解説．よくわかる⼈⼯呼吸管理テキスト（改訂第6
版）並⽊昭義，⽒家良⼈，升⽥好樹編．南江堂，東京，2014,�p.�313-24.�

24. 佐々⽊英昭，⼭蔭道明：5.� ⼿術室外での⿇酔と鎮静．Ⅷ．特殊な病態や状態下での⿇酔・鎮静．For� Pro fess i ona l�
Anesthesiologists．静脈⿇酔．稲垣喜三編．克誠堂出版，東京．2014,�p.�314-24.�
佐々⽊英昭，⼭蔭道明：6.� 集中治療部での鎮静．Ⅷ．特殊な病態や状態下での⿇酔・鎮静．For� Professional� Anesthesiologists．静
脈⿇酔．稲垣喜三編．克誠堂出版，東京．2014,�p.�325-34.�

25. 早瀬 知，⼭蔭道明：3.�体温．第6章：モニタリング．⿇酔科研修ノート（改訂第2版）．診断と治療社，東京．2014,�p.�190-2.�
早瀬 知，⼭蔭道明：5.� 輸液・輸⾎の加温法．第7章：静脈路．⿇酔科研修ノート（改訂第2版）．診断と治療社，東京．2014,� p.�
230-1.�
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26. 平⽥直之，⼭蔭道明：3.� 輸液製剤の選択．Ⅰ．総論．症例で学ぶ新しい周術期の輸液管理．松永 明編．メディカル・サイエンス・
インターナショナル，東京．2014,�P.�20-8.�

27. Yamakage�M,�Hirata�N：Chapter� 2：International� Scope,� Practice,� and�Legal�Aspects� of�Anesthesia.�Miller's�Anesthesia� (8th�
edition),�Edited�by�Miller�RD,�Elsevier�Inc.,�New�York,�2014,�p.�10-47.�

28. 岩崎創史，⼭蔭道明：5.�気道管理・呼吸器系．⿇酔科学⽂献レビュー2015~2016．学研メディカル秀潤社，東京．2015,�p.�75-85.�

29. ⼭蔭道明：低体温．南⼭堂⼤辞典（第20版）．南⼭堂，東京．2015,�p.�1675.�
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英⽂論⽂数の推移（編）

当講座における毎年の英⽂論⽂発表数は，研究活動の成果を⽰す重要な指標です。このグラフを⾒ると，当講座の英⽂論⽂発表数が年々増
加��にあることが�らかです。�
とくに，初期の段階では発表数が⽐較的少なかったものの，年を追うごとに着実に増加していることが読み取れます。これは，当講座の研

究�た�が継続的に⾼��の研究を�い，それを国際的に発表する機会を増やしている��と�えるでし�う。�
2010年代半ば以降，発表数が急激に増加している点も注⽬に値します。この増加は，当講座の研究活動がますます活発になり，質の⾼い

研究成果を国際的な�で発表する��が�ってきたことを⽰しています。�
さらに，2020年代に⼊ってからの発表数は特に顕著で，研究の多様性や国際的な影響⼒が⼀層強化されていることがわかります。このよう
な論⽂発表の増加は，当講座が国際的な��科学の分野で�ー�ー���を発�していることを��けるものです。�
総じて，このグラフは当講座が⾼い研究成果を持続的に⽣み出し，その成果を英⽂論⽂として発表し続けていることを⽰しており，国際的

な��科学の�展に�きく��していると�えるでし�う。�

論⽂��数の推移（編）�

このグラフは，2009年から2024年にかけて，私が教授に就任してから執筆あるいは指導した論⽂の引⽤数の年次推移を⽰しています。と
くに2015年以降，引⽤数が急増しており，研究成果が着実に評価され，学術的な影響⼒が急速に⾼まっていることが伺えます。2016年から
2020年にかけて，引⽤数は毎年安定した成⻑を⾒せ，2021年と2022年にはとくに顕著なピークを迎えています。これは，私が指導した研
究が国内�で多くの研究�に引⽤され，分野の発展に�きく��していることを⽰しています。�
このような学術的実績が⾼く評価され，全国規模の学会を数多く主催する機会を得るに⾄りました。とくに，研究の質の⾼さや指導⼒が認

められた結果として，重要な学会の開催を通じて国内の医学・科学の発展に貢献する役割を果たすことができています。こうした学会の主催
は，研究のみなら�，学術�における�ー�ー���と�������成にも重要な役割を果たしていると�じています。�
この実績は，これまでの努⼒と継続的な研究活動の成果であり，今後も引き続き，新たな研究分野を切り開き，より多くの学術的貢献ができ
るよう努めてまいります。�
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2009��
��
The�annual�meeting�of�the�American�Society�of�Anesthesiologists.�New�Orleans,�USA.�Oct.�17-21,�2009.�
✦ Yamakage� M,� Satoh� J-I,� Kobayashi� T,� Watanabe� H：Desflurane� but� not� sevoflurane� can� increase� lung� resistance� via� tachykinin�

pathways��
✦ Yamakage�M,�Satoh�J-I：Desflurane�induces�airway�contraction�by�activating�transient�receptor�potential�A1�of�sensory�C-fibers��
✦ Yamakage� M,� Takahashi� M,� Tachibana� N,� Takahashi� K：Usefulness� of� Endoflex®� endotracheal� tube� for� oral� and� nasal� tracheal�

intubation��
��

2010��
��
The�annual�meeting�of�the�American�Society�of�Anesthesiologists.�San�Diego,�USA.�Oct.�16-20,�2010.�
✦ Sugimoto�R,�Nakayama�Y,�Nawa�Y,�Orimo�K,�Yamakage�M：Administration�of� landiolol�decreases� the� incidence�of�atrial�fibrillation�

after�lung�lobectomy��
✦ Kii�N,�Yamauchi�M,�Yamakage�M：Minimum�ropivacaine�concentration�for�axillary�block�with�preservation�of�motor�function��
✦ Hayase�T,�Sugino�S,�Higuchi�M,�Kumeta�Y,�Yamakage�M：Haplotypes�in�human�mu-opioid�gene�associated�with�postoperative�nausea�

and�vomiting��
✦ Hayase�T,�Sawada�A,�Watanabe�A,�Yamakage�M：Differences�in�related�substances�of�original�and�generic�sevoflurane�products�in�

clinical�practice��
✦ Yoshikawa�Y,�Sawada�A,�Yamakage�M：Efficacy�of�glucose� infusion�for�muscle�protein�and�fat�tissue�breakdown�during�abdominal�

surgery��
✦ Sawada� A,� Kii� N,� Yoshikawa� Y,� Yamakage�M：Epidrum®：a� new� device� to� identify� the� epidural� space� while� performing� epidural�

anesthesia��
✦ Zhou�J,�Iwasaki�S,�Yamakage�M：Synergic�bronchodilator�effects�of�PDE3�inhibitors�with�sevoflurane�in�asthmatic�guinea�pigs��
✦ Yamauchi�M,�Niiya�T,�Urahama�S,�Yamakage�M：Effects�of�automated�intermittent�bolus�administration�for�supraclavicular�brachial�

plexus�block��
✦ Urahama�S,�Yamauchi�M,�Niiya�T,�Yamakage�M：Effects�of�ropivacaine�concentration�and�dose�on�continuous�supraclavicular�brachial�

plexus�block��
✦ Kiya�T,�Kawamata�T,�Yamakage�M：Role�of�L-serine�in�the�dorsal�root�ganglion�in�chemotherapy-induced�peripheral�neuropathy��
✦ Narimatsu�E,�Niiya�T,�Kawamata�T,�Kawamata�M,�Yamakage�M：Effects�of�atropine�and�pralidoxime�on�neuronal�actions�of�paraoxon�

in�rat�hippocampal�slices��
��

2011�
��
3rd�World�Congress�of�Total�Intravenous�Anaesthesia�&�Target�Controlled�Infusion.�Singapore.�Mar.�31-Apr.�2,�2011�
✦ Nakayama�Y,� Yamakage�M：Comparative� study� of� hemodynamic� changes� during� double� lumen� tube� intubation� between� fentanyl/

propofol/rocuronium�and�remifentanil/propofol/rocuronium�anesthesia�
��
14th�Eurosiva�annual�scientific�meeting.�Amsterdam,�the�Netherlands.�Jun.�10,�2011�
✦ Sugino� S,� Hayase� T,� Kimijima� T,� Higuchi� M,� Tachibana� S,� Nakayama� Y,� Yamauchi� M,� Kumeta� Y,� Yamakage� M：Involvement� of�

intravenous�fentanyl�concentration�in�the�incidence�of�nausea�and�vomiting�in�patients�that�received�epidural�fentanyl：LC-MS/MS�
analysis�

��
Euroanaesthesia�2011�Congress.�Amsterdam,�the�Netherlands.�Jun.�11-14,�2011�
✦ Kimijima�T,�Sugino�S,�Miyashita�R,�Masuda�Y,� Imaizumi�Y,�Yamakage�M：Changes� in�motor-evoked�potentials�do�not� reflect�spinal�

cord�ischemia�in�thoracoabdominal�aortic�aneurysm�surgery�with�deep�hypothermic�circulatory�arrest�
��
30th�Annual�ESRA�Congress�2011.�Dresden,�Germany.�Sep.�7-10,�2011�
✦ Gi�E-W,�Kikuchi�C,�Shimizu�H,�Suzuki�T,�Yamauchi�M,�Yamakage�M：Combination�of�femoral�nerve�block�and�periarticular�infiltration�

analgesia�for�post-TKA�pain：an�alternative�method�to�sciatic�nerve�block��
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The�annual�meeting�of�the�American�Society�of�Anesthesiologists.�Chicago,�USA.�Oct.�15-19,�2011�
✦ Miyashita� R,� Sugino� S,� Niiyama� Y,�Mimura�M,� Yamakage�M：Improved� noninvasive� total� hemoglobin� measurements� after� in� vivo�

adjustment�(Oral�presentation��
✦ Miyashita� R,� Sugino� S,� Tanabe�M,�Mimura�M,� Yamakage�M：Accuracy� of� noninvasive� total� hemoglobin�measurement� after� acute�

normovolemic�hemodilution�in�urological�surgical�patient�
✦ Ishioka� Y,� Hayase� T,� Sugino� S,� Takahashi� K,� Yamakage�M：Accuracy� of� recording� auditory� evoked� potentials� from� the� nose� and�

mandible�to�monitor�awareness�
✦ Hayase�T,�Sugino�S,�Tachibana�S,�Satoh�M,�Yamakage�M：Genetic�variation�in�human�TACR1�gene�is�associated�with�postoperative�

nausea�and�vomiting�
✦ Tachibana�S,�Sugino�S,� Ishioka�Y,�Hayase�T,�Yamakage�M：Performance�of�a�novel�portable�epoc™�analyzer�for�arterial�blood�gas�

testing�
✦ Tachibana�S,�Hayase�T,�Sugino�S,�Kumeta�Y,�Yamakage�M：Incidence�of�emesis�after�epidural�infusion�of�fentanyl/ropivacaine�did�not�

depend�on�the�blood�concentration�measured�by�using�LC-MS/MS�analysis�
✦ Takahashi�K,�Yamauchi�M,�Kii�N,�Niiya�T,�Yamakage�M：Minimum�lidocaine�concentration�for�axillary�nerve�block�with�preservation�of�

motor�function�
✦ Kimura�Y,�Sumita�S,�Namba�H,�Yamakage�M：The�risk�factor�of�pneumonia�in�patients�underwent�therapeutic�hypothermia�after�out-

of-hospital�cardiac�arrest�
✦ Zhou� J,� Iwasaki� S,� Yamauchi� M,� Yamakage� M：Synergic� bronchodilator� effects� of� the� PDE4� inhibitor� rolipram� with� the� volatile�

anesthetic�sevoflurane�in�guinea�pigs�
✦ Zhou� J,� Iwasaki� S,� Yamauchi� M,� Yamakage�M：Different� volatile� anesthetics� have� different� bronchodilator� effects� in� ovalbumin-

sensitized�guinea�pigs�
✦ Takada�Y,�Yamauchi�M,�Yamakage�M：Effects�of�patient-controlled�regional�analgesia�of�supraclavicular�BPB�for�shoulder�surgery�
✦ Narimatsu�E,�Takahashi�K,�Takada�Y,�Niiya�T,�Yamauchi�M,�Yamakage�M：Influence�of�cholinesterase�inhibition�on�glutamate-induced�

neuronal�damage�in�rat�hippocampal�slices�
✦ Yoshida� S,� Tatsumi� H,� Masuda� Y,� Imaizumi� H,� Nawa� Y,� Goto� K,� Warabi� R,� Asai� Y,� Yamakage� M：Elevated� serum� D-lactate� is�

associated�with�intestinal�ischemia�in�rats�
✦ Sawada�A,�Miyashita�M,� Yamauchi�M,� Yamakage�M：Effects� of�modified� ultrafiltration� on� hemodynamic� function� and� transfusion�

requirements�after�cardiopulmonary�bypass�in�adults�
✦ Mizukami�N,�Yamauchi�M,�Takahashi�M,�Watanabe�A,�Yamakage�M：Clinical�study�on� the�efficacy�of�olanzapine� for�prevention�of�

chemotherapy-induced�nausea�and�vomiting�(CIN���
✦ Takahashi�K,�Niiya�T,�Narimatsu�E,�Yamakage�M：Interaction�between�sugammadex�and�rocuronium�in�the�septic�rat�diaphragm�
��

2012�
��
Euroanaesthesia�2012�Congress.�Paris,�France.�Jun.�09-12,�2012�
✦ Mizukami�N,�Watanabe�A,�Yamauchi�M,�Koike�N,�Yamakage�M：Relationships�between� the� incidence�of�delirium�and� the� initiating�

factor�of�palliative�medicines�in�cancer�patients�
✦ Yoshida� S-I,� Imaizumi� H,� Masuda� Y,� Kimijima� T,� Yamakage� M：A� comparison� of� the� differences� in� management� of� massive�

haemorrhage�in�cardiovascular�and�non-cardiovascular�surgery�-�a�retrospective�study�
✦ Maruyama�D,�Yamauchi�M,�Omote�Y,�Hirata�N,�Yamakage�M：Movement�of�tracheal�tube�as�a�result�of�head�rotation�and�tube�tip�

fixation：a�Thiel-embalmed�cadaver�study�
✦ Mizuguchi�A,�Sumikawa�H,�Abe�N,�Suzuki�Y,�Yamauchi�M,�Yamakage�M：Perifix®�ONE�catheter�decreased�the�ratio�of�intravenous�

migration�during�epidural�catheterization�in�labor�analgesia�
��
The�annual�meeting�of�the�American�Society�of�Anesthesiologists.�Washington,�D.C.,�USA.�Oct.�13-17,�2012�
✦ Sawada� A,� Niiyama� Y,� Yamakage� M：The� migration� of� bone� marrow-derived� microglia� into� the� central� nucleus� of� amygdala� of�

neuropathic�pain�model�following�peripheral�nerve�injury�(Oral�presentation��
✦ Gi�E,�Yamauchi�M,�Kikuchi�C,�Shimizu�H,�Suzuki�T,�Yamakage�M：What�is�the�ideal�location�of�the�femoral�catheter?�-�Radiographic�

and�clinical�analysis�of�femoral�nerve�block�for�lower�leg�surgery�(Oral�presentation��
✦ Takada�M,�Edanaga�M,�Yamakage�M：Comparison�of�the�usefulness�of�Airway�Scope®,�GlideScope®�with�conventional�Macintosh�

laryngoscope�in�lateral�positions：a�mannequin�study�
✦ Akatsuka�M,�Tokinaga�Y,�Yamakage�M：The�effect�of�desflurane�on�angiotensin�II-induced�vasoconstriction�
✦ Tokinaga�Y,�Akatsuka�M,�Takada�Y,�Yamakage�M：Polysialic�acid�is�involved�in�the�endothelial�dependent�vasodilation�
✦ Murouchi�T,�Yamauchi�M,�Gi�E,�Takada�Y,�Fujimiya�M,�Yamakage�M：Ultrasound-guided�subcostal�midaxillary�transverses�abdominis�

plane�block：Thiel�human�cadaver�study�for�the�adequate�volume�of�injectate�
✦ Iwasaki�S,�Chaki�T,�Zhou�J,�Yamauchi�M,�Yamakage�M：Preoperative�oral� rehydration� therapy� in�gynecological� procedure�has� the�

effects�of�metabolic�and�hemodynamic�stability�
✦ Uchiyama�Y,�Takada�Y,�Edanaga�M,�Yamakage�M：Comparison�between�two�spiral-wound�tracheal�tubes�in�Airway�Scope?�assisted�

tracheal�intubation�
✦ Kimijima�T,�Masuda�Y,�Imaizumi�H,�Tatsumi�H,�Kyan�R,�Goto�K,�Yamakage�M：Hypogammaglobulinemia�is�associated�with�mortality�in�

patients�with�severe�sepsis�and�septic�shock�
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✦ Mizukami�N,�Watanabe�A,�Yamauchi�M,�Koike�N,�Yamakage�M：Relationships�between� the� incidence�of�delirium�and� the� initiating�
factor�of�palliative�medicines�in�cancer�patients��

✦ Mizukami�N,�Watanabe�A,�Yamauchi�M,�Koike�N,�Yamakage�M：Multivariate�analysis�of�correlations�between� incidence�of�delirium�
and�delirium-initiating�factors�in�advanced�cancer�patients�in�a�palliative�care�unit�

✦ Mizukami�N,�Watanabe�A,�Yamauchi�M,�Koike�N,�Yamakage�M：Evaluations�of�mucositis�pain�and�opioid�consumption� in�head�and�
neck�cancer�patients�receiving�chemoradiation�therapy�

✦ Miyashita�R,�Hirata�N,�Maruyama�D,�Kawaguchi�R,�Niiya�T,�Yamakage�M：Lipid�emulsion�can�preserve�cardiac�function�of�intact�and�
ischemia-reperfused�isolated�rat�hearts�via�mitochondrial�activation�

✦ Kawashima�N,� Iwasaki�S,�Yamauchi�M,�Yamakage�M：Changes� in�cause�of�cardiac�arrest� in�operating�rooms�at�university�teaching�
hospital：three�decades�survey�of�124,165�patients�

✦ Hayase�T,�Sugino�S,�Tachibana�S,�Kumeta�Y,�Yamakage�M：Haptotypes� in�human�TACR1�gene�are�associated�with�postoperative�
nausea�and�vomiting�

✦ Kimura�Y,� Sumita�S,�Kimura�S,�Yamauchi�M,�Yamakage�M：Hypokalemia� in� patients�with� aneurysmal� subarachnoid� hemorrhage� in�
accompanied�by�elevated�serum�sodium�level�

✦ Ohtsuki�I,�Sato�J-I,�Arakawa�J,�Yamauchi�M,�Yamakage�M：The�risk�factor�for�postoperative�brain�stroke;�brain�CT�imaging�study�
✦ Koizumi�T,�Higuchi�M,�Kawagishi�T,�Kimizuka�M,�Hirata�N,�Yamakage�M：Airway�scopeTM�assists� insertion�of�nasogastric� tube� in�

anesthetized�and�intubated�patients：a�prospective�randomized�clinical�study�
✦ Hirata� N,� Maruyama� D,� Miyashita� R,� Kawaguchi� R,� Shimizu� H,� Yamakage� M：Heart� rate� variability� during� abdominal� surgical�

manipulation�under�general�anesthesia�
✦ Yoshida�S-I,�Masuda�Y,�Imaizumi�H,�Takahashi�K,�Kimijima�T,�Tatsumi�H,�Goto�K,�Kyan�R,�Yasui�H,�Yamakage�M：Relationship�between�

outcome�and�organ�failure�in�patients�with�a�hematological�malignancy�needing�intensive�care�
✦ Tachibana� N,� Niiyama� Y,� Yamakage� M：A� fiberoptic� laryngoscope� reduces� postoperative� sore� throat：In� a� double-blinded,�

randomized,�controlled�study�
✦ Takahashi�K,�Yamauchi�M,�Wada�T,�Sekine�R,�Yamakage�M：Comparison�between�brachial�plexus�block�and�local�infiltration�analgesia�

for�postoperative�status�in�elbow�arthroscopy�
✦ Takahashi�K,�Niiya�T,�Yamauchi�M,�Narimatsu�E,�Yamakage�M：Comparison�of�local�anesthetic�agents�for�phrenic�nerve�paralysis：A�

study�in�rat�phrenic�nerve-diaphragm�preparation�
✦ Sawada�A,�Niiyama�Y,�Omote�M,�Yamakage�M：The�efficacy�of�ultrasound-guided�caudal�epidural�block�compared�with�spinal�block�

for�transrectal�prostate�needle�biopsy�
✦ Narimatsu� E,� Takada� Y,� Takahashi� K,� Niiya� T,� Yamauchi�M,� Yamakage�M：Influence� of� adenosine� on� glutamate-induced� neuronal�

damage�in�rat�hippocampal�slices�
✦ Iwasaki�S,�Zhou�J,�Yamauchi�M,�Yamakage�M：Different�effects�of�desflurane�and�sevoflurane�on�airway�smooth�muscle�tension�of�

ovalbumin-sensitized�guinea�pigs�
✦ Kawaguchi� R,� Sugino� S,� Hirata� N,� Suzuki� N,� Yamakage� M：Predictors� of� occurrence� of� postoperative� vomiting� in� children� with�

microtia�
✦ Sasaki�H,�Yamauchi�M,�Yamakage�M：Comparison�of�penetration�force�of�various�types�of�needles�for�central�venous�catheterization�
✦ Tanabe� M,� Edanaga� M,� Miyashita� R,� Yamakage� M：Brachial� plexus� block� under� radiographic� monitoring� speeds� execution� as�

compared�with�ultrasound-guided�supraclavicular�block�
✦ Chaki� T,� Edanaga� M,� Ohsuda� M,� Tanabe� M,� Yamakage� M：The� effect� of� continuous� patient-controlled� epidural� analgesia� by�

radiographic�monitoring�on�postoperative�urinary�retention�
✦ Chaki�T,�Sugino�S,�Ishioka�Y,�Yamashita-Kaneuchi�M,�Yamakage�M：Efficacy�and�safety�of�mixture�of� lidocaine�and�ropivacaine�for�

scalp�block�in�patients�undergoing�awake�surgery�
✦ Maruyama�D,�Hirata�N,�Miyashita�R,� Kawaguchi� R,� Yamakage�M：In� vitro� ischemia� and� reperfusion� injury� can�modulate� isolated-

mitochondrial�oxidative�phosphorylation�substrates-dependency�
✦ Tachibana� N,� Niiyama� Y,� Yamakage� M：Incidence� of� cannot� intubate-cannot� ventilate� (CICV)：results� of� a� 2-year� retrospective�

multicenter�clinical�survey�in�Japan�
✦ Tachibana� S,� Hayase� T,� Sugino� S,� Sonoda� H,� Yamakage� M：Quality� improvement� in� generic� sevoflurane� product� using� gas�

chromatography�
✦ Hayashi�H,�Sugino�S,�Hayase�T,�Nawa�Y,�Yamakage�M：Involvement�of�HTR3C�gene�polymorphism� in�postoperative�pain� in� lower�

abdominal�surgery�
✦ Hayashi�H,�Sugino�S,�Hayase�T,�Nawa�Y,�Yamakage�M：CHRM3�gene�polymorphism� is�associated�with�postoperative�nausea�and�

vomiting�in�Japanese�population�
✦ Kimizuka�M,�Koizumi�T,�Sugimoto�R,�Kii�N,�Kawaguchi�T,�Tsujiguchi�N,�Yamauchi�M,�Yamakage�M：Minimum�ropivacaine�concentration�

for�transversus�abdominis�plane�block�to�treat�postoperative�pain�after�inguinal�hernia�surgery�
✦ Akatsuka�M,�Yoshida�S-I,�Imaizumi�H,�Masuda�Y,�Yamakage�M：Incidence�and�characteristics�of�unanticipated�admission�to�intensive�

care�unit�from�general�wards�after�surgery�
��

2013�
��
The�16th�East�Asian�Forum�of�Nursing�Scholars�(EAFOOS).�Bangkok,�Thailand.�Feb.�21-22,�2013�
✦ Shindo�Y,�Yamauchi�M,�Yamakage�M：Living�with�post�herpetic�neuralgia：Experience�of�elderly�Japanese�
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Euroanaesthesia�2013�Congress.�Barcelona,�Spain.�Jun.�01-04,�2013�
✦ Takahashi�K,�Tokinaga�Y,�Niiya�T,�Takahashi�M,�Kanno�M,�Yamakage�M：Anew�method�to�reduce�gas�leak�during�mask�ventilation�in�

patients�with�a�gastric�tube�
✦ Mizuguchi� A,� Yamauchi� M,� Edanaga� M,� Yamakage� M：Ultrasound-guided� obturator� nerve� block：effects� and� spread� of� distal�

interfascial�in�ection�
��
The�annual�meeting�of�the�American�Society�of�Anesthesiologists.�San�Francisco,�USA.�Oct.�12-16,�2013�
✦ Sawada�A,�Niiyama�Y,�Yamakage�M：Bone�marrow-derived�microglia�that�express�IL-1beta�might�cause�negative�emotions�induced�by�

neuropathic�pain�(Poster�discussion��
✦ Kazuma�S,�Hayase�T,�Osuda�M,�Sugino�S,�Yamakage�M：Recovery�of�postoperative�cognitive�function�in�elderly�patients�after�a�long�

duration�of�desflurane�anesthesia�(Poster�discussion��
✦ Yoshikawa�Y,�Nawa�Y,�Hirata�N,�Yamakage�M：Impact�of�anesthetic�dosage�on�the�duration�of�postoperative�mechanical�ventilation�

after�pediatric�congenital�heart�disease�surgery�(Poster�discussion��
✦ Iwasaki� S,� Sugime� F,� Yamakage�M：Not� only� intraperitoneal,� but� also� oral� administration� of� L-serine� improved� paclitaxel-induced�

mechanical�allodynia/hyperalgesia�in�a�preclinical�rat�model�
✦ Maruyama�D,�Chaki�T,�Omote�M,�Hirata�N,�Yamauchi�M,�Yamakage�M：Movements�of�double-lumen�endotracheal�tube�as�results�of�

head�rotation,�tube�fixation�and�lateral�position：A�Thiel-embalmed�cadaver�study.�
✦ Zhou� J,� Iwasaki� S,� Yamakage�M：Phosphodiesterase� 4� inhibitor� roflumilast� improves� the� bronchodilative� effect� of� sevoflurane� in�

sensitized�airway�
✦ Hirata�N,�Maruyama�D,�Chaki� T,� Yamakage�M：What� is� the� appropriate� concentration� of� desflurane� for� prevention� of� awareness�

during�anesthesia�and�reliable�recovery�from�anesthesia�in�clinical�practice?�
✦ Iwasaki� S,� Chaki� T,� Sugime� F,� Jing� Z,� Yamakage�M：End-tidal� control� anesthesia-adopted�minimum� fresh� gas� flow� is� superior� to�

manual�control,�2�liter,�low-flow�both�sevoflurane�and�desflurane�anesthesia�in�clinical�practice�����������
✦ Chaki�T,�Hirata�N,�Maruyama�D,�Yamakage�M：Analysis�of�hemodynamic�changes�using�LiDCOrapidTM�in�patients�undergoing�giant�

ovarian�tumor�resection�
✦ Sugino� S,� Hayase� T,� Higuchi�M,� Nawa� Y,� Kumeta� Y,� Yamakage�M：Oprm1� gene� polymorphism� reduces� DNA�methylation� at� the�

upstream�CpG�island�in�male�patients�
✦ Takahashi�K,�Yamauchi�M,�Niiya�T,�Yamakage�M：Minimum�levobupivacaine�required�to�block�axillary�nerves�while�preserving�motor�

function�
✦ Tachibana�N,�Niiyama�Y,�Yamakage�M：Evaluation�of�bias�for�blood�concentrations�of�propofol�during�TCI�in�Japanese�obese�patients�
✦ Maruyama� D,� Hirata� N,�Miyashita� R,� Kawaguchi� R,� Yamakage�M：Nitrite� attenuates� ischemia-induced� ventricular� arrhythmias� by�

reduction�to�nitric�oxide�in�rats�
✦ Namba� Y,� Yamakage�M：Spinal� anesthesia� for� lower� extremity� surgery� in� geriatric� patients：minimum� dose� requirement� of� 0.2%�

hypobaric�or�hyperbaric�bupivacaine�
✦ Koizumi� T,� Hirata� N,�Maruyama� D,� Yamakage�M：Sugammadex� has� changed� use� of� rocuronium� and� criteria� in� administration� of�

antagonists�of�neuromuscular�blocking�agents�
✦ Kawaguchi� R,� Hirata� N,�Miyashita� R,�Maruyama� D,� Yamakage�M：Nitrite� attenuates� sepsis-induced� cardiac� dysfunction� in� acute�

severe�septic�rats�
✦ Tachibana�N,�Yamauchi�M,�Yamakage�M：Relationship� between� serum� carbamazepine� concentration� and� degree� of� satisfaction� in�

patients�with�neuropathic�pain�
✦ Kunigoh� T,� Nishikawa� K,� Tonosaki� T,� Tsuchiya� S,� Shimodate� Y,� Yamakage� M：A� comparison� of� the� Airtraq?� alone� for� tracheal�

intubation�in�surgical�patients�
✦ Gi�E,�Sasaki�H,�Yamauchi�M,�Yamakage�M：Contrast-enhanced�ultrasound�with�perflubutane�microbubble�for�femoral�nerve�block�?

human�cadaver�study-�
✦ Takahashi�K,�Niiya�T,�Takada�Y,�Narimatsu�E,�Yamakage�M：Prospective�analysis�sugammadex�in�9�patients�with�myasthenia�gravis�
✦ Niiyama� Y,� Yamakage� M：The� efficacy� of� new� disposable� IV-PCA� pump� with� fentanyl� for� the� management� after� laparoscopic�

colectomy�
✦ Sasaki�H,� Yamauchi�M,� Sugime� F,� Iwasaki� S,� Yamakage�M：A� central� venous� catheterization� needle� with� lower� penetration� force�

facilitates�prevention�of�posterior�venous�wall�puncture�
✦ Tokinaga�Y,� Takada�Y,�Hayashi� S,�Akatsuka�M,�Yamakage�M：Mechanism�of� the� inhibitory� effect� of� desflurane� on� angiotensin� II-

induced�vasoconstriction�
��

2014�
��
16th�Eurosiva�annual�scientific�meeting.�Stockholm,�Sweden.�May�30,�2014�
✦ Tachibana�N,�Niiyama�Y,�Mimura�M,�Yamasawa�Y,�Yamakage�M：Evaluation�of�bias� for�predicted�and�measured�concentrations�of�

propofol�during�target-controlled�infusion�in�Japanese�obese�patients�
��
Euroanaesthesia�2014�Congress.�Stockholm,�Sweden.�May�31-Jun.�03,�2014�
✦ Sasaki�H,�Yamauchi�M,�Gi�E,�Niiya�T,�Yamakage�M：Usefulness�of�contrast-enhanced�ultrasonography�for�peripheral�nerve�block�
��
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33rd�Annual�ESRA�Congress�2014.�Seville,�Spain.�Sep.�3-6,�2014�
✦ Murouchi�T,�Iwasaki�S,�Fujimiya�M,�Yamakage�M：Compound�imaging�technology�and�echogenic�needles：A�comparison�study�in�pork�

phantom�and�Thiel-embalmed�cadavers�
✦ Mimura�M,�Goda�Y,�Miyamoto�N,�Asano�S,�Tachibana�N,�Yamasawa�Y,�Hazama�K,�Oda�H,�Yamakage�M：Inferior�mesenteric�plexus�

block�for�low�back�pain�in�patients�with�retroperitoneal�fibrosis：a�report�of�two�cases�
��
The�annual�meeting�of�the�American�Society�of�Anesthesiologists.�New�Orleans,�USA.�Oct.�11-15,�2014�
✦ Sawada�A,�Niiyama�Y,�Yamakage�M：A�CCR2�antagonist�suppresses�the�infiltration�of�bone�marrow-derived�microglia�into�the�central�

nervous�system�and�reverses�anxiety-like�behavior�as�well�as�hypersensitivity�induced�by�chronic�neuropathic�pain�(Special�Meetings�
and�Events;�Best�Abstracts�-�Basic�Science)�

✦ Kawaguchi�R,�Hirata�N,�Miyashita�R,�Maruyama�D,�Yoshikawa�Y,�Yamakage�M：Nitrite�protects�cardiac�mitochondrial�function�without�
detrimental�effect�in�septic�rats�(Oral�presentation)�

✦ Sawada�A,�Niiyama�Y,�Yamakage�M：An�IL-1�receptor�antagonist�improves�the�anxiety-like�behavior�induced�by�neuropathic�pain�via�
the�blockade�of�phosphorylation�of�NMDA�receptors�on�neurons�in�the�amygdala�(Poster�discussion)�

✦ Akatsuka�M,�Yamamoto�S,� Ichinose�H,�Yamakage�M：Investigation�of� clinical� variables� in�unexpected� readmission� to� the� intensive�
care�unit�(Poster�discussion)�

✦ Yoshikawa�Y,�Hirata�N,�Kawaguchi�R,�Miyashita�R,�Maruyama�D,�Yamakage�M：Direct�cardioprotective�effect�of�dexmedetomidine�
against�global�ischemia/reperfusion�injury�in�rat�heart�(Poster�discussion)�

✦ Murouchi�T,�Iwasaki�S,�Yamakage�M：Ultrasound-guided�rectus�sheath�block：Thiel-embalmed�human�cadaveric�study�for�spread�of�
injectate�(Poster�discussion)�

✦ Namba�Y,�Yamakage�M：Dilution�and� incremental�administration�of�hypobaric� local�anesthetic�solution�reduces�the�severity�of�side�
effects：Spinal�anesthesia�for�lower�extremity�surgery�in�geriatric�patients�

✦ Sawada� A,� Kamada� Y,� Hayashi� H,� Ichinose� H,� Sumita� S,� Yamakage� M：The� effect� of� intraoperative� glucose� infusion� on� the�
catabolism�of�fat�tissue�and�muscle�protein�during�remifentanil�anesthesia：a�randomized�controlled�multicenter�trial�

✦ Kazuma� S,� Tokinaga� Y,� Takada� Y,� Hayashi� S,� Yamakage� M：Desflurane� as� well� as� sevoflurane� inhibits� endothelium-dependent�
vasodilation�by�different�mechanism�

✦ Tachibana�S,�Maruyama�D,�Hirata�N,�Yamakage�M：Desflurane�preserves�blood�pressure�during�anesthetic� induction�compared� to�
sevoflurane�due�to�differential�effects�on�autonomic�nervous�system�evaluated�by�heart�rate�variability�

✦ Sugime� F,� Iwasaki� S,� Tachibana� N,� Hayashi� S,� Watanabe� A,� Yamakage� M：Metabolic� and� hemodynamic� stability� during� awake�
craniotomy�without�opioids：retrospective�study�in�a�single�center�

✦ Sasaki�H,�Niiya�T,�Yamakage�M：Comparison�of� two� intraosseous�access�devices：Successful� rate�and�explanation� for� failures�by�
novice�users�

✦ Kazuma�S,�Masuda�Y,�Tatsumi�H,�Goto�K,�Takahashi�K,�Imaizumi�H,�Yamakage�M：Is�TRALI�not�a�severe�form�of�acute�lung�injury?�
Evaluation�of�the�clinical�features�of�transfusion-related�acute�lung�injury�(TRALI)�in�an�intensive�care�unit�

✦ Kimura�Y,�Sumita�S,�Yamakage�M：Investigation�of�the�organ�types�under�the�two�chest�compression�points�in�cadaver�patients�
✦ Takahashi�K,�Niiya�T,�Narimatsu�E,�Yamakage�M：Train�of�four�ratios�can�not�reflect�strength�in�severe�myasthenia�gravis：An�in�vitro�

study�in�the�rat�model�of�experimental�autoimmune�myasthenia�gravis�
✦ Hayase�T,�Sugino�S,�Tachibana�S-S,�Yamakage�M：TACR1�gene�polymorphism�is�associated�with�gender�difference�in�postoperative�

nausea�and�vomiting�
✦ Niiya� T,� Takahashi� K,� Takada� Y,� Narimatsu� E,� Yamakage� M：Severity� of� myasthenia� gravis� influences� the� reversal� effect� of�

neostigmine�on�rocuronium-induced�muscle�relaxation�in�vitro�
✦ Omote�M,�Sasaki�H,�Niiya�T,�Yamakage�M：Simulation�study�for�accidental�withdrawal�of�adult�and�child�central�venous�catheters�
✦ Watanabe�A,�Edanaga�M,�Ichinose�H,�Yamakage�M：Comparison�of�the�usefulness�of�Air-Q?�and�the�i-gel?�for�airway�management�

under�general�anesthesia�
✦ Hirata�N,�Miyashita� R,�Maruyama�D,� Kawaguchi� R,� Yoshikawa� Y,� Yamakage�M：Lipid� emulsion�modulates�mitochondrial� oxidative�

phosphorylation�and�reactive�oxygen�species�substrate-dependently：Implications�for�cardioprotective�effect�of�lipid�emulsion�
✦ Maruyama� D,� Hirata� N,� Miyashita� R,� Kawaguchi� R,� Yoshikawa� Y,� Yamakage� M：Nitrite� reduces� ischemia-induced� ventricular�

arrhythmias�via�preservation�of�connexin�43�protein�in�rats�
✦ Tokinaga�Y,�Takada�Y,�Hayashi�S,�Kazuma�S,�Yamakage�M：Effect�of�propofol�on�vessel� tone�after�cooling�and�rewarming�and� its�

mechanism�
✦ Hayase� T,� Sugino� S,� Tachibana� S-S,� Yamakage� M：Estradiol� enhances� female� pica� behavior� through� TACR1� expression� in� the�

caudate�putamen�
✦ Niiyama�Y,�Yamakage�M：The�efficacy�of�continuous�wound� infiltration�with�0.2%�ropivacaine� for�postoperative�pain�management�

after� microtia� reconstructive� surgery� compared� with� the� single� intercostal� nerve� block� with� 0.75%� ropivacaine：a� randomized,�
controlled�study�

✦ Sasaki� H,� Yamauchi� M,� Ninomiya� T,� Niiya� T,� Yamakage� M：Usefulness� and� safety� of� contrast-enhanced� ultrasonography� with�
Sonazoid?�for�peripheral�nerve�block�

✦ Zhou�J,�Iwasaki�S,�Zhao�P,�Yamakage�M：Effects�of�desflurane�on�the�cAMP�concentration�in�sensitized�airway�smooth�muscle�
��

2015��
��
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44th�Critical�Care�Congress.�Phoenix,�USA.�Jan.�17-21,�2015�
✦ Akatsuka�M,�Yamamoto�S,�Ichinose�H,�Yamakage�M：Evaluation�of�severity�by�five�scoring�systems�in�critically�ill�patients�
��
IARS�2015�Annual�Meeting�and�International�Science�Symposium.�Honolulu,�Hawaii,�USA.�March�21-24,�2015�
✦ Tachibana�S,�Hirata�N,�Yamakage�M：Evaluation�of�a�newly�developed�monitor�of�deep�body�temperature�
��
Euroanaesthesia�2015�Congress.�Berlin,�Germany.�May�30-Jun.�02,�2015�
✦ Takahashi� S,� Miyamoto� N,� Nakayama� Y,� Mimura� M,� Mizuguchi� A,� Yamakage� M：Our� experience� with� temporal� measurement� of�

changes� in� cardiac� output� using� a� non-invasive� cardiac� output� measurement� device� during� epidural� analgesia� during� labor� in� a�
pregnant�woman�with�congenital�heart�disease：a�case�report�

✦ Takahashi� S,� Nakayama� Y,� Yamasawa� Y,� Yamakage�M：Usefulness� of� the� new� model� Airway� Scope� in� simulated� difficult� airway�
scenarios�?�Comparison�with�Airtraq�and�Macintosh�laryngoscope�?�

✦ Takahashi� S,� Miyamoto� N,� Nakayama� Y,� Mimura� M,� Mizuguchi� A,� Yamakage� M：Our� experience� with� temporal� measurement� of�
changes� in� cardiac� output� using� a� non-invasive� cardiac� output� measurement� device� during� epidural� analgesia� during� labor� in� a�
pregnant�woman�with�congenital�heart�disease：a�case�report�

��
The�2nd�Conference�of�Asia-Pacific�Chapter�of�Extracorporeal�Life�Support�Organization�(APELSO2015).�Kyoto,�Japan.�Jul.�17-19,�
2015�
✦ Kazuma�S,�Imaizumi�H,�Masuda�Y,�Tatsumi�H,�Takahashi�K,�Goto�K,�Murouchi�T,�Yoshida�S,�Katayama�Y,�Yamakage�M：A�successful�

case�of�using�extracorporeal�membrane�oxygenation�following�percutaneous�cardiopulmonary�support�against�cardiopulmonary�arrest�
due�to�extreme�airway�obstruction�by�massive�hemoptosis�

��
34th�Annual�ESRA�Congress�2015.�Ljubljana,�Slovenia.�Sep.�02-05,�2015�
✦ Murouchi�T,�Tanaka�T,�Igarashi�Y,�Hirata�N,�Iwasaki�S,�Yamakage�M：Case�report：safe�and�satisfactory�perioperative�management�of�

wide�resection�of�proximal�humeral�tumor�with�dual�continuous�peripheral�nerve�blockades�using�levobupivacaine�
��
The�annual�meeting�of�the�American�Society�of�Anesthesiologists.�San�Diego,�USA.�Oct.�24-28,�2015�
✦ Sawada�A,�Yamakage�M：Infiltration�of�bone�marrow-derived�microglia�into�the�spinal�cord�in�neuropathic�pain�model�mice�following�

bone�marrow�transplantations�using�busulfan�treatments�(Oral�presentation��
✦ Nawa�Y,�Chaki�T,�Tamashiro�K,�Yamakage�M：Accuracy�of�portable�capnometer�in�children�(Poster�discussion��
✦ Yoshikawa�Y,�Hirata�N,�Kawaguchi�R,�Miyashita�R,�Maruyama�D,�Yamakage�M：Cardioprotective�effect�of�dexmedetomidine�against�

ischemia/reperfusion�injury�in�hypertensive�hypertrophied�myocardium�(Poster�discussion��
✦ Satoh�S,�Doi�M,�Morita�K,�Takeda�J,�Sakamoto�A,�Yamakage�M,�Suzuki�T：Remimazolam�a�new�ultra-short�acting�anesthetic�shows�

similar�efficacy�and�superior�hemodynamic�stability�vs.�propofol�in�general�surgery�patients�with�TIVA：Results�of�a�randomised,�non-
inferiority,�Phase�IIb/III�trial�(Poster�Discussion��

✦ Iwasaki�S,�Takahashi�K,�Niiya�T,�Sugime�F,�Yamakage�M：Five�cases�of�metal-induced�artifacts�on�MRI�imaging�after�switching�to�the�
MRI-compatible�Medtronic�Sure�Scan?�System�and�perioperative�techniques�

✦ Iwasaki� S,� Hayashi� S,� Yamakage�M：Do�molecularly-targeted� agents� change� practice� in� palliative� care?�A� 10-year,� observational,�
single-center�study�

✦ Chaki�T,�Hirata�N,�Nawa�Y,�Mizuno�E,�Tamashiro�K,�Yamakage�M：Remifentanil�prevents�hyperglycemia�and�hyperlactatemia�during�
cardiopulmonary�bypass�in�children�

✦ Kawamukai� Y,� Kawaguchi� R,� Hirata� N,� Yamakage�M：Effects� of� sugammadex� on� postoperative� bleeding� in� cardiac� surgery� with�
cardiopulmonary�bypass�

✦ Sakai� W,� Yoshikawa� Y,� Hirata� N,� Yamakage� M：Effect� of� remifentanil� during� cardiopulmonary� bypass� on� hemodynamics� and�
postoperative�renal�function�

✦ Kimijima�T,�Edanaga�M,�Yamakage�M：Comparison�of�fluid�sealing�efficacy�of�endotracheal�tube�cuff�using�three-dimensional�printed�
model�of�the�human�trachea�

✦ Igarashi�Y,�Tachibana�S,�Yamakage�M：Usefulness�of�the�infrared�earphone-type�thermometer�in�continuous�temperature�monitoring�
for�pediatrics�during�general�anesthesia�

✦ Hayashi�H,�Koizumi�T,�Sumita�S,�Yamakage�M：Relative�clinical�heat�transfer�effectiveness：forced-air�warming�vs.�conductive�fabric�
electric�warming�

✦ Takahashi�K,�Niiya�T,�Narimatsu�E,�Yamakage�M：Severity�of�myasthenia�gravis� influences�the�relationship�between�TOF�ratio�and�
twitch�tension,�and�run-down�of�rat�endplate�potentials�

✦ Kumita�S,�Tachibana�S,�Hayase�T,�Yamakage�M：Usefulness�of�self-genetic�testing�in�malignant�hyperthermia�patients�
✦ Kazuma�S,�Tokinaga�Y,�Takada�Y,�Hayashi�S,�Azumaguchi�R,�Kimidsuka�M,�Yamakage�M：Both�desflurane� and� sevoflurane� inhibit�

endothelium-dependent�vasodilation�by�different�mechanisms�
✦ Miyashita� R,� Hirata� N,� Kawaguchi� R,� Yoshikawa� Y,� Yamakage� M：Different� effects� of� colloid� and� crystalloid� solutions� for� fluid�

resuscitation�on�hemodynamics�and�renal�function�in�acute�hemorrhagic�shock�rats�
✦ Kimizuka�M,� Takada� Y,� Tokinaga� Y,� Hayashi� S,� Kazuma� S,� Azumaguchi� R,� Yamakage�M：Effects� of� propofol� and� sevoflurane� on�

heating-induced�generation�of�vascular�smooth�muscle�in�rats�
✦ Kazuma�S,�Tokinaga�Y,�Takada�Y,�Hayashi�S,�Azumaguchi�R,�Kimidsuka�M,�Yamakage�M：Effect�of�albumin�on� the�attenuation�of�

endothelium-dependent�vasodilation�of�rat�aorta�treated�by�sialidase�
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✦ Murouchi� T,� Iwasaki� S,� Yamakage� M：Analgesic� effects� and� safety� of� abdominal� compartment� block：comparison� of� quadratus�
lumborum�block,�transverse�plane�block,�and�rectus�sheath�block�after�laparoscopic�surgery�

✦ Akatsuka�M,�Yamamoto�S,� Ichinose�H,�Yamakage�M：Comparison� of� scoring� systems� for� predicting�mortality� in� emergency� room�
patients�with�pulmonary�disease�

✦ Azumaguchi�R,�Satoh�S,�Saitoh�N,�Tatsumi�H,�Masuda�Y,�Yamakage�M：Validation�of�the�new�biomarker�presepsin�for�diagnosis�of�
sepsis�

✦ Kumita�S,�Hirata�N,�Yamakage�M：Pre-anesthetic� stroke� volume�variation� correlates� to�blood�pressure� variation�during� anesthetic�
induction：The�efficacy�of�a�non-invasive�cardiac�output�monitor�AESCULON�mini��

✦ Hirata�N,�Kawamukai�Y,�Uno�A,�Yamakage�M：Effects�of� sugammadex�on�anesthetic�management� in� emergent� caesarean� section�
under�general�anesthesia�

✦ Takada�Y,�Narimatsu�E,�Takahashi�K,�Niiya�T,�Yamakage�M：Elevation�and�suppression�of�paraoxon-induced�epileptic�activity� in�rat�
hippocampus�

✦ Tanahashi� S,� Yamamoto� A,� Edanaga� M,� Yamakage� M：The� optimal� dose� of� intravenous� dexmedetomidine� evaluated� by�
hemodynamics,�respiratory�rate�and�sedation�degree�for�sedation�under�spinal�anesthesia�

✦ Niiyama� Y,� Yamakage�M：Efficacy� of� the� programmed� intermittent� bolus� compared� with� continuous� infusion� in� combination� with�
patient-controlled�epidural�analgesia�for�postoperative�pain�management�after�pylorus-preserving�pancreaticoduodenectomy�

✦ Kunigoh�T,�Murouchi�T,�Niiya�T,�Ichinose�H,�Yamamoto�S,�Yamakage�M：Spread�of�injectate�in�serratus�plane�block：a�cadaver�study�
✦ Murouchi�T,�Iwasaki�S,�Yamakage�M：Comparison�of�spread�of�injectate�after�ultrasound-guided�abdominal�compartment�blockades：

Thiel-embalmed�human�cadaveric�study�
✦ Takada�Y,�Tokinaga�Y,�Hayashi�S,�Kazuma�S,�Kimizuka�M,�Azumaguchi�R,�Yamakage�M：Effect�of�propofol�on�change�of�vascular�tone�

during�cooling�and�rewarming�and�its�mechanism�in�rat�
✦ Namba�Y,�Yamakage�M：Both�dose�and�concentration�affect�the�intrathecal�spread�of�local�anesthetics�in�geriatric�patients�
✦ Tachibana� S,� Hayase� T,� Yamakage�M：Possible�mechanism� of� neuroinflammation� in� the�mouse� hippocampus� using� transcriptome�

analysis�
✦ Hayase� T,� Tachibana� S,� Yamakage� M：Prediction� of� the� molecular� mechanism� of� postoperative� nausea� and� vomiting� using�

transcriptome�analysis�
✦ Kikuchi� K-I,� Hirata� N,� Yamakage� M：Assessing� the� efficacy� of� inflationary� non-invasive� blood� pressure� monitoring� during� the�

induction�period�of�general�anesthesia�
✦ ��
✦ American�Heart�Association�Scientific�Sessions�2015.�Orlando,�FL,�USA.�Nov.�07-11,�2015�
✦ Kawaguchi� R,� Hirata� N,� Yoshikawa� Y,� Chaki� T,� Yamakage� M：Nitrite� ameliorates� sepsis-induced� myocardial� dysfunction� via�

mitochondrial�protection�
��

2016��
��
45th�Critical�Care�Congress�2016.�Orlando,�Florida,�USA.�Feb.�20-24,�2016�
✦ Akatsuka�M,� Yamamoto�S,� Ichinose�H,� Yamakage�M：Clinical� outcomes� of� extracorporeal�membrane� oxygenation� in� patients�with�

severe�refractory�respiratory�failure�
��
IARS�2016�Annual�Meeting�and�International�Science�Symposium.�San�Francisco,�USA.�May�21-24,�2016�
✦ Akatsuka�M,�Yamamoto�S,�Yamakage�M：Management�of�unexpected�cardiopulmonary�bypass�during�video-assisted�thoracic�surgery�

due�to�massive�hemorrhage�
��
Euroanaesthesia�2016�Congress.�London,�United�Kingdom.�May�28-30,�2016�
✦ Ohno� S,� Yoshikawa� Y,� Hirata�N,� Yamakage�M：Comparison� of� cardiac� output�measurement� using� LIDCOrapidTM� and� pulmonary�

artery�catheters�in�an�Asian�population�
��
The�16th�World�Congress�pf�Anaesthesiologists�(WCA�2016).�Hong�Kong,�China.�Aug.�28-Sep.�2,�2016�
✦ Kazuma� S,� Tokinaga� Y,� Takada� Y,� Hayashi� S,� Yamakage� M：Both� desflurane� and� sevoflurane� inhibit� endothelium-dependent�

vasoconstriction�by�different�mechanisms�
✦ Kimizuka�M,�Tokinaga�Y,�Yamakage�M：Effect�of�sevoflurane�and�desflurane�on�ropivacaine-induced�contraction�of�rat�aortic�smooth�

muscle�
��
16th�World�Congress�on�Pain�(IAPS�2016).�Yokohama,�Japan.�Sep.�26-30,�2016�
✦ Masuda�R,�Yamakage�M,�Tanaka�N,�Sekiyama�H,�Gushiken�T,�Yamaura�K,�Nakatsuka�H：Reporting�of�adverse�events�related�to�pain�

management：a�3-year�survey�of�the�Japan�Society�of�Pain�Clinicians�Board�Certified�Training��acilities�
✦ Shindo�Y,�Iwasaski�S,�Mimura�M,�Niiyama�Y,�Yamakage�M：Opioid�therapy�in�Japanese�patients�with�chronic�non-cancer�pain�and�its�

everyday�impact�
��
44th�SNACC�annual�meeting.�Chicago,�USA.�Oct.�20-21,�2016�
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✦ Sawada�A,�Illum�BE,�Jian�M,�WackerbarthJ,�Egawa�J,�Schilling�JM,�Marsala�M,�Patel�PM,�Head�BP,�Yamakage�M：Neuron-targeted�
caveolin-1�delays�onset�and�extends�survival� in�the�hSOD1G93A�mouse�model�of�amyotrophic�lateral�sclerosis�(Resident�Research�
Travel�Award)�

��
The�annual�meeting�of�the�American�Society�of�Anesthesiologists.�Chicago,�USA.�Oct.�22-26,�2016�
✦ Omote�M,� Tachibana� S,� Yamakage�M：Blood� concentrations� of� propofol� predicted� by� current� major� pharmacokinetic� models� are�

higher�in�Japanese�patients�on�constant�rate�infusions�(Oral�presentation)�
✦ Kikuchi�K-I,�Hirata�N,�Koyanagawa�M,�Uzduki�M,�Kawachi�S,�Yamakage�M：Assessing�the�efficacy�of�inflationary�noninvasive�blood�

pressure�technology�during�the�induction�period�of�general�anesthesia�for�patients�with�arteriosclerosis�
✦ Namba� Y,� Yamakage� M：Intrathecal� spread� of� local� anesthetics� in� higher� in� the� hypobaric� local� anesthetic� group� than� in� the�

hyperbaric�local�anesthetic�group�under�lateral�position：Spinal�anesthesia�for�lower�extremity�surgery�in�geriatric�patients�
✦ Chida�Y,�Tachibana�S,�Wakasugi�K,�Yamakage�M：Usefulness�of�a�non-invasive�core�temperature�monitoring�system�Temple�Touch�

ProTM�during�general�anesthesia�
✦ Tanaka� T,�Hayase� T,� Chaki� T,� Tachibana�S,�Omote�M,� Yamakage�M：Analysis� of� cause� of� failure� regarding� 103� cases� of� awake�

craniotomy�
✦ Hashimoto�Y,�Chaki�T,�Yoshikawa�Y,�Tokinaga�Y,�Hirata�N,�Yamakage�M：Video�glass� reduces�preoperative�anxiety�compared�with�

DVD�player�in�pediatric�anesthesia�
✦ Sawada�A,�Illum�BE,�Jian�M,�WackerbarthJ,�Egawa�J,�Schilling�JM,�Marsala�M,�Patel�PM,�Head�BP,�Yamakage�M：Neuron-targeted�

caveolin-1�delays�onset�and�extends�survival�in�the�hSOD1G93A�mouse�model�of�amyotrophic�lateral�sclerosis�
✦ Hirata�N,�Chaki�T,�Yamakage�M：Oxygen�reserve�index�provides�a�safer�airway�management�during�awake�fiberoptic�intubation�and�

rapid�sequence�intubation：Case�Series�
✦ Yoshikawa�Y,�Hirata�N,�Nawa�Y,�Sugai�H,�Yamakage�M：Oropharyngeal�leak�pressure�of�i-gelTM�improves�after�insertion�in�pediatric�

patients�
✦ Nishihara� N,� Kawaguchi� R,� Kumita� S,� Edanaga� M,� Yamakage� M：Point-of-care� monitoring� Sonoclot?� reduced� the� amount� of�

intraoperative�fresh�frozen�plasma�administration�in�cardiac�surgery�under�cardiopulmonary�bypass�
✦ Hoshi� T,� Edanaga� M,� Kawaguchi� R,� Yamakage� M：Blood� clotting� function� and� platelet� function� monitoring� by� Sonoclot®� at� the�

operation�day�after�discontinuation�of�antiplatelet�and�anticoagulant�
✦ Akatsuka�M,�Yamamoto�S,�Yamakage�M：Clinical�characteristics�and�outcomes�of�the�patients�aged�90�years�and�over�with�surgery�
✦ Kimijima�T,�Edanaga�M,�Yamakage�M：Laryngeal�mucosal�pressure�exerted�by� i-gelTM：an�experimental� study� in�Japanese�human�

cadavers�
✦ Kimijima� T,� Edanaga�M,�Hayashi� S,� Yamakage�M：Relationship� between� intracuff� pressure� of� the� endotracheal� tube� and� exerted�

pressure�on�the�inner�tracheal�wall�
✦ Hirata�N,�Chaki�T,�Yamakage�M：Pre-� and� intra-operative� adrenergic� blockades�have� less� effects� on� adrenergic� responses�during�

surgical�manipulation�of�pheochromocytoma�
✦ Niiyama�Y,�Yamakage�M：Efficacy�of�continuous�paravertebral�block�with�the� lamina�technique�for�postoperative�pain�management�

after�microtia�reconstructive�surgery�with�surgery�compared�with�single�intercostal�nerve�block�with�0.75%�ropivacaine�(retraction)�
✦ Iwasaki�S,�Yamakage�M：Comparison�of�blind�intubation�through�i-gelTM�and�through�air-QTM�with�different�types�of�tracheal�tube�

(Parker�Flex-TipTM�tracheal�tube�and�standard�tube)：a�manikin�study�
��

2017��
��
37th�International�Symposium�on�Intensive�Care�and�Emergency�Medicine.�Brussels,�Belgium.�Mar.�21-24,�2017�
✦ Akatsuka� M,� Arakawa� J,� Yamakage� M：Clinical� manifestations� and� diagnosis� of� the� patients� with� cerebral� venous� thrombosis：

retrospective�study�and�literature�review�
��
Euroanaesthesia�2017�Congress.�Genova,�Switzerland.�June�03-05,�2017�
✦ Kimizuka�M,�Tokinaga�Y,�Hayashi�S,�Azumaguchi�R,�Yamakage�M：Influence�of�Propofol�and�dexmedetomidine�on�oxytocin-induced�

contractions�of�isolated�pregnant�rat�myometrium�
✦ Omote� M,� Tachibana� S,� Hayase� T,� Yamakage� M：Establishment� of� protocol� for� measurement� of� serum� concentration� of� local�

anesthetic�levobupivacaine�in�patients�undergoing�awake�craniotomy�
��
The�International�Society�on�Thrombosis�and�Haematosis�(ISTHTM)�2017�Congress.�Berlin,�Germany.�July�08-13,�2017�
✦ Azumaguchi� T,� Tokinaga� Y,� Kimizuka� M,� Kazuma� S,� Hayashi� S,� Yamakage� M：Validation� if� hemostatic� impairment� induced� by�

hydroxyethyl�starch�in�vivo�
��
The�annual�meeting�of�the�American�Society�of�Anesthesiologists.�Boston,�USA.�Oct.�21-25,�2017�
✦ Sawada� A,� Kumeta� Y,� Tanaka� S,� Uzuki� M,� Yamasawa� Y,� Kamada� Y,� Tsujiguchi� N,� Sumita� S,� Yamakage� M：Association� of� 6%�

hydroxyethyl� starch�130/0.4�with� acute� kidney� injury� in� surgical� patients� in� the� postoperative� period：a�multicenter� retrospective�
study�(Oral�presentation)�

✦ Yoshikawa� Y,� Hirata� N,� Kawaguchi� R,� Tokinaga� Y,� Chaki� T,� Yamakage�M：Dexmedetomidine� maintains� its� direct� cardioprotective�
effect�against�ischemia/reperfusion�injury�in�hypertensive�hypertrophied�myocardium�
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✦ Hirata�N,�Chaki�T,�Yamakage�M：Oxygen�reserve�index�correlates�to�end-tidal�oxygen�concentration�during�oxygenation�via�a�tight-
fitted�face�mask�

✦ Kawaguchi�R,�Hirata�N,�Yamakage�M：Nitrite�ameliorates�septic�myocardial�dysfunction�via�mitochondrial�protection�
✦ Tachibana� S,�Omote�M,� Yamakage�M� (CTS� group� in� Japan)：The� equivalent� performance� between�CE-Thermo?� and�CoreTemp?�

during�general�anesthesia�?�multicenter�observational�study�in�Japan�
✦ Matsumoto�T,�Osuda�M,�Edanaga�M,�Yamamoto�A,�Ihara�S,�Tanaka�S,�Yamakage�M：Comparison�of�Mill�SusTM-guided�radial�artery�

catheterization�with�the�long-axis�ultrasound-guided�method�
✦ Kumita� S,� Murouchi� T,� Arakawa� J,� Yamakage� M：Ultrasound-guided� maxillary� and� mandibular� nerve� blocks� for� analgesia� in�

gnathoplasty：a�case�control�study�
✦ Tachibana�S,�Hayase�T,�Yamakage�M：Effect�of�surgical�insult�under�sevoflurane�exposure�on�the�comprehensive�mRNA�expression�

profile�of�the�elderly�mouse�hippocampus�
✦ Sakai�W,�Hirata�N,�Yamakage�M：Angiotensin�II�receptor�blocker�reduces�the�incidence�of�acute�kidney�injury�after�cardiac�surgery�
✦ Hasegawa�G,�Kawaguchi�R,�Hirata�N,�Yamakage�M：Differential� effects�of�desflurane�and�sevoflurane�on� the�amount�of� fentanyl�

used�during�cardiac�surgery�with�cardiopulmonary�bypass�
✦ Omote�M,�Tachibana�S,�Yamakage�M：A�new�pharmacokinetic�model�of�propofol�in�Japanese�patients�on�constant�rate�infusion�
✦ Chaki�T,�Nawa�Y,�Tamashiro�K,�Yamakage�M：Pain�management�after�atrial�septal�defect�closure�with�lateral�thoracic�approach�using�

continuous�retrolaminar�block�
✦ Niiyama�Y,�Yamakage�M：Efficacy�of�continuous�paravertebral�block�with�the� lamina�technique�for�postoperative�pain�management�

after�microtia�reconstructive�surgery�with�surgery�compared�with�single�intercostal�nerve�block�with�0.75%�ropivacaine�
✦ Namba�Y,�Yamakage�M,�Yama�N：CT�(computed�tomography)�myelogram�study�of�the�conus�medullaris�position：comparison�with�a�

cadaver�study�
✦ Hagiwara�H,�Kazuma�S,�Wakasugi�K,�Kubo�M,�Yamakage�M：Comparison�of�the�TOF-Cuff?�neuromuscular�transmission�monitor�and�

TOF-Watch�SXTM�
✦ Takahashi� K,� Hirata� N,� Yamakage� M：Unexpected� acute� myocardial� infarction� just� after� pancreaticoduodenectomy� in� a� patient�

without�preoperative�cardiac�risk�
✦ Igarashi� Y,� Kumeta� Y,� Otsuki� I,� Kiya� T,� Nakabayashi� K,� Yamakage� M：Acute� progressive� and� miserable� infection� of� Clostridium�

perfringens：a�case�report�

2018�
��
Euroanaesthesia�2018�Congress.�Copenhagen,�Denmark.�June�02-04,�2018�
✦ Takahashi�K,�Yoshikawa�Y,�Edanaga�M,�Yamakage�M：Analysis�of�the�effect�of�dexmedetomidine�on�platelet�function�with�TEG6s?�

Platelet�Mapping?�assay�in�whole�blood�
✦ Tanaka�S,�Tachibana�S,�Omote�M,�Chaki�T,�Tokinaga�Y,�Yamakage�M：Investigation�of�awake�craniotomy�cases�for�elderly�patients�

using�dexmedetomidine：Case�series�
✦ Kimizuka�M,� Tokinaga� Y,� Kazuma� S,� Azumaguchi� R,� Hamada� K,� Yamakage�M：Influence� of� anesthetic� agents� on� contractions� of�

pregnant�rat�myometrium�in�vivo�
✦ Tachibana�S,�Yamakage�M：Dexmedetomidine�attenuates�up-regulation�of�the�Rtn4rl2�gene�and�restores�down-regulation�of�the�Syt1�

gene�induced�by�sevoflurane/surgery�stress�in�the�hippocampus�of�elderly�mice�
✦ Azumaguchi� T,� Tokinaga�Y,� Kimizuka�M,� Kazuma�S,�Hamada�K,� Yamakage�M：Usefulness� of� Sonoclot™� for� detection� of� residual�

effects�of�antiplatelet�agents：a�pilot�study�
��
The�annual�meeting�of�the�American�Society�of�Anesthesiologists.�San�Francisco,�USA.�Oct.�13-17,�2018�
✦ Chaki�T,�Hirata�N,�Tokinaga�Y,�Yoshikawa�Y,�Kawaguchi�R,�Yamakage�M：Lipid,� a� solvent�of�propofol,� induces�muscle�wasting�via�

oxidative�stress�
✦ Nakayama�Y,�Inagaki�Y,�Nagato�M,�Yamasawa�Y,�Yamakage�M：Can�a�novel�double-lumen�tube�with�a�movable�bronchial�cuff�reduce�

the�incidence�of�malposition�of�the�bronchial�cuff?�?�evaluation�of�the�clinical�usefulness�
✦ Nagato�M,�Nakayama�Y,�Yamasawa�Y,�Yamakage�M：Usefulness�of� a�new�model�Airway�Scope� for� anesthesiologists� in� simulated�

difficult�airway�scenarios�?�Comparison�with�Airtraq�and�Macintosh�laryngoscope�?�
✦ Saito� K,� Yoshikawa� Y,� Edanaga� M,� Sawashita� Y,� Yamakage� M：Effect� of� preoperative� aortic� regurgitation� and� residual� aortic�

regurgitation�after�transcatheter�aortic�valve�replacement�on�left�ventricular�reverse�remodeling�
✦ Azumaguchi� R,� Tokinaga� Y,� Kimizuka� M,� Kazuma� S,� Hamada� K,� Yamakage� M：Validation� of� hemostatic� impairment� induced� by�

hydroxyethyl�starch�in�vivo�
✦ Kii� N,� Hirahata� T,� Edanaga� M,� Yamakage� M：A� randomized� trial� comparing� the� incidences� of� sore� throat� caused� by� the� LMA�

ProtectorTM�and�LMA�SupremeTM�
✦ Kii�N,�Sawada�A,�Yamakage�M：Dexmedetomidine�attenuates� isoflurane-induced�cognitive�dysfunction� in�mice�subjected� traumatic�

brain�injury�
✦ Kimizuka�M,�Tokinaga�Y,�Taguchi�M,�Takahashi�K,�Yamakage�M：The�effectiveness�of�ACCURO�(a�handheld�ultrasound�device�for�

epidural�anesthesia)�
✦ Kazuma� S,� Tokinaga� Y,� Kimizuka�M,� Azumaguchi� R,� Hamada� K,� Yamakage�M：Sevoflurane� promotes� regeneration� of� endothelial�

glycocalyx�damaged�by�oxidative�stress�by�restoring�the�sialytransferase,�ST6Gal-I�
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✦ Omote�M,�Tachibana�S,�Chaki�T,�Honma�H,�Yamakage�M：Anesthetic� challenges� for� deep�brain� stimulation� having� low�back�pain�
patient�using�combination�of�epidural�anesthesia,�dexmedetomidine�sedation�and�scalp�block�

✦ Hirata�N,�Soutome�S,�Honma�H,�Yamakage�M：Repeated�failed�extubation�after�laparoscopic�colectomy�in�the�steep�Trendelenburg�
position�

✦ Sawada�A,�Kusakai�M,�Kii�N,�Tokinaga�Y,�Hirata�N,�Yamakage�M：Epidural�anesthesia�combined�with�sedation�by�dexmedetomidine�
for�appendectomy�in�a�patient�with�amyotrophic�lateral�sclerosis�

✦ Kumita� S,� Tachibana� S,� Ichimiya� T,� Yamakage�M：Continuous� rectus� sheath� block� in� a� patient� with� postoperative� rectus� sheath�
hematoma：a�case�report�

��

2019��
��
Euroanaesthesia�2019�Congress.�Vienna,�Austria.�June�01-03,�2019�
✦ Terada�H,�Hiirata�N,�Sawashita�Y,�Yoshikawa�Y,�Yamakage�M：Acute�hypobaric�hypoxia�attenuates�myocardial� ischemia�reperfusion�

injury�in�rats�
✦ Kii� N,� Sawada� A,� Yoshikawa� Y,� Yamakage� M：Dexmedetomidine� ameliorates� isoflurane-induced� cognitive� dysfunction� in� mice�

subjected�to�chronic�brain�trauma�by�attenuating�microglial�activation�
✦ Kimizuka�M,�Tokinaga�Y,�Kazuma�S,�Azumaguchi�R,�Hamada�K,�Yamakage�M：Mechanisms�and� influence�of�anaesthetic�agents�on�

contractions�of�the�pregnant�rat�myometrium�in�vivo�
✦ Sato�S,�Kondo�M,�Edanaga�M,�Yamakage�M：Comparison�of�the�changes� in�cerebral�oxygenation�during�one-lung�ventilation�when�

using�propofol�with�desflurane�
✦ Sawashita�Y,�Hirata�N,�Yoshikawa�Y,�Terada�H,�Yamakage�M：Limb�remote�ischemic�preconditioning�protects�against�cardiac�ischemia�

and�reperfusion�injury�via�modulation�of�the�secretion�of�desacyl�ghrelin�in�rats�
✦ Azumaguchi� T,� Tokinaga� Y,� Kimizuka� M,� Kazuma� S,� Hamada� K,� Yamakage� M：Validation� of� hemostatic� impairment� induced� by�

hydroxyethyl�starch�(HES)�in�vivo�
✦ Nakayama� Y,� Tomoyoshi�M,� Ino� A,� Yamakage�M：An� evaluation� of� double� lumem� tube� using� a� rigid� video� laryngoscope� (Airway�

Scope)�in�simulated�difficult�airway�scenarios：comparison�with�Airtraq�and�Macintosh�laryngoscope�
��
The�17th�International�Congress�of�Cardiothoracic�and�Vascular�Anesthesia.�Seoul,�Korea.�June�06-08,�2019�
✦ Sawashita� Y,� Hirata� N,� Yoshikawa� Y,� Terada� H,� Yamakage�M：Sevoflurane� releases� deacyl� ghrelin� for� the� cardioprotection� from�

ischemia�and�reperfusion�injury�
��
The�XXVII�Congress�of�the�International�Society�on�Thrombosis�and�Haemostasis�(ISTH).�Melbourne,�Australia.�July�06-10�
✦ Azumaguchi� R,� Tokinaga� Y,� Kimizuka� M,� Kazuma� S,� Hamada� K,� Yamakage� M：Validation� of� hemostatic� impairment� induced� by�

hydroxyethyl�starch�(HES)�due�to�influence�on�vascular�endothelium�
��
Annual�ESRA�Congress�2019.�Bilval,�Spain.�Sep.�11-14,�2019�
✦ Sawada�A,�Sotome�S,�Kusakai�M,�Yamakage�M：Successful�anesthetic�management�for�total�mastectomy�in�a�pregrant�woman�using�

general�anesthesia�combined�with�continuous�erector�spinae�plane�block：a�case�report�
✦ Kumita�S,�Ueshima�H,�Otake�H,�Yamakage�M：A�cadaveric�study�of�ultrasound-guided�inferior�alveolar�nerve�block�
��
ESICM�32nd�Annual�Congress.�Berlin,�Germany.�Sep.�28-Oct.02,�2019�
✦ Akatsuka� M,� Masuda� Y,� Tatsumi� H,� Yamakage� M：Intravenous� immunoglobulin� therapy� is� associated� with� favorable� outcome� in�

patients�with�severe�infection�having�a�low�level�of�immunoglobulin�G�
��
The�annual�meeting�of�the�American�Society�of�Anesthesiologists.�Orlando,�USA.�Oct.�19-23,�2019�
✦ Sawada� A,� Kii� N,� Yamakage� M：Pregnancy� improves� neuropathic� pain� in� mice� through� suppression� of� microglia� in� the� anterior�

cingulate�cortex�(Poster�Discussion,�Featured�abstracts�II)�
✦ Hamada�K,�Tokinaga�Y,�Sato�T,�Azumaguchi�R,�Kimizuka�M,�Kazuma�S,�Yamakage�M：Goreisan,�a�herbal�medicine,�prevents�water�

movement�by�inhibiting�aquaporin�4�of�astrocyte�
✦ Hirata�N,�Ngo�D-T,�Phan�P-H,�Ainai�A,�Phung�TTB,�Tuan�T-A,�Dien�T-M,�Kawachi�S,�Nakajima�N,�Hai�L-T,�Yamakage�M：Preliminary�

study�on�recombinant�human�thrombomodulin�for�severe�pneumonia-induced�ARDS�complicated�with�DIC�in�pediatric�patients�
✦ Sotome�S,�Sawada�A,�Yamakage�M：Erector�spinae�plane�block�versus�retrolaminar�block�for�postoperative�analgersia�after�breast�

cancer�surgery�
✦ Samala� KB,� Iwasaki� S,� Takahashi� K,,� Mizukami� N,� Yamakage� M：Emergency� Cesarean� section� in� a� patient� with� multidrug�

hypersensitivity�
✦ Sato�Y,�Edanaga�M,�Yamakage�M：Cerebral�oxygenation-guided�intervention�of�FIO2�for�a�patient�with�interstitial�pneumonia�during�

one-lung�ventilation�
✦ Hasegawa�G,�Yoshikawa�Y,�Hirata�N,�Yamakage�M：Impaired�platelet�aggregation�in�response�to�ADP�in�a�patient�with�chronic�ITP�

evaluated�by�PlateletMapping�ADP�assay�
✦ Nishihara�N,�Tachibana�S,�Sonoda�H,�Yamakage�M：A�patient�with�myotonic�dystrophy�diagnosed�by�sudden�respiratory�failure�?�a�

case�report�
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✦ Yamanaka�M,�Otsuki�I,�Edanaga�M,�Yamakage�M：A�case�of�the�posterior�longitudinal�ligament�ossification�diagnosed�after�general�
anesthesia�

✦ Kii�N,�Kimizuka�M,�Yamakage�M：Perioperative�management�of�peripartum�cardiomyopathy�
✦ Kumita�S,�Ueshima�H,�Otake�H,�Yamakage�M：One� case� of� unexpected�mandibular� nerve� block� after� ultrasound-guided�maxillary�

nerve�block�
✦ Kimizuka�M�Kii�N,�Yamakage�M：Spinal�anesthesia�for�multiple�sclerosis�
✦ Iwasaki�S,�Hamada�K,�Takahashi�K,�Takahashi�M,�Mizukami�N,�Mizuno�E,�Yamakage�M：Epidural�analgesia�for�the�treatment�of�colic�

attack�with�retrocaval�ureter�in�late�pregnancy�complicated�with�marginal�placenta�previa�
��

2020�
��
The�annual�meeting�of�the�American�Society�of�Anesthesiologists.�Virtual,�USA.�Oct.�19-23,�2020�
✦ Ochiai� G,� Sawada� A,� Yamakage�M：Cervical� spine� movement� in� mask� ventilation� with� a� new� two-handed� technique� of� mandible�

advancement-mouth�opening�
✦ Kumita�S,�Sawada�A,�Yamakage�M：Analgesic�effect�of�ultrasound-guided�nerve�block�for�endoscopic�sinus�surgery：a�case�series��
✦ Sato�Y,�Niiyama�Y,�Ochiai�G,�Yamakage�M：Continuous�epidural�infusion�of�morphine�without�local�anesthetics�reduces�postoperative�

pain�and�improves�the�quality�of�recovery�compared�with�morphine�IV-PCA�for�robot-assisted�rectal�resection��
��

2021�
��
The�annual�meeting�of�the�American�Society�of�Anesthesiologists.�Virtual,�USA.�Oct.�19-23,�2021�
✦ Sawada�A,�Yamakage�M：Pregnancy�improves�neuropathic�pain�in�mice�via�upregulation�of�delta�opioid�receptor�in�anterior�cingulate�

cortex�(Best�abstract)�
✦ Yoshinaka�A,�Tachibana�S,�Nakajima�H,�Edanaga�M,�Yamakage,�M：Temperature� agreement� during� anesthesia� between� neck�with�

zero-heat-flux�thermometry�and�esophageal�temperature�
✦ Kikuchi� K-I,� Kazuma� S,� Yamakage� M：Effects� of� epidural� analgesia� and� fentanyl-based� intravenous� analgesia� on� postoperative�

inflammation�in�patients�undergoing�laparoscopic�rectectomy�and�sigmoidectomy：a�retrospective�study�
✦ Sato�T,�Tokinaga�Y,�Hamada�K,�Yamakage�M：Effect�of�remimazolam�on�angiotensin�II-induced�vasoconstriction�
✦ Iwasaki�S,�Takahashi�K,�Yamakage,�M：The�preservation�of�anesthesia�records�and�utilization�of�big�data�using�blockchain�lisk�
��

2022�
��
The�annual�meeting�of�the�American�Society�of�Anesthesiologist.�New�Orleans,�USA.�Oct.�22-25,�2022�
✦ Hasegawa�G,�Hirata�N,�Yoshikawa�Y,�Hamada�K,�Tanaka�S,�Kakita�A,�Yamakage�M：Hyperlactatemia�is�an�indicator�of�acute�kidney�

injury�in�adult�cardiac�surgery�with�cardiopulmonary�bypass�

��

2023�
��
Euroanaesthesia�2023�Congress.�Glasgow,�the�United�Kingdom.�June�03-05,�2023�
✦ Satoh� S,� Chaki� T,� Hirahata� T,� Aoyama� T,� Toda� T,� Yamakage�M：Production� of� in� vitro� human� blood-placental� barrier�model� and�

verification�of�remimazolam�permeability�
✦ Hamada� K,� Tokinaga� Y,� Sato� T,� Horiguchi� Y� Kimizuka� M,� Yamakage� M：Remimazolam,� a� benzodiazepine� intravenous� anesthetic,�

promotes�water�transfer�in�astrocytes�
��
6th�World�Congress�on�Regional�Anesthesia�&�Pain�Medicine�(The�40th�ESRA�Annual�Congress).�Paris,�France.�Sep.�06-09,�2023�
✦ Kumita�S,�Chaki�T,�Sawada�A,�Yamakage�M：Effect�of�ultrasound-guided�maxillary�and�inferior�alveolar�nerve�block�in�two-jaw�plastic�

surgery：a�single-blinded�randomized�controlled�trial�in�two�centers�
✦ Muraki�M,� Kumita� S,� Yamakage�M：Changes� in� electrical� impedance� values� of� the� nerve� block� needle� tip� during� popliteal� sciatic�

nerve：a�report�of�three�cases�
✦ Kii�N,�Kimizuka�M,�Someya�M,�Yamakage�M：Successful�management�of�labor�epidural�analgesia�for�a�nulliparouswoman�with�prior�

spinal�surgery�of�congenital�scoliosis�and�tibial�deficiency�
��
The�annual�meeting�of�the�American�Society�of�Anesthesiologist.�San�Francisco,�USA.�Oct.�13-17,�2023�
✦ Iwasaki�S,�Ohmori�K,�Mizukami�N,�Morohara�S,�Yamakage�M：Effective�and�safe�switch�from�oral�NSAIDs�to�a�novel�diclofenac�tape�

(ZICTHORU®)�in�a�patient�with�cabozantinib-induced�liver�injury：consideration�of�the�first�pass�effect��
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! Nishihara N, Tachibana S, Yamakage M：A novel wireless temperature monitoring device Monipatch can measure the core
temperature accuracy�

The 67th annual meeting in Taiwan Society of Anesthesiologists. Taichung, Taiwan. Nov. 11.04-05, 2023
! Yamakage M：�nvited lecture��ptimi�ation of �ntraoperative �luid therapy��

2024�

International Conference on Anesthesia Patient Safety (ICAPS) 2024. Tokyo, Japan. Feb. 09-11, 2024
! Yamakage M：Session 2A. Expectations for anesthesia professionals focusing on patient safety. Directions and strategies to improve

patient safety in �apan：The �apanese Society of Anesthesiology ��SA� perspective�

The annual meeting of the European Society of Regional Anesthesia 2024. Prague, Czech Republic. Sep. 04-07, 2004
! Muraki M, Chaki T, Kumita S, Sawada A, Yamakage M：Effect of ultrasound-guided maxillary nerve block in tonsillectomy：a double-

blind, placebo-controlled, randomised controlled trial�

ASA ���⽣の発表を加�る�

当講座からの海外発表数の推移

こちらのグラフは，過去15年間にわたる当講座の海外発表数の推移を⽰したものです。グラフを⾒ると，⼭蔭が教授に就任して以降，当講
座は海外で⾮常に多くの演題を発表し，その活動がピークに達していたことがわかります。2012年には42件もの発表があり、世界的な⿇酔
�学の研究において⼤きな��を�たしていたことが⽰されています。�
しかし，2020年に新型コロナウイルス感染症のパンデミックが発⽣し，世界的に海外渡航が制限されたことにより，海外での発表活動が

��に��しました。2020年には渡航が���とな�たた�発表数がわ�か1件に�まり，2021年もわ�か4件と��しています。�
2023年にはパンデミックの影響がまだ残りつつも，発表数は8件に回復の兆しを⾒せましたが，渡航制限が解除されて以降も，発表数は

以�の��には達していませ�。この�向は，ポストコロナ�においてもなお，多くの�題が残されていることを⽰�しています。�
とくに，オンライン開催やハイブリッド形式の学会が増加したことで，実際の渡航を伴わない発表機会が拡⼤した⼀⽅で，国際学会での直

接的な交流が依然として⼗分に再開されていない現状があります。当講座においても，今後はこれまでの積極的な国際活動を取り戻し，演題
数をさらに増加させる��が��られるでし��。�
このグラフからは，ポストコロナの時代に向けた新たな戦略を模索し，国際的な研究活動を再び活発化させる必要性が浮き彫りにされてい

ます。�
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1. ⼭蔭道明：招待講演「全⾝⿇酔におけるレミフェンタニルの役割」．⿅児島⿇酔セミナー（⿅児島） 2009.01.31 （案内プログラ
ムの�）�

2. ⼭蔭道明：講演「臨床研究の進め⽅」．広島⿇酔・集中治療フォーラム（広島） 2009.05.09 （案内プログラムの�）�
3. ⼭蔭道明：教育講演「バイタルサインからわかること」．第56回北海道薬学⼤会（札幌） 2009.05.31 （案内プログラムの�）�
4. ⼭蔭道明：共催セミナー講演（3）「エスラックス®（ロクロニウム）使⽤における私のコツ」．⽇本⿇酔科学会第56回学術⼤会（神

⼾） 2009.08.16-18（案内プログラムの�）�
5. ⼭蔭道明：シンポジウム（19）「周術期管理チームに関するアンケートー⼿術室運営の今後の⽅向性」．⽇本⿇酔科学会第56回学術

⼤会（神⼾） 2009.08.16-18（案内プログラムの�）�
6. ⼭蔭道明：ランチョン講演（Ⅱ）「周術期体温管理における新しいデバイスー連続測定型⽿式体温計ＣＥサーモー」．第37回⽇本⻭

科⿇酔学会（名古屋） 2009.10.08-09 ランチョンセミナーⅡ「周術期体温管理における新しいデバイスー連続測定型⽿式体温計
ＣＥサーモー」⽇本⻭科⿇酔学会誌第37回⽇本⻭科⿇酔学会総会・学術集会プログラム・抄録�2009,�37(4),�377.��

7. ⼭蔭道明：⿇酔科の最近のトピックス．道南⿇酔科医会講演会（函館） 2009.10.23（案内プログラムの�）�
8. ⼭蔭道明：教育講演（1）「吸⼊⿇酔薬の最近の知⾒」⽇本臨床⿇酔学会第29回⼤会（浜松） 2009.10.29-31�
9. ⼭蔭道明：ランチョン講演（1）「看護視点で考える⼿術中の体温管理」．第23回⽇本⼿術看護学会年次⼤会（幕張） 2009.11.13�
10. ⼭蔭道明：特別講演「結構いいぞ！βブロッカー」．第23回旭川全⾝管理研究会（旭川） 2009.12.19（案内プログラムの�）�
11. ⼭蔭道明：特別講演Ⅱ「⿇酔科学領域のトピックス」．第20回秋⽥��研究会（秋⽥） 2010.01.28（案内プログラムの�）�
12. ⼭蔭道明：特別講演「レミフェンタニル：その特徴と使い⽅」．第14回宮城県静脈⿇酔・局所⿇酔研究会（仙台） 2010.03.13 

第14回宮城県静脈⿇酔・局所⿇酔研究会プログラム・抄録集�2010;�p.13.�
13. ⼭蔭道明：講演「HES�and�Coagulation」．FRACTA�Japan�2010（東京） 2010.03.28 （案内プログラムの�）�
14. ⼭蔭道明：特別講演「周術期とβブロッカー−エビデンスと使⽤のコツ−」．釧路周術期管理セミナー（釧路） 2010.04.15（案内

プログラムの�）�
15. ⼭蔭道明：モーニングセミナー講演「体温管理とそのモニター」．第21回⽇本臨床モニター学会総会（札幌） 2010.04.24 臨床

モニター�2010;�21�(Suppl.)：S40.�
16. ⼭蔭道明：特別講演「⿇酔科学の最近のトピックス」．平成22年度札幌医科⼤学外科学第⼀講座同⾨会総会（札幌） 2010.05.08

（案内プログラムの�）�
17. ⼭蔭道明：講演「⿇酔科学の最近のトピックス」．中村記念病院講演会（札幌） 2010.05.17（案内プログラムの�）�
18. ⼭蔭道明，周 静：喫煙・⿇酔薬の気管⽀平滑筋に及ぼす影響．学会企画3学術委員会企画：JAシンポジウム「呼吸治療研究の最前

線：⿇酔科医の役割」．⽇本⿇酔科学会第57回学術⼤会（福岡） 2010.06.03-05（案内プログラムの�）�
19. 新⾕知久，⼭蔭道明：⿇酔と⾎液凝固線溶系．シンポジウム14「⾎液凝固・炎症反応の関連と臓器障害」．⽇本⿇酔科学会第57回学

術⼤会（福岡） 2010.06.03-05（案内プログラムの�）�
20. ⼭蔭道明：講演「ここがすごいぞ！⿇酔科学」．平成22年度SSH科学講演会（⿅嶋市：清真学園⾼等学校） 2010.06.19（案内プ

ログラムの�）�
21. ⼭蔭道明：講演「Apollo：Dräger� Medical� Japan」．バトルオンセミナー「⿇酔器」．第7回⿇酔科学サマーセミナー（宮古市） 

2010.06.25-27 第7回⿇酔科学サマーセミナープログラム．バトルオンセミナー「⿇酔器」．p.�15,�2010.�
22. ⼭蔭道明：特別講演「周術期における体温モニター」．福岡周術期モニタリングセミナー（福岡） 2010.07.10（案内プログラムの

�）�
23. ⼭蔭道明：教育講演3「⼿術室におけるリスクマネジメント」．⽇本病院脳神経外科学会（釧路） 2010.07.17-18 第13回⽇本病

院脳神経外科学会プログラム・抄録集�2010,�p.�103.�
24. ⼭蔭道明：講演「看護研究に必要なやさしい統計学」．あけぼの地区学術講演会（旭川） 2010.07.29 看護研究に必要なやさし

い統計学テキスト�2010,�1-36.�
25. ⼭蔭道明：講演：「3.� ⼿術室で使⽤するモニター」．第1回ナースのための周術期管理セミナー（札幌） 2010.07.31 第1回ナー

スのための周術期管理セミナーテキスト�2010,�p.�37-46.�
26. ⼭蔭道明：特別講演「周術期輸液管理の新戦略−Enhanced� Recovery� Fluid� Management」．第8回周術期体液・代謝・侵襲研究会

（東京） 2010.08.07 第8回周術期体液・代謝・侵襲研究会プログラム／抄録集 特別講演「周術期輸液管理の新戦略
−Enhanced�Recovery�Fluid�Management」．p.�29,�2010.�

27. ⼭蔭道明：講演「医療⼈に求められること」・「外科学の夜明け・⿇酔が外科にもたらしたもの」．地域医療を⽀える⼈づくりプロ
ジェクト事業に係る「⾼校⽣メディカル講義」（帯広柏陽⾼校，帯広） 2010.08.29（案内プログラムの�）�

28. ⼭蔭道明：特別講演「臨床研究の勧め」．第20回北海道⿇酔薬理談話会（札幌） 2010.09.04（案内プログラムの�）�
29. ⼭蔭道明：講演「周術期とβブロッカー−エビデンスと使⽤のコツ−」．岩⾒沢市⽴病院院内研修会（岩⾒沢） 2010.09.06（案内

プログラムの�）�
30. ⼭蔭道明：講演「⻭科医師のための救急蘇⽣法」．札幌⻭科医師会救急医療講演会（札幌） 2010.09.15（案内プログラムの�）�
31. ⼭蔭道明：ランチョン講演（7）「Healthcarisitとしての体温管理−看護視点にかなった体温測定部位とは？−」．第24回⽇本⼿術

看護学会（京都） 2010.09.17-18（案内プログラムの�）�
32. ⼭蔭道明：講演（1）「体温⾼めが⾝体にいい」．第10回抗加齢医学の実際2010（東京） 2010.09.19-20．第10回抗加齢医学の

実際2010プログラム．p.�149-56,�2010�
33. ⼭蔭道明：講演「周術期の体温管理」．群⾺バイタルサインセミナー（郡⼭） 2010.09.25（案内プログラムの�）�
34. ⼭蔭道明：ランチョン講演「体温管理とそのモニター」．⽇本臨床⿇酔学会（徳島） 2010.11.04-06．⽇本臨床⿇酔学会誌� 2010;�

30(6)：S219�
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35. ⼭蔭道明：講演「Experience�on�Clinical�Trial�in�Japan」．2010�Japan�Anesthesia�Summit（鳴⾨） 2010.11.06-07（案内プログ
ラムの�）�

36. ⼭蔭道明：講演「⿇酔科学の最近のトピックス」．帯広地区札幌医⼤同⾨講演会（帯広） 2010.11.26（案内プログラムの�）�
37. ⼭蔭道明：講演「最近の輸液療法の考え⽅」．第7回⿇酔・集中治療セミナー（⾼知） 2011.01.15（案内プログラムの�）�
38. ⼭蔭道明：イブニング講演「⾼齢者におけるβブロッカーの有⽤性」．第23回⽇本⽼年⿇酔学会（⼤分） 2011.02.05-06．第23

回⽇本⽼年⿇酔学会プログラム・抄録集．p.�12,�2011�
39. ⼭蔭道明：シンポジウム「喫煙・禁煙が周術期呼吸器合併症に与える影響」シンポジウム（14）「喫煙の⿇酔への影響と禁煙の意

義」．⽇本⿇酔科学会第58回⼤会（神⼾） 2011.06.03-05．⽇本⿇酔科学会第58回学術集会プログラム�2011;�60：S139�
40. ⼭蔭道明：シンポジウム「術中覚醒記憶の原因」シンポジウム（7）「⿇酔深度と術中覚醒」．⽇本⿇酔科学会第58回⼤会（神⼾） 

2011.06.03-05．⽇本⿇酔科学会第58回学術集会プログラム�2011;�60：S64�
41. ⼭蔭道明：ランチョン講演（4）吸⼊⿇酔薬の新たな潮流「Predictable� recovery：覚醒の早さと質」．⽇本⿇酔科学会第58回⼤会

（神⼾） 2011.06.03-05．⽇本⿇酔科学会第58回学術集会プログラム�2011;�60：S164�
42. ⼭蔭道明：講演「低体温を予防し，体温のリズムを取り戻すことで，健康な⽣活を送ろう」．北海道温罨法研究会 2011年第1回研

修会（札幌） 2011.06.04（案内プログラムの�）�
43. ⼭蔭道明：特別講演1「⿇酔科学領域の最近のトピックス」．第36回⼼樹内科研修会（札幌） 2011.06.25（案内プログラムの�）�
44. ⼭蔭道明：特別講演「ロクロニウムとスガマデクス：最⾼の相棒！」．第2回神奈川ブリディオン研究会（横浜） 2011.06.29（案

内プログラムの�）�
45. ⼭蔭道明：特別講演「周術期とβブロッカー−エビデンスと使⽤のコツ−」．宮崎周術期管理セミナー2011（宮崎） 2011.07.16

（案内プログラムの�）�
46. ⼭蔭道明：講演：「3.� ⼿術室で使⽤するモニター」．第2回ナースのための周術期管理セミナー（札幌） 2011.07.31 第2回ナー

スのための周術期管理セミナーテキスト�2011,�p.�24-36.�
47. 渡邊昭彦，⼭蔭道明：ワークショップ．症状マネジメント「症状マネジメントup� to� date」．第16回⽇本緩和医療学会学術⼤会（札

幌） 2011.07.29-30．第16回⽇本緩和医療学会学術⼤会プログラム・抄録集�2011;�S195�
48. ⼭蔭道明：講演「看護研究に必要なやさしい統計学」．あけぼの地区学術講演会（旭川） 2011.09.05（案内プログラムの�）�
49. ⼭蔭道明：シンポジウム「4.� ⿇酔環境の進歩−少しの⼯夫と管理で患者のoutcomeに貢献する」シンポジウム（1）「⼿術・⿇酔⼿

法の未来像」．第33回⽇本⼿術医学会総会（⿅児島） 2011.10.07．⽇本⼿術医学会誌2011;� 32� (Suppl.第33回総会プログラム・
抄録集)：S43.�

50. Yamakage�M：Lecture�-�Future�aspects�for�respiratory�monitor.�COVIDIEN�Japan�Advisory�Meeting�in�ASA.�Chicago,�IL,�USA.�
2011.10.14（案内プログラムの�）�

51. Yamakage�M：Advisor�-�Smiths�Asia�Pacific�Advisory�Board�Meeting.�Chicago,�IL,�USA.�2011.10.16（案内プログラムの�）�
52. ⼭蔭道明：特別講演Ⅰ．周術期とβブロッカー−エビデンスと使⽤のコツ−．CAN� (Chiba� Anesthesiologists� Network)�周術期管理

セミナー（千葉） 2011.10.29（案内プログラムの�）�
53. ⼭蔭道明：共催セミナー（2）「デスフルランの市販後臨床使⽤の経験から」．⽇本臨床⿇酔学会第31回⼤会（沖縄） 

2011.11.03-05．⽇本臨床⿇酔学会誌�2011;�31(6)�(Suppl.第31回⼤会抄録�)：S241�
54. ⼭蔭道明：共催セミナー「低体温はこんなにも悪い−私たちにできる周術期体温管理−」「体温管理の重要性」（兼司会）．第25回

⽇本⼿術看護学会年次⼤会（名古屋） 2011.11.04-05．第25回⽇本⼿術看護学会年次⼤会プログラム集�2011,��
55. ⼭蔭道明：特別講演「吸⼊⿇酔薬：あなたはセボ派？デス派？」．テルモ学術講演会−中⼼静脈カテーテルCVレガフォースEX発売

記念講演会−（名古屋） 2012.03.09（案内プログラムの�）�
56. ⼭蔭道明：特別講演「HES：Overview」．第17回京滋⿇酔科医会学術講演会（京都） 2012.03.17（案内プログラムの�）�
57. ⼭蔭道明：ランチョン講演6「周術期の体温管理〜そのピットフォールトと機器の進化〜」．⽇本医⼯学治療学会第28回学術⼤会

（札幌） 2012.03.24-25．⽇本医⼯学治療学会第28回学術⼤会抄録集2012;�24,�p.�30.�
58. ⼭蔭道明：Web講演「デスフルラン：市販後使⽤の経験から」．スープレンウェブセミナー（札幌） 2012.03.29�
59. ⼭蔭道明：特別講演「周術期輸液の新戦略」．周術期輸液・栄養セミナーin⻑崎（⻑崎） 2012.04.20（案内プログラムの�）�
60. ⼭蔭道明：Web講演「周術期輸液の新戦略」．Otsuka�Live� on�Nutrition�Seminar�2012（札幌） 2012.05.30（案内プログラムの

�）�
61. ⼭蔭道明：ランチョン講演（10）「周術期とβブロッカー：エビデンスと使⽤のコツ」．⽇本⿇酔科学会第59回⼤会（神⼾） 

2012.06.07-09．⽇本⿇酔科学会第59回学術集会プログラム�2012;�61：S189.�
62. ⼭蔭道明：リフレッシャーコースレクチャー（19）「アドバンスト：論⽂の書き⽅・指導の仕⽅」．⽇本⿇酔科学会第59回⼤会（神

⼾） 2012.06.07-09．⽇本⿇酔科学会第59回学術集会プログラム�2012;�61：S38.�
63. ⼭蔭道明：講演：バトルオンセミナー「McGRATH®� MAC，実⼒はいかに!?」．第9回⿇酔科学サマーセミナー（沖縄） 

2012.06.29-07.01．第9回⿇酔科学サマーセミナープログラム集2012;�S21.�
64. ⼭蔭道明：招待講演「吸⼊⿇酔液デスフルランの臨床使⽤のコツ」．仙台周術期セミナー（仙台） 2012.07.02�
65. ⼭蔭道明：特別講演「あなたはセボ派？デス派？」．栃⽊⿇酔・集中治療セミナー（宇都宮） 2012.07.20�
66. ⼭蔭道明：講演：「3.� 知って得する気道管理」．第3回ナースのための周術期管理セミナー（札幌） 2012.07.28 第3回ナースの

ための周術期管理セミナーテキスト�2012,�p.�33-49.�
67. ⼭蔭道明：特別講演「周術期輸液の新戦略」．周術期輸液・栄養セミナーin静岡（静岡） 2012.08.25（案内プログラムの�）�
68. ⼭蔭道明：講演「がんの緩和医療−治療最前線−」．2012年度第2回市⺠��講�（札幌）．2012.08.30（案内プログラムの�）�
69. ⼭蔭道明：講演「術後の静脈⾎栓塞栓症予防における⿇酔管理」．札幌静脈⾎栓塞栓症フォーラム（札幌） 2012.08.31（案内プロ

グラムの�）�
70. ⼭蔭道明：講演「最近の輸液療法の戦略」．群⾺周術期研究会（前橋） 2012.10.03（案内プログラムの�）�
71. Yamakage�M：Advisor�-�Smiths�Medical�Advisory�Board�Meeting.�Washington�DC,�USA.�2012.10.14（案内プログラムの�）�
72. Yamakage� M：Lecture� -� McGRATH/Airway：Requests� for� Respiratory� and� Monitoring� Solutions.� COVIDIEN� Japan� Advisory�

Meeting�in�ASA.�Washington�DC,�USA.�2012.10.14（案内プログラムの�）�
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73. ⼭蔭道明：ランチョン講演（6）「適正な周術期体温管理：その理由と⽅法」．第34回⽇本⼿術医学会総会（東京）  
2012.10.19-20（案内プログラムのみ）�

74. ⼭蔭道明：特別講演「レミフェンタニルによる鎮痛を重視した⿇酔管理」．川崎北部⿇酔科セミナー（川崎） 2012.10.26（案内プ
ログラムのみ）�

75. ⼭蔭道明：特別講演Ⅱ「βブロッカーの使い⽅−エビデンスとコツ−」．第3回沖縄周術期管理研究会（沖縄） 2012.11.09（案内
プログラムのみ）�

76. ⼭蔭道明：特別講演「周術期輸液の新戦略」．第1回静岡県中部周術期輸液管理講演会（静岡市） 2012.11.10（案内プログラムの
み）�

77. ⼭蔭道明：特別講演「周術期輸液の新戦略」．第2回⽯川⿇酔科フォーラム（⾦沢市） 2012.11.30（案内プログラムのみ）�
78. ⼭蔭道明：特別講演「周術期とβブロッカー−エビデンスと使⽤のコツ−」．城⻄周術期管理フォーラム（東京） 2013.01.25（案

内プログラムのみ）�
79. ⼭蔭道明：特別講演「デスフルラン：やはり覚醒の質は⾼かった！」．東海医学会講演会（伊勢原市）．2013.02.01（案内プログラ

ムのみ）�
80. ⼭蔭道明：ランチョン講演「鎮痛を重視した⿇酔管理：⾼齢者でのポイント」．第25回⽇本⽼年⿇酔学会（函館） 2013.02.09-10�
81. ⼭蔭道明：特別講演「周術期とβブロッカー−エビデンスと使⽤のコツ−」．川崎周術期管理セミナー2013（川崎） 2013.02.13

（案内プログラムのみ）�
82. ⼭蔭道明：特別講演「周術期輸液の新戦略」．秋⽥周術期管理講演会（秋⽥） 2013.03.08（案内プログラムのみ）�
83. ⼭蔭道明：教育セミナーⅠ「周術期輸液管理における⼈⼯膠質液の位置づけ」．第24回⽇本臨床モニター学会（奈良） 

2013.04.19-20. 臨床モニター�2013;�24�Suppl.�：S44.�
84. ⼭蔭道明：特別講演「デスフルラン⿇酔のすすめ：やはり覚醒の質は⾼かった」．函館スープレンセミナー（函館） 2013.06.08

（案内プログラムのみ）�
85. ⼭蔭道明：特別講演「デスフルラン⿇酔のすすめ：やはり覚醒の質は⾼かった」．倉敷DesCafe（倉敷） 2013.06.15（案内プログ

ラムのみ）�
86. ⼭蔭道明：特別講演「周術期輸液の新戦略」．第2回福井県周術期体液管理研究会（福井） 2013.07.06（案内プログラムのみ）�
87. ⼭蔭道明：講演：「3.� 看護師が知って得する気道管理」．第4回ナースのための周術期管理セミナー（札幌） 2013.07.27 第4回

ナースのための周術期管理セミナーテキスト�2013,�p.�45-61.�
88. ⼭蔭道明：特別講演「周術期輸液の新戦略」．周術期輸液管理学術講演会（宇都宮） 2013.09.09（プログラムのみ）�
89. ⼭蔭道明：特別講演「周術期輸液の新戦略」．北海道・東北周術期管理講演会（仙台） 2013.09.13（プログラムのみ）�
90. Yamakage� M：Lecture� ‒� Usefulness� of� McGRATH�MAC� videolaryngoscope� in� cervical� immobilization：a� mannequin� study：

Requests� for� Respiratory� and� Monitoring� Solutions.� COVIDIEN� Japan� Advisory� Meeting� in� ASA.� San� Francisco,� USA.�
2013.10.13（案内プログラムのみ）�

91. ⼭蔭道明：特別講演「⿇酔科学の最近のトピックスー⿇酔はここまで進化した」．市⽴室蘭総合病院講演会（室蘭） 2013.11.07
（案内プログラムのみ）�

92. ⼭蔭道明：ランチョンセミナー１「体温管理とそのモニター」．⽇本蘇⽣学会第32回⼤会（東京） 2013.11.08 プログラム・抄
録�2013;�32�3�：p.168.�

93. ⼭蔭道明：特別講演「そのがんの痛み，我慢しないで」．⽇鋼記念病院緩和病棟開院記念講演会（室蘭） 2013.11.22（案内プログ
ラムのみ）�

94. ⼭蔭道明：講演「体温管理の勧め」．第２回弘前秋季教育セミナー（弘前） 2013.11.23（案内プログラムのみ）�
95. ⼭蔭道明：特別講演「最近の輸液戦略」．第２回富⼭輸液管理セミナー（富⼭） 2013.11.29（案内プログラムのみ）�
96. ⼭蔭道明：特別講演「最近の輸液戦略」．第２回福岡輸液管理セミナー（福岡） 2013.11.30（案内プログラムのみ）�
97. ⼭蔭道明：特別講演「デスフルランーやはり覚醒の質は⾼かった」．広島吸⼊⿇酔薬セミナー（広島） 2013.12.06（案内プログラ

ムのみ）�
98. ⼭蔭道明：特別講演「体温管理してますか？」．札幌清⽥病院新病院落成記念講演会（札幌） 2014.01.29（案内プログラムのみ）�
99. ⼭蔭道明：特別講演「周術期輸液の新戦略」．第2回和歌⼭周術期管理セミナー（和歌⼭） 2014.02.07（案内プログラムのみ）�
100. ⼭蔭道明：特別講演「⼿術中の体温管理の重要性と体温モニターの開発」．室蘭⼯業⼤学第11回蘭岳セミナー（室蘭） 

2014.02.17（案内プログラムのみ）�
101. ⼭蔭道明：特別講演「周術期輸液の新戦略」．2014年和⻘森県周術期管理セミナー（弘前） 2014.03.08（案内プログラムのみ）�
102. ⼭蔭道明：ランチョン講演「術中輸液の最適化ー⽬指していたものはこれだ！」．⽇本⿇酔科学会第61回⼤会（横浜） 

2014.05.15-17（案内プログラムのみ）�
103. ⼭蔭道明：講演「マジ覚醒早いぜ！デスフルラン」．吸⼊⿇酔薬スープレン講演会（札幌） 2014.05.28（案内プログラムのみ）�
104. ⼭蔭道明：特別講演1「治験結果から⾒たボルベンの有⽤性」．これからの周術期輸液療法̶HES最前線̶in� Tokyo（東京） 

2014.06.07（案内プログラムのみ）�
105. 新⼭幸俊，⼭蔭道明：モーニングセミナー「術後痛管理におけるmultimodal� analgesiaの新たな翼〜アセトアミノフェン静注薬 アセ

リオ®の可能性〜」．第11回⿇酔科学サマーセミナー（沖縄） 2014.06.27-29（案内プログラムのみ）�
106. ⼭蔭道明：特別講演「周術期輸液の新戦略̶その中でVoluvenはこう使うべき！」．これからの周術期輸液療法̶HES最前線̶in�

Okinawa（沖縄）（案内プログラムのみ） 2014.07.05�
107. ⼭蔭道明：特別講演1「術中体温管理で変わるアウトカム」．第4回奈良⿇酔科シンポジウム（⼤阪） 2014.07.18（案内プログラ

ムのみ）�
108. ⼭蔭道明：講演：「3.� ナースが知って得する体温管理」．第5回ナースのための周術期管理セミナー（札幌） 2014.08.02 第5回

ナースのための周術期管理セミナーテキスト�2014,�p.�41-61.�
109. ⼭蔭道明：特別講演Ⅰ「まじめにやろう体温管理」．⿇酔・集中治療セミナーin直島2014（岡⼭） 2014.08.23-24 ⿇酔・集中治

療セミナーin直島2014テキスト�2014,�p.�1-9.�

-�� �-70



110. ⼭蔭道明：特別講演「周術期輸液の新戦略−その中でVOLUVENはこう使うべき−」．道南⿇酔科懇話会（函館） 2014.08.30
（案内プログラムのみ）�

111. ⼭蔭道明：共催セミナーⅠ講演「デスフルラン：やはり覚醒の質は⾼かった！」．⽇本⿇酔科学会第60回関⻄⽀部学術集会（⼤阪） 
2014.09.06��

112. ⼭蔭道明：ランチョンセミナー8講演「周術期とβブロッカー−エビデンスと使⽤のコツ−」．⽇本⼼臓⾎管⿇酔学会第19回学術集
会（⼤阪） 2014.09.20-22�

113. ⼭蔭道明：共催セミナー７講演「知って得する周術期体温管理の⽅法」．第36回⽇本⼿術医学会総会（札幌） 2014.09.26-27（案
内プログラムのみ）�

114. Yamakage� M：Short� lecture� -� McGRATH/Airway：Requests� for� Respiratory� and� Monitoring� Solutions.� COVIDIEN� Japan�
Advisory�Meeting�in�ASA.�Washington�DC,�USA.�2012.10.14（案内プログラムのみ）�

115. ⼭蔭道明：特別講演「周術期輸液の新戦略：輸液管理-困ってませんか？」．第6回新都⼼⿇酔科懇話会総会（東京） 2014.10.18
（案内プログラムのみ）�

116. ⼭蔭道明：特別講演「周術期輸液の新戦略−その中でVOLUVENはこう使うべき！−」．⼗勝⿇酔科談話会（帯広） 2014.10.22
（案内プログラムのみ）�

117. ⼭蔭道明：ランチョンセミナー(9)講演「体温管理̶エビデンスと実践̶」．⽇本臨床⿇酔学会第34回⼤会（東京） 2014.11.01-
03 ⽇本臨床⿇酔学会第34回⼤会抄録号�2014;�34(6)：S229.�

118. ⼭蔭道明：講演Ⅳ「⿇酔科医といっしょにやろう体温管理−こどもとの違いを含めて−」．バイタルサインセミナーinさんいん（⽶
⼦） 2014.11.08 さんいんバイタルサインセミナー受講者資料�2014,�p.�71-91.�

119. ⼭蔭道明：特別講演「周術期輸液の新戦略−その中でVOLUVENはこう使うべき！−」．道東周術期輸液管理講演会（釧路） 
2014.11.12（案内プログラムのみ）�

120. ⼭蔭道明：講演「体温管理̶そのエビデンスと実践̶」．あけぼの地区学術講演会（旭川） 2014.11.16（案内プログラムのみ）�
121. ⼭蔭道明：特別講演「周術期輸液の新戦略̶その中でVoluvenはこう使うべき！̶」．第4回⼭形県周術期体液管理講演会（⼭形） 

2014.11.21（案内プログラムのみ）�
122. ⼭蔭道明：講演2「周術期とβブロッカー：エビデンスと使⽤のコツ」．第21回三重⿇酔懇話会（津） 2014.12.06（案内プログラ

ムのみ）�
123. ⼭蔭道明：特別講演「周術期におけるレートコンとローの意義と実践」．第18回岐⾩周術期管理研究会（岐⾩） 2015.01.24（案

内プログラムのみ）�
124. ⼭蔭道明：講演「HES」．冬期弘前⿇酔セミナー（弘前）．2015.02.21�
125. ⼭蔭道明：特別講演「周術期輸液戦略の新展開」．ケーブルレス超⾳波セミナーin新潟（新潟） 2015.02.28�
126. ⼭蔭道明：特別講演「痛みに対する最新の診断と薬物治療のコツ」．第450回苫⼩牧市医師会学術講演会（苫⼩牧） 2015.03.27�
127. ⼭蔭道明：共催セミナー講演（8）「体温管理−そのエビデンスと実践−」．⽇本⿇酔科学会第62回学術集会（神⼾）  

2015.05.28-30�
128. ⼭蔭道明：共催セミナー講演（20）「レミフェンタニル⿇酔の基本を学ぶ」．⽇本⿇酔科学会第62回学術集会（神⼾）  

2015.05.28-30�
129. ⼭蔭道明：招聘講演「最新⿇酔情報」．千葉スープレンセミナー（市川） 2015.06.06�
130. ⼭蔭道明：講演（10）「輸液管理」．第4回弘前⿇酔セミナー（弘前） 2015.07.11�
131. ⼭蔭道明：ランチョン講演（9）「慢性痛における経⽪吸収オピオイド製剤のコツとポイント」．⽇本ペインクリニック学会第49回

⼤会（⼤阪） 2015.07.23-25�
132. ⼭蔭道明：講演：「4.� 体温管理：ワンランク上の体温管理」．第6回ナースのための周術期管理セミナー（札幌） 2015.08.01 第

6回ナースのための周術期管理セミナーテキスト�2015,�p.�59-79.�
133. ⼭蔭道明：特別講演「周術期輸液の新戦略−その中でVOLUVENはこう使うべき！−」．周術期管理セミナーin岡⼭（岡⼭） 

2015.09.04�
134. ⼭蔭道明：特別講演「周術期輸液の新戦略−その中でVOLUVENはこう使うべき！−」．室蘭エリア⿇酔科懇話会（室蘭） 

2015.09.25�
135. ⼭蔭道明：ランチョン講演（16）「慢性�痛��にオピオイド剤使⽤の可能性」．第69回国⽴病院総合医学会（札幌） 

2015.10.03�
136. ⼭蔭道明：ランチョン講演（10）「⼼臓外科⼿術におけるロクロニウムとスガマデクス使⽤のコツ」．⽇本⼼臓⾎管⿇酔学会第20回

学術⼤会（福岡） 2015.10.11�
137. ⼭蔭道明：講演「イチから学べるわかりやすい⿇酔看護の知識（基礎編）̶押さえておきたい5つのポイント−」．第1回札幌⼿術室

看護セミナー（札幌） 2015.10.17�
138. 新⼭幸俊，⼭蔭道明：ランチョン講演（3）「PCEAのバックグラウンド投与を再考する〜間⽋PCA投与（Programmed� Intermittent�

Bolus：PIB）モードの可能性〜」．⽇本臨床⿇酔学会第35回⼤会（横浜） 2015.10.21�
139. ⼭蔭道明：講演「痛みに対する最新の診断と薬物治療のコツ」．神経��性�痛セミナー（函館） 2015.11.04�
140. ⼭蔭道明：特別講演「術後�痛管理におけるアセトアミ�フェンの���け」．第17回����医学セミナー〜術後鎮痛を考える〜

（名古屋） 2015.11.20�
141. ⼭蔭道明：特別講演「痛みに対する最新の診断と薬物治療のコツ」．北海道労災保険指定病院協会滝川⽀部講演会（滝川） 

2016.02.17�
142. ⼭蔭道明：特別講演（1）「βブロッカー：周術期使⽤のコツとポイント」．周術期学術講演会2016（名古屋） 2016.02.20�
143. ⼭蔭道明：特別講演「周術期輸液の新戦略」．越⾕周術期輸液管理セミナー（越⾕） 2016.03.18�
144. ⼭蔭道明：講演（2）「知って得する体温管理」．順天堂周術期セミナー（東京） 2016.05.14�
145. ⼭蔭道明：特別講演「⾃分の基礎研究の紹介と臨床研究の勧め」．北⾥⿇酔セミナー（相模） 2016.05.16�
146. ⼭蔭道明：共催セミナー講演（3）「デスフルラン 今までとこれから」．⽇本⿇酔科学会第63回学術集会（福岡） 2016.05.26-

28�
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147. ⼭蔭道明：共催セミナー講演（20）「周術期体温管理の進歩̶体温モニタリングの新たな⾵」．⽇本⿇酔科学会第63回学術集会（福
岡） 2016.05.26-28�

148. 平⽥直之，茶⽊友浩，⼭蔭道明：共催セミナー講演（2-2）「Oxygen� Reverse� Index：新たな酸素化モニタリングとしての可能
性」．⽇本⿇酔科学会第63回学術集会（福岡） 2016.05.26-28�

149. ⽴花俊祐，早瀬 知，⼭蔭道明：シンポジスト「Neuroscience� up� to� date：postoperative� cognitive� dysfunction」トランスクリプ
トーム解析を⽤いた術後認知機能障害の機序解明．⽇本⿇酔科学会第63回学術集会（福岡） 2016.05.26-28�

150. ⼭蔭道明：講演「世界⼀聞きたい体温管理」．第7回ナースのための周術期管理セミナー（札幌） 2016.08.27�
151. ⼭蔭道明：特別講演「周術期輸液の新戦略」．⼩樽後志周術期懇話会（⼩樽） 2016.08.26�
152. ⼭蔭道明：講演「イチから学べるわかりやすい⿇酔看護の知識（基礎編）̶押さえておきたい5つのポイント−」．第2回札幌⼿術室

看護セミナー（札幌） 2016.10.01�
153. ⼭蔭道明：特別講演「最新⿇酔情報」．旗の台⿇酔セミナー（東京） 2016.10.15�
154. ⼭蔭道明：講演Ⅳ「チームでケアする体温管理」．さいたまバイタルサインセミナー（埼⽟） 2017.02.11�
155. ⼭蔭道明：教育講演１「周術期とβブロッカー：エビデンスと使⽤のコツ」．第1回⽇本集中医学会九州⽀部学術集会（⻑崎） 

2017.05.13�
156. ⼭蔭道明：招請講演C07「⽇本⿇酔科学会 学術の進むべき道」．⽇本⿇酔科学会第64回学術集会（福岡） 2017.06.08-10�
157. ⼭蔭道明：シンポジスト「タバコと周術期呼吸器合併症」．JAシンポジウム「周術期呼吸管理における合併症」．⽇本⿇酔科学会第

64回学術集会（福岡） 2017.06.08-10�
158. ⼭蔭道明：シンポジスト「どうしてまだ吸ってるの？どうして吸わせたまま⼿術に臨もうとするの？」．ミニシンポジウム１「禁煙

できなかった，延期？：⼼臓⼿術」．⽇本⿇酔科学会第64回学術集会（福岡） 2017.06.08-10�
159. ⼭蔭道明：講演「イチから学べるわかりやすい⿇酔看護の知識（基礎編）̶押さえておきたい5つのポイント−」．⼿術室看護セミ

ナー（東京） 2017.07.23�
160. ⼭蔭道明：共催セミナー6「漢⽅医学の修得の難しさ，そして教育の難しさ」．第49回⽇本医学教育学会⼤会（札幌） 

2017.08.18-19�
161. ⼭蔭道明：講演「世界⼀聞きたい体温管理」．第8回ナースのための周術期管理セミナー（札幌） 2017.08.19�
162. ⼭蔭道明：共催セミナー（1）「デスフルラン：⼀度は経験してから評価してみよう」．⽇本⿇酔科学会北海道・東北⽀部第7回学術

集会（秋⽥） 2017.09.01�
163. ⼭蔭道明：講演「ベストティーチャー賞受賞者による「選ばれる講義」の作り⽅講座」．札幌医科⼤学FDワークショップ（札幌） 

2017.09.12�
164. ⼭蔭道明：講習会講演「Awake� craniotomyの⿇酔管理」．施設認定講習会．第15回⽇本Awake� craniotomy学会（東京） 

2017.09.30�
165. ⼭蔭道明：ランチョンセミナー(1)「デスフルラン：使いこなそう！」．⽇本臨床⿇酔学会第37回⼤会（東京） 2017.11-03-05�
166. ⼭蔭道明：講演2「⽇本から発信しよう，⿇酔科学！」．⿇酔科インターネット講演会（札幌） 2018.02.19�
167. ⼭蔭道明：教育講演(3)「体温モニター：その⽅法とピットフォール」第29回⽇本臨床モニター学会総会（横浜） 2018.04.20-21�
168. ⼭蔭道明：ランチョン講演「緩和医療に漢⽅の⼒を！」．第23回⽇本緩和医療学会学術⼤会（神⼾） 2018.06.15-17�
169. ⼭蔭道明：講演1「初めての救急⾞体験・北海道の災害医療」．旭川⾚⼗字病院救命救急センター設⽴40周年記念講演会（旭川） 

2018.07.14�
170. ⼭蔭道明：講演「１か⽉に２度も⼿術？ 体験から語る⿇酔管理のあり⽅」．第9回ナースのための周術期管理セミナー（札幌） 

2018.08.11�
171. ⼭蔭道明：特別講演「慢性痛における経⽪吸収オピオイド製剤の応⽤」．第213回素交会講演会（札幌） 2018.08.31�
172. ⼭蔭道明：共催セミナー(1)「デスフルラン：⾷わず嫌いをやめてみよう」．⽇本⿇酔科学会九州⿇酔科学会第56回⼤会（沖縄） 

2018.09.08�
173. ⼭蔭道明：ランチョン講演(11)「⾮侵襲的体温モニター：ここまで進化した！」．⽇本臨床⿇酔学会第38回⼤会（⼩倉） 

2018.11.01-03�
174. ⼭蔭道明：講演3「⾃分の⼿術体験からみた⿇酔薬の進化」．⾥塚地区医療連携の会（札幌） 2018.11.08�
175. ⼭蔭道明：イブニングセミナー講演「未来に求められる⿇酔薬：未来に求められる⿇酔薬と鎮静薬」．第25回⽇本静脈⿇酔学会（⾜

利） 2018.12.07-18�
176. ⼭蔭道明：特別講演「緩和医療に漢⽅の⼒を！」．第34回宮城県緩和ケア勉強会（仙台） 2019.01.18�
177. ⼭蔭道明：講演「気管挿管の介助「看護師向けセミナー」．第2回気道管理学会（東京） 2019.01.19�
178. ⼭蔭道明：講演1「体温管理〜重要だと思うけど〜」．第34回体液・代謝管理研究会（⼤阪） 2019.02.23�
179. ⼭蔭道明：講演（製品発表会1）「体温モニターの管理」．第30回⽇本臨床モニター学会総会（千葉） 2019.04.12-13�
180. ⼭蔭道明：特別講演「ロクロニウムとスガマデクスのすべて」．Neuromuscular�Seminar�in�Yamaguchi（宇部） 2019.06.28�
181. ⼭蔭道明：講演Ⅱ「慢性�痛に�⽴つ漢⽅薬の使い⽅」．第28回北海道⽼年病漢⽅研究会�学術講演会（札幌） 2019.07.06�
182. ⼭蔭道明：講演「しっかりやろう体温管理」．周術期体温管理セミナーin福岡（福岡） 2019.07.26�
183. ⼭蔭道明：とってもよく分かる体温管理．第10回ナースのための周術期管理セミナー（札幌） 2019.07.27�
184. 岩崎創史，⼭蔭道明：講演「痛みの最新知⾒」．第4回⽇本がんサポーティブケア学会学術集会（⻘森） 2019.09.06-07�
185. ⼭蔭道明：講演Ⅳ「２度の⼿術体験から考える⿇酔薬」．宮城バイタルサインセミナー（仙台） 2019.10.26�
186. ⼭蔭道明：特別講演2「神経障害性�痛に�する�療戦略」．苫⼩牧市医師会学術講演会〜痛みと⾻粗鬆症Up� to� Date〜（苫⼩牧） 

2020.01.30�
187. ⼭蔭道明：講演「神経障害性�痛の�療戦略」．�ain�Live�Symposium（札幌） 2020.02.04�
188. ⼭蔭道明：講演「レミマゾラム：国内後期第Ⅱ/Ⅲ相臨床試験結果の紹介」アネレム®Expert� Meeting（Advisory� board）（Web） 

2020.07.04�
189. ⼭蔭道明：スポンサードセミナー2「超⾼齢化・超少⼦化の⽇本，⿇酔科医としてどのように⽴ち向かうのか？」．第33回⽇本⽼年

⿇酔学会（福岡） 2021.02.19�
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190. ⼭蔭道明：講演「Desfluraneー基礎のキソ」．デスフルランWebセミナー（札幌） 2021.04.15�
191. ⼭蔭道明：教育講演2「体温管理−そのエビデンスと実践−」．第32回⽇本臨床モニター学会総会（佐賀） 2021.04.23-24�
192. ⼭蔭道明：講演「Elderly�x�Desflurane」．グラウンドラウンドin東京（東京） 2021.06.17�
193. ⼭蔭道明：講演「⼆度の⿇酔経験ー経験したことで⼈に優しくなれる」．札幌医科⼤学⻭科⼝腔外科同⾨会講演会（札幌） 

2021.07.03�
194. ⼭蔭道明：特別講演2「⾃らの⿇酔経験：それも⼆度も！」．第28回⼭形⿇酔懇話会（天童市） 2021.07.17�
195. ⼭蔭道明：講演「全⾝⿇酔とは」．テルモ札幌⽀店勉強会（札幌） 2021.09.06�
196. ⼭蔭道明：スポンサード講演1．⾼齢化・少⼦化の⽇本，⿇酔科医としてどのように⽴ち向かうか 続編．第34回⽇本⽼年⿇酔学会

（和歌⼭） 2022.02.11-12�
197. ⼭蔭道明：演者．理事⻑談話会．第49回⽇本集中治療医学会学術集会（仙台） 2022.03.18-20�
198. ⼭蔭道明：講演．「しっかり取り組もう体温管理」．周術期管理セミナーin広島（広島） 2022.05.19�
199. ⼭蔭道明：講演．「しっかり取り組もう体温管理」．周術期管理セミナーin岡⼭（岡⼭） 2022.05.21�
200. ⼭蔭道明：ランチョンセミナー6「在宅医療における外⽤剤の使い⽅とそのポイント」。第4回⽇本在宅医療連合学会⼤会（神⼾） 

2022.07.23�
201. ⼭蔭道明：講演「神経��性�痛に��る治療戦略」．北部�⼭医師会学術講演会（札幌，Web配信） 2022.08.01�
202. ⼭蔭道明：講演「しっかり取り組もう体温管理」．川崎北部⿇酔集中治療セミナー．（川崎） 2022.09.26�
203. ⼭蔭道明：ランチョンセミナー6「⼩児こそしっかりやろう体温管理」．⽇本⼩児⿇酔学会第27回⼤会（岡⼭） 2022.10.08-09�
204. ⼭蔭道明：講演2「�性�痛と不眠：その治療戦略」．かかり�け医のた�の医療連�セミナー（札幌） 2022.11.28�
205. ⼭蔭道明：講演「エビデンス・ベイスド・マイクロポンプ」．新医療技術政策勉強会〜マイクロポンプが世界の医療を変える〜（東

京） 2022.12.06�
206. ⼭蔭道明：講演「神経��性�痛に��る治療戦略」．第235回�����化懇談会（��） 2022.12.12�
207. ⼭蔭道明：講演「しっかり取り組もう体温管理」．熊本周術期セミナー（熊本） 2022.12.16�
208. ⼭蔭道明：講演「しっかり取り組もう体温管理」．岡⼭周術期セミナー（岡⼭） 2023.01.23�
209. ⼭蔭道明：講演「術中体温管理の重要性とこれからのトレンド」．村⽥製作所社内勉強会（横浜） 2023.02.02�
210. ⼭蔭道明：スポンサード講演2「⾼齢者におけるレミマゾラムの使⽤法は？」．第35回⽇本⽼年⿇酔学会（東京） 2023.03.04�
211. ⼭蔭道明：講演「輸液管理：基本のキ」．製鉄記念室蘭病院2023年度研修医講演（室蘭） 2023.05.19�
212. ⼭蔭道明：シンポジスト．⿇酔科から⾒た集中治療．シンポジウム「⿇酔科における集中治療の今後を考える」．⽇本⿇酔科学会第

70回学術集会（神⼾）】 2023.06.01-03�
213. ⼭蔭道明：講演「体温管理：基本のキ」�【体温管理ナースフォーラム（東京）】 2023.06.24�
214. ⼭蔭道明：ランチョン講演1「オピオイド鎮痛薬の適正使⽤〜治療戦略のコツと副作⽤管理〜」．⽇本ペインクリニック学会第57回

学術集会（佐賀） 2023.07.13-15�
215. ⼭蔭道明：講演2「�性�痛と不眠〜その治療戦略〜」．茨城県不眠症フォーラム（札幌） 2023.07.18�
216. ⼭蔭道明：講演「しっかり取り組もう体温管理」．東京⼥⼦医⼤⿇酔科グラウンドラウンド（東京） 2023.08.21�
217. ⼭蔭道明：特別講演「周術期輸液の新戦略」．第10回京都周術期代謝管理セミナー（京都） 2023.10.28�
218. Yamakage� M：Invited� lecture「Optimization� of� Intraoperative� Fluid� therapy」.� The� 67th� annual� meeting� in� Taiwan� Society� of�

Anesthesiologists（Taichung,�Taiwan） 2023.11.04-05�
219. Yamakage�M：Session�2A.�Expectations� for� anesthesia� professionals� focusing� on� patient� safety「Directions� and� strategies� to�

improve� patient� safety� in� Japan：The� Japanese� Society� of� Anesthesiology� (JSA)� perspective」International� Conference� on�
Anesthesia�Patient�Safety�(ICAPS)�2024（Tokyo,�Japan） 2024.02.09-11�

220. ⼭蔭道明：招待講演2「ERASプロトコル”Warm�air�body�heating”ー術中患者加温の基礎知識」．⽇本ERAS®学会第2回学術集会（神
⼾） 2024.04.14�

221. ⼭蔭道明：講演1「今後の⽇本⿇酔科学会の⾏⽅は」．⽇本⿇酔科医会連合第13回学術・政策勉強会（東京） 2024.07.27�
��
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��
【第22回⽇本内視鏡外科学会総会（東京）】 2009�12�03-05�
✦ 及川慶浩，富⼭光広，⽮野智之，⼭⽥秀久，⼭蔭道明：内視鏡外科⼿術の⽬的にかなった体温測定部位としての⿎膜温の有⽤性（コメ

ディカル部⾨最優秀演題賞）�
【⽇本⿇酔科学会第58回⼤会（神⼾）】 2011�06�03-05�
✦ ⽯岡慶⼰，早瀬 知，杉野繁⼀，君島知彦，宮下 ⿓，⼭蔭道明：聴性誘発電位モニターaepEXは⿐部や下顎部でも記録できる（優秀演

題）�
【第8回⿇酔科学サマーセミナー（沖縄）】 2011�06�24-26�
✦ ⾼⽥幸昌，⼭内正憲，新⾕知久，⼭蔭道明，中⼭禎⼈：�関�術後�痛に対する�神経�ブロックにおける�CRAの��（最優秀賞）�
【⽇本⿇酔科学会�北海道・東北⽀部第1回学術集会（盛岡）】 2011�09�10�
✦ ⽔上奈穂美，⼭内正憲，渡邊昭彦，⼩池和彦，⼭蔭道明：がん緩和医療におけるせん妄の発症とせん妄の誘因因⼦の関係についての検討

（優秀演題）�
✦ 澤⽥敦史，吉川裕介，⼭内正憲，渡邊昭彦，⼭蔭道明：１％ブドウ糖加酢酸リンゲル液は⼿術中の脂肪・蛋⽩異化を抑制する（優秀演

題：第1回北海道・東北⽀部会賞受賞）�
【第18回⽇本静脈⿇酔学会（京都）】 2011�11�26�
✦ 早瀬 知，杉野繁⼀，表 雅仁，中⼭禎⼈，⼭内正憲，⼭蔭道明：セロトニン（5-HT3）受容体の遺伝⼦多型はフェンタニルによる術後

悪⼼��に関�する（JSI�A賞受賞）�
【第19回⿇酔蘇⽣談話会（ニセコ）】 2012�02�11�
✦ 川島�仙，岩�創史，⼭内正憲，渡辺昭彦，⼭蔭道明：術中⼼停⽌症例の検討−当院における1980年代，1990年代，2000年代の変遷

−（優秀演題）�
✦ 鈴⽊那央，枝⻑充隆，丸⼭⼤介，⼭蔭道明：アドレナリンの⿐腔内粘膜下注⼊によりST変化を伴う⼤きな循環変動をきたした経⿐的下垂

体腫瘍�出術の１例（優秀演題）�
【第9回⿇酔科学サマーセミナー（沖縄）】 2012�06�29-07�01�
✦ ⾼⽥幸昌，⼭内正憲，藤宮峯⼦，⼭蔭道明：Cadaverを⽤いた⿇酔科学ワークショップ〜臨床⼿技教育におけるThiel法固定遺体の有⽤性

〜（優秀賞：⼀般部⾨）�
✦ 内⼭結理，⾼⽥幸昌，枝⻑充隆，⼭蔭道明：エアウェイスコープガイド下気管挿管法−２種類のスパイラルチューブにおける有⽤性の⽐

較検討−（優秀賞：研修医部⾨）�
【⽇本⿇酔科学会�北海道・東北⽀部第2回学術集会（札幌）】 2012�09�01�
✦ 澤⽥敦史，新⼭幸俊，⼭蔭道明：神経��性�痛における⾻髄由来ミクログリアの関�（最優秀演題）�
【第13回⿇酔科学ウィンターセミナーin�Niseko（ニセコ）】 2013�02�09-11�
✦ 茶⽊友浩，平⽥直之，⼭蔭道明：LiDCOrapid⼼拍出量モニタリングシステムを⽤いた巨⼤卵巣腫瘍の循環動態に及ぼす影響（最優秀演

題）�
【北海道・東北⽀部第3回学術集会（仙台）】 2013�09�14�
✦ 早瀬 知，杉野繁⼀，⼭蔭道明：エストロゲンによる術後悪⼼��の機序�明（優秀演題）�
✦ 澤⽥敦史，新⼭幸俊，⼭蔭道明：脳内の⾻髄由来ミクログリアはIL-1�を介して慢性�痛による不��動�成に関�する（優秀演題）�
【⽇本⼼臓⾎管⿇酔学会第18回学術⼤会（北九州）】 2013�09�27-29�
✦ 丸⼭⼤介，平⽥直之，宮下 ⿓，川⼝亮⼀，⼭蔭道明：亜硝酸塩はNOSを介してラット⼼筋虚⾎後⼼室性不整脈を抑制する（藤⽥賞受

賞）�
【⽇本ペインクリニック学会第48回⼤会（東京）】 2014�07�24-26�
✦ 澤⽥敦史，新⼭幸俊，⼭蔭道明：CCR2受容体拮抗薬は，⾻髄由来ミクログリアの扁桃体への集積を抑制し，慢性痛による不安⾏動を改

善する（最優秀演題：基礎部⾨）�
【⽇本⿇酔科学会第4回北海道・東北⽀部学術集会（札幌）】 2014�09�13�
✦ 数⾺ 聡，時永泰⾏，⾼⽥幸昌，林 俊輔，⼭蔭道明：デスフルランはセボフルランと異なる機序で⾎管内⽪依存性弛緩反応を抑制する

（優秀演題）�
✦ 丸⼭⼤介，平⽥直之，宮下 ⿓，川⼝亮⼀，吉川裕介，⼭蔭道明：亜硝酸塩はGap� Junctionを保護することで⼼筋虚⾎後⼼室性不整脈を

抑制する（優秀演題）�
✦ 平川由佳，佐々⽊英昭，⼭蔭道明：⾻髄穿刺針EZ-IO®を⽤いた成⼈の⾻髄��保に関する検討（優秀演題）�
✦ 久保みのり，河村真⾐⼦，杉⽬史⾏，岩崎創史，渡邊昭彦，⼭蔭道明：意識下・⾮意識下開頭術における⿇酔法の⾎糖・⾎圧に及ぼす影

響（優秀演題）�
【第21回⽇本静脈⿇酔学会（⾼松）】 2014�11�29�
✦ ⾼⽥幸昌，時永泰⾏，数⾺ 聡，林 俊輔，⼭蔭道明：低温̶復温刺激による⾎管張⼒変化に対するプロポフォールの影響および機序の

検討（JSI�A賞受賞）�
【第26回⽇本臨床モニター学会（札幌）】 2015�05�15-16�
✦ 五⼗嵐友美，⽴花俊祐，⼭蔭道明：⼩児⽤イヤホン型体温計の使⽤経�（優秀演題賞受賞）�
【第12回⿇酔科学サマーセミナー（沖縄）】 2015�06�26-28�
✦ ⾼橋さゆみ，中⼭禎⼈，⼭澤 弦，⼭蔭道明：困難気道モデルにおける新型Airway� scopeの有⽤性−Airtraq，Macintosh型喉頭鏡との⽐

較検討−（優秀賞）�
【⽇本⿇酔科学会第5回北海道・東北⽀部学術集会（弘前）】 2015�09�12�
✦ 君塚基修，時永泰⾏，林 俊輔，⼭蔭道明：ロピバカインによる⾎管平滑筋収縮に対するセボフルランとプロポフォールの影響（優秀

賞）�
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✦ 茶⽊友浩，名和由布⼦，⽟城敬史，平⽥直之，⼭蔭道明：⼩児⼈⼯⼼肺中レミフェンタニル持続投与による⾼⾎糖，⾼乳酸⾎症予防効果
（優秀�）�

✦ 千⽥雄太郞，⽴花俊祐，⼭蔭道明：前額部深部温モニタリングシステムSpotOnTMの他部位での有⽤性（優秀�）�
✦ 東⼝ 隆，時永泰⾏，林 俊輔，君塚基修，数⾺ 聡，⼭蔭道明：⾼酸素分圧下でのラット⾎管平滑筋収縮反応に対する⿇酔薬の効果の

検討（優秀�）�
【第16回⿇酔科学ウィンターセミナーin�Niseko（ニセコ）】 2�16��2��5-�7�
✦ 橋本優希，茶⽊友浩，吉川裕介，平⽥直之，⼭蔭道明：⼩児の⼿術室⼊室，⿇酔導⼊におけるビデオグラスの有⽤性（優秀�）�
✦ ⾅井 彩，⾼⽥結理，⽴花俊祐，枝⻑充隆，⼭蔭道明：下⼤静脈腫瘍塞栓を伴う腎悪性腫瘍術において術中経⾷道⼼エコーを⽤いて右房

内に遊離した腫瘍塞栓⼦を発⾒し�た�症例（優秀�）�
✦ 【第43回⽇本集中治療医学会学術集会（神⼾）】 2�16��2�11-14�
✦ 汲⽥ 翔，川⼝亮⼀，⻄原教晃，枝⻑充隆，⼭蔭道明：Sonoclotを⽤いた⾎液凝固管理が⼈⼯⼼肺下開⼼術の周術期輸⾎量に及ぼす影響

（優秀演題）�
✦ 【⽇本区域⿇酔学会（弘前）】 2�16��4�15-16�
✦ 室内健志，岩崎創史，⼭蔭道明：乳がん⼿術における古典的傍脊椎ブロック法と新しい椎⼸板アプローチ法の⽐較検討（優秀演題：臨床

部⾨）�
✦ 【⽇本⿇酔科学会第63回学術集会（福岡）】 2�16��5�26-28�
✦ 数⾺ 聡，時永泰⾏，⾼⽥幸昌，林 俊輔，⼭蔭道明：デスフルランとセボフルランは異なる機序で⾎管内⽪依存性弛緩反応を抑制する

（優秀演題）�
✦ ⽥中俊光，早瀬 知，茶⽊友浩，⽴花俊祐，⼭蔭道明：意識下開頭術における中断因⼦の検討（優秀演題）�
✦ 【第13回⿇酔科学サマーセミナー（沖縄）】 2�16��6�24-26�
✦ 千⽥雄太郞，⽴花俊祐，表 雅仁，若杉佳⼦，⼭蔭道明：⾮侵襲的深部温モニタリングシステムTemple�Touch�ProTMの有⽤性（優秀演題

�）�
✦ 【北海道・東北⽀部第6回学術集会（札幌）】 2�16�����3�
✦ 東⼝ 隆，時永泰⾏，君塚基修，数⾺ 聡，林 俊輔，⼭蔭道明：リンゲル液と各種HES製剤を⽤いた⾎液希釈における⾎⼩板・凝固機

�の検討（優秀演題）�
✦ 君塚基修，時永泰⾏，東⼝ 隆，数⾺ 聡，林 俊輔，⼭蔭道明：ロピバカインによる⾎管平滑筋収縮に対するセボフルランとプロポ

フォールの影響と機序（優秀演題）�
✦ 救仁郷達也，室内健志，⼭本修司，⼭蔭道明：Serratus�Plane�Blockにおけるロピバカインの⽤量と⿇酔域の検討（優秀演題）�
✦ 【第32回北海道ペインクリニック学会（札幌）】 2�16����17�
✦ ⾼⽥幸昌，橘 信⼦，杉⽬史⾏，新⾕知久，⼭蔭道明：フェンタニル貼付剤使⽤中に薬剤性意識消失から交通事故を起こした1症例（優

秀演題�）�
✦ 【第27回⽇本急性⾎液浄化学会学術集会（東京）】 2�16�1��28-2��
✦ 島⽥朋和，千原伸也，⼩川輝之，⼭⼝真依，中村勇輝，室橋⾼男，巽 博⾂，升⽥好樹，⼭蔭道明：ヘモフィルターの素材の違いによる

クリアランス�性（優秀演題�）�
✦ 【⽇本⿇酔科学会第64回学術集会（福岡）】 2�17��6��8-1��
✦ ⼤野 翔，名和由布⼦，⼭蔭道明：⼩児⼼臓⼿術では⼈⼯⼼肺中のヘモグロビン⾼�が術後急性腎�害と��する（優秀演題）�
✦ 吉川裕介，平⽥直之，川⼝亮⼀，茶⽊友浩，⼭蔭道明：デクスメデトミジンは⾼⾎圧性肥⼤⼼筋における虚⾎再潅流障害に対して直接⼼

筋保護作⽤を発�する（優秀演題：�優秀演題�）�
✦ 諸原清⾹，早瀬 知，⼭蔭道明：TACR1遺伝⼦プロモーター領域のメチル化率と術後悪⼼��の検討（優秀演題）�
✦ 【第14回⿇酔科学サマーセミナー（沖縄）】 2�17��6�3�-�7��2�
✦ 伊野亜佑美，中⼭禎⼈，辻⼝直紀，⼭蔭道明：新しいダブルルーメンチューブ⽤イントロックを⽤いたAirway� scopeによる困難気道モデ

ルに対する気管�管の検討（優秀演題�）�
✦ 【⽇本⿇酔科学会北海道・東北⽀部第7回学術集会（秋⽥）】 2�17�����1�
✦ 茶⽊友浩，吉川裕介，川⼝亮⼀，平⽥直之，⼭蔭道明：プロポフォールの溶媒である脂肪製剤は酸化ストレスを介して横紋筋障害を引き

起こす（�優秀演題�）�
✦ 【第33回体液・代謝管理研究会学術集会（札幌）】 2�18��2�27�
✦ 東⼝ 隆，時永泰⾏，君塚基修，数⾺ 聡，濱⽥耕介，⼭蔭道明：Hydroxyethyl�starch（HES）製剤による⾎液凝固障害のin�vivoの検討

（優秀演題�）�
✦ 数⾺ 聡，時永泰⾏，東⼝ 隆，君塚基修，濱⽥耕介，⼭蔭道明：セボフルランは酸化ストレスによる⾎管内⽪依存性弛緩反応およびグ

リコカリックスの障害を回���る（優秀演題�）�
✦ 【⽇本⿇酔科学会第65回学術集会（横浜）】 2�18��5�17-1��
✦ ⻄村実夫，平⽥直之，⼭蔭道明：⿇酔前酸素化におけるOxygen�Reserve�Indexと呼気酸素濃度の⽐較（優秀演題）�
✦ 【第15回⿇酔科学サマーセミナー（沖縄）】 2�18��6�2�-�7��1�
✦ 近藤⿇美⼦，佐藤 慧，⼭蔭道明：O3センサーによる⽚肺換気中の嚢酸素飽和度の推移ープロポフォールとデスフルランでの⽐較検討ー

（�優秀演題�）�
✦ 【⽇本⿇酔科学会北海道・東北⽀部第8回学術集会（旭川）】 2�18�����1�
✦ 数⾺ 聡，時永泰⾏，君塚基修，東⼝ 隆，濱⽥耕介，⼭蔭道明：セボフルランは酸化ストレスによるグリコカリックスの障害および⾎

管内⽪依存性弛緩反応の減�をシアル酸�移�素ST6�al-Iの発���を介して回���る（�優秀演題）�
✦ 茶⽊友浩，橋本優希，吉川裕介，平⽥直之，時永泰⾏，⼭蔭道明：ビデオグラス®（没⼊型ヘッドマウントディスプレイ）は⼩児の⿇酔

導⼊時不安を軽減する：無作為ランダム化⽐較��（優秀演題）�
✦ 濱⽥耕介，時永泰⾏，数⾺ 聡，東⼝ 隆，君塚基修，⼭蔭道明：アストロサイト培養細胞におけるデキサメサゾン投与によるアクアポ

リン�タン�ク�発�の�導：��腫の予防に�けて（優秀演題）�
✦ 【⽇本⿇酔科学会第66回学術集会（神⼾）】 2�1���5�3�-�6��1�
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✦ 近藤⿇美⼦，佐藤 慧，枝⻑充隆，⼭蔭道明：脳酸素飽和度からみた⽚肺換気中の適切な⿇酔薬の検討ープロポフォールとデスフルラン
の⽐較ー（優秀演題）�

✦ 【第16回⿇酔科学サマーセミナー（沖縄）】 2019.06.28-30�
✦ 及川菜々⼦，新⼭幸俊，⼭蔭道明：当院で施⾏されたロボット⽀�直腸切�術の術後管�に�する後��き検�（優秀演題賞）�
✦ 【⽇本⿇酔科学会北海道東北⽀部第9回学術集会（仙台）】 2019.09.14�
✦ 澤下泰明，平⽥直之，吉川裕介，寺⽥拡⽂，⼭蔭道明：Remote� ischemic�preconditioningは⼼保護効果を持つ⾮アシル化グレリンを分泌

させ虚⾎再灌流傷害を減�させる（優秀演題）�
✦ 濱⽥耕介，時永泰⾏，佐藤智恵，君塚基修，⼭蔭道明：セボフルランはデスフルランと異なり，アストロサイト培養細胞の膨化を抑制す

る（優秀演題）�
✦ 【⽇本⼼臓⾎管⿇酔学会第24回学術⼤会（京都）】 2019.09.20-22�
✦ 澤下泰明，平⽥直之，吉川裕介，寺⽥拡⽂，⼭蔭道明：セボフルランは⼼保護作⽤を持つ⾮アシル化グレリンの分泌を促進し，虚⾎再灌

流傷害の軽減に関与する（優秀演題賞，藤⽥賞受賞）�
✦ 【⽇本⿇酔科学会第67回学術集会（神⼾）】 2020.06.04-06�
✦ 近藤⿇美⼦，佐藤 慧，枝⻑充隆，⼭蔭道明：脳酸素飽和度からみた⽚肺換気中の適切な⿇酔薬の検討−プロフォポールとデスフルラン

の⽐較−（優秀演題）�
✦ 【⽇本⿇酔科学会第68回学術集会（神⼾）】 2021.06.03-04�
✦ 茶⽊友浩，⽴花俊祐，汲⽥ 翔，佐藤帆奈美，濱⽥耕介，⼭蔭道明：筋弛緩使⽤全⾝⿇酔下患者において，i-gel®およびLMA-SupremeTM

使⽤時の頭部回旋位は，⼝咽頭リーク圧を低下させる（⽇本⿇酔科学会若⼿賞受賞�演・��）�
✦ 【⽇本⿇酔科学会第69回学術集会（神⼾）】 2022.06.16-18�
✦ 松野秀太郎，枝⻑充隆，佐藤智恵，⽇下部奎仁，⼭蔭道明：⾼齢者における抗⾎⼩板薬DOACの継続あるいは中⽌時のTEG6sによるモニ

タリング（優秀演題）�
✦ 【⽇本⿇酔科学会北海道・東北⽀部第12回学術集会（札幌）】 2022.09.03�
✦ ⾦⾼弘典，前⽥真岐志，吉川裕介，⼤野 翔，平⽥直之，⼭蔭道明：⼸部⼤動脈瘤⼿術において経⾷道⼼エコーで検出したオープンステ

ントグラフト���の拡�不全と�位部の�流（優秀演題）�
✦ 【⽇本⼼臓⾎管⿇酔学会第27回学術⼤会（京都）】 2022.09.17-18�
✦ 澤下泰明，佐藤智恵，平⽥直之，⼭蔭道明：六君⼦湯による⼼臓虚⾎再灌流傷害への新規治療戦略の可能性（藤⽥昌雄賞候補セッショ

ン）�
✦ 【⽇本⿇酔科学会北海道・東北⽀部第13回学術集会（仙台）】 2023.09.09�
✦ ⼩泉勝嗣，茶⽊友浩，⽴花俊祐，松本友美，熊⾕友絵，⼭蔭道明：頭部回旋位におけるLMA-ProSeal®およびi-gel®の⼝咽頭リーク圧に関

する⽐較検討：無作為ランダム化⽐較試験（優秀演題）��
✦ 【第28回⽇本神経⿇酔集中治療学会（倉敷）】 2024.07.13-14�
✦ ⻄原教晃，⽴花俊祐，⽥中聡⼀，⼭蔭道明：フレイルモデルのマウスにおいて，難消化性オリゴ糖ラフィノースは腸内細菌叢の多様性維

持により術後せん�を予防する（最優秀演題）�
✦ 【⽇本⿇酔科学会北海道・東北⽀部第14回学術集会（札幌）】 2024.09.14�
✦ 仁⽊舜⼀，茶⽊友浩，⼭��道，⼭⽥ 豪，⼤⾕真拓，⼭蔭道明：McGRATH� MACおよびAceScopeTM使⽤時，気管挿管に要する時間

の⽐較検討：無作為ランダム化⽐較試験（優秀演題）�
✦ ⼤⾕真拓，伊藤圭汰，救仁郷達也，吉川裕介，⼭蔭道明：⼈⼯⼼肺を使⽤する胸部⼤⾎管⼿術における急性腎障害の予測モデル：単施設

後⽅��検討（優秀演題）�

��

��
��

��
� 1.� 体温の知識の啓蒙1：爽快TV！ビタミンH（北海道，HBC）出演「⽿式vs.脇の下．体温計の不思議」 1998.10.14�
� 2.� 体温の知識の啓蒙2：イチオシ！（北海道，HTB）出演「頭⽪からの熱の放散と防寒」 2003.11.12�
� 3.� 体温の知識の啓蒙3：イチオシ！（北海道，HTB）出演「シルク靴下の保温効果」 2004.01.14�
� 4.� 体温の知識の啓蒙4：世界⼀受けたい授業（⽇本テレビ）出演「体温の不思議」 2007.10.27�
� 5.� 体温の知識の啓蒙5：Hana＊テレビ（北海道，HBC）出演「体温の不思議」 2008.01.17�
� 6.� 体温の知識の啓蒙6：けいざいナビ45（北海道，TVH）出演「⿎膜体温計」 2008.08.17�
� 7.� 体温の知識の啓蒙７：⼣焼けナビ≪聞きナビ≫（東海ラジオ）出演「低体温について」 2008.09.15.16�
� 8.� 低体温についてコメント：スーパーニュース（北海道，UHB）出演「トムラウシ⼭遭難と低体温症について」 2009.07.17�
� 9.� 低体温についてコメント：まるごと北海道（北海道，NHK）出演「トムラウシ⼭遭難と低体温症について」 2009.07.17�
� 10.� 熱中症の知識の啓蒙：つながる＠きたカフェ（北海道，NHK）出演「からだQ&A：熱中症にご⽤⼼！」 2010.07.27�
� 11.� 緩和ケアの知識の啓蒙：スーパーニュース（北海道，UHB）出演「⼥性のがん：緩和医療」 2011.01.26�
� 12.� ⼤学後期研修の紹介：札医⼤�医の1�BAN（第3回）（北海道，HBC）出演「充実の研修環境．育て未来の専⾨医」 2011.05.15�
� 13.� 熱中症の知識の啓蒙：Ｕ型テレビ（北海道，UHB）出演「熱中症」 2011.07.08�
� 14.� 熱中症の知識の啓蒙：NEWS�1（北海道，HBC）出演「熱中症」 2011.07.28�
� 15.� ペインクリニックの紹介：医の⼒〜札幌医科⼤学最前線〜（FM北海道Air-G）出演「その痛み 我慢しないで！」 2011.11.26�
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� 16.� 緩和医療の紹介：医の⼒〜札幌医科⼤学最前線〜（FM北海道Air-G）出演「がんの痛み 我慢しないで」 2012.05.26�
� 17.� �熱中症の知識の啓蒙：どさんこワイド（北海道，STV）出演「熱中症」 2012.06.29�
� 18.� 熱中症の知識の啓蒙：U型テレビ（北海道，UHB）出演「熱中症」 2012.07.05�
� 19.� 保温知識の啓蒙：Ｕ型テレビ（北海道，UHB）出演「節電中の冬での室内の保温の⽅法」 2013.01.10�
� 20.� ⼿術・熱中症知識の啓蒙：グッチーの今⽇ドキッ！（北海道，HBC）出演「腹腔鏡下⼿術・熱中症」 2013.07.04�
� 21.� 熱中症知識の啓蒙：グッチーの今⽇ドキッ！（北海道，HBC）出演「熱中症」 2013.07.22�
� 22.� ペインクリニック知識の啓蒙：グッチーの今⽇ドキッ！（北海道，HBC）出演「ペインクリニック」 2013.08.01�
� 23.� ペインクリニック知識の啓蒙：グッチーの今⽇ドキッ！（北海道，HBC）出演「ペインクリニック（総集編）」 2013.12.27�
��
＜医療⽀���
��
1.� � 2000年有珠⼭噴⽕に伴う医療⽀援（��村） 2000.07.12-14�
2.�� � 2007年脳死ドナー臓器摘出⼿術⿇酔⽀援（札幌） 2007.02.25�
��
�鑑定書作成��
��
1.�� � 医療訴訟鑑定：仙台地⽅裁判所平成10年（ワ）第***号事件 2001.02.26�
2.�� � 医療訴訟鑑定：＊＊＊病院弁護⼠からの依頼 2011.03.15�
3.�� � 医療訴訟意⾒書：⼤阪地⽅裁判所平成23年（ワ）第***号損害賠償請求事件 2012.05.13�
4.�� � 医療訴訟意⾒書：福岡地⽅裁判所平成23年（ワ）第***号損害賠償請求事件 2014.01.10�
5.���� 医療訴訟意⾒書：旭川地⽅裁判所平成29年（ワ）第****号損害賠償請求事件 2017.10.10�
��
＜��������������
��
1.���� City�shares�anaesthetic�expertise�with�Japan.�The�Cairns�Post,�Saturday,�August�7,�1999,�p.�7�
� � �ーストラリアケアンズ�内の病院でラリンジアルマスクを研修した�の記事�
2.���� 北海道医療新聞（2003年）「吸⼊⿇酔薬弛緩作⽤−COPDモデルで解明−⼭蔭札医⼤講�」�
� � ⽇本医�会医学研究�成��に�しての記事�
3.�� � ⼭蔭道明：私のブックマーク「雪国に住む⼤学勤務医にとっての便利な航空会社サイト」【三共株式会社ホームページ】 2005.04�
� � http���www.san�yo.co.�p��edical�guidance�boo��ar��index.ht�l�
� � http���www.san�yo.co.�p��edical�guidance�boo��ar��IB94.ht�l�
4.���� ⼭蔭道明：35℃台は「低体温」って，知ってた？【EXCITE健康ホームページ】 2008.04�
� � http���www.excite.co.�p�health�topics�rid�1639��
5.���� ⼭蔭道明監：低体温がもたらす体の不調を解消しよう．暮らしと健康�2008;�8⽉号,�p.�26-9.�
6.���� ⼭蔭道明：単なる“冷え”だけでは⽚づけられないカラダの危険信号．⼥性の低体温が危ない！Oggi�2008年17巻8号，p.�10.�
7.�� � ⼭蔭道明：監修．夏冷えの原因は低体温にあり！．NonNo�2008年38巻15号，p.�92-3.�
8.���� 北海道医療新聞社．ベストナース（2008年8⽉号）「看護研究．これで安⼼！うまくいく！超⼊⾨らくらく使えるは��ての統計�
� � 学ーすぐに使えるアプリケーションCDらくらく統計ナース付き．⼭蔭道明監修，�川��編�．メデ�カ出版」�
� � 出版に�してのコメント記事掲載．�
9.����� ⼭蔭道明：毎⽇新聞でコメント「低体温症で死亡ー中⾼年，�さ�知遅れ」．2009.07.18�
10.��� 村川雅洋，⼭蔭道明：学会報告「2009年度⽇本⿇酔科学会北海道・東北⽀部学術集会を終えて」．社団法⼈⽇本⿇酔科学会NEWS��
� � LETTER�2009;�17�4�：2.�
11.���� ⼭蔭道明：寄稿⽂「同⾨」．⼟肥修司教授退任記念誌．岐⾩⼤学⿇酔・�痛��学教室同⾨会編．2010,�p.47.�
12.��� ⼭蔭道明：監修・執筆「薬理学ノート」．⿇酔の基礎：⿇酔�域：学術�報．アストラ��カホームページ（�載計10回）．2010�
� � http����ed.astra�eneca.co.�p�disease�anestheti�ing��asui�index.ht�l�
13.����� ⼭蔭道明：講演5「HES�and�Coagulation」．FRACTA�JAPAN�2010講演記�集�
14.���� ⼭蔭道明：扉⾔葉「症例検討：⿇酔歴に問題がある患者のインフォームドコンセント3」．LiSA�2010;�17：983.�
15.���� ⼭蔭道明：記事「熱中症の対処法・予防法」．北海道新聞�2011.07.06朝刊掲載号（⽣活・くらし）p.14.�
16.���� ⼭蔭道明：記事「今夏の熱中症の傾向」．北海道新聞�2011.07.06朝刊掲載号（第1社会）p.31.�
17.���� ⼭蔭道明：記事「周術期禁煙の有効性周知に学会レベルでの取り組みを−第58回⽇本⿇酔科学会」．Medical�Tribune�
� � 2011年08⽉18⽇号 p.26-7.�
18.���� ⼭蔭道明：銀の知恵．ペインクリニック最前線．地域新聞フリッパー札幌南版 No.58,�p.10（2011.11.1発⾏）�
19.��� ⼭蔭道明：紹介記事「外科，⿇酔の進歩で⼿術医療が向上−第33回⽇本⼿術医学会」．Medical�Tribune�2011;�44�49�：22.�
20.��� ⼭蔭道明：紹介記事「脊髄刺激療法で慢性的痛み緩和」．北海道新聞（朝刊全道，⽣活・くらし）�2012,�p.24.�
21.��� ⼭蔭道明：紹介記事「熱中症の対策」．北海道新聞（朝刊全道，札幌圏）2013.08.01,�p.25.�
22.��� ⼭蔭道明：紹介記事「ひと2013：緩和医療学」．北海道新聞（朝刊全道，全道遅版，総合）2013,�08.04,�p.2.�
23.��� ⼭蔭道明：紹介記事「講演会（がん�療緩和）紹介」．北海道新聞（朝刊全道，��圏）2013.11.26�
24.���� ⼭蔭道明：紹介記事「講演会（がん緩和医療）紹介」．北海道新聞（室蘭⺠�）2013.11.27�
25.��� ⼭蔭道明：紹介記事「JA�Clinical�Reports創刊」．⽇本⿇酔科学会ニューズレター�2015,�23�1�：p.2.�
26.��� � ⼭蔭道明：紹介記事「安全なペインクリニック診療に向けて−有害事象報告，ガイドラインの活⽤を−．�
� � Medical�Tribune�2016;�49�37�：p.14.�
��
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＜学⽣⽀���
��
1.�� 札幌医科⼤学POPS研究会 顧問 2008.04〜�
2.�� 第57回札幌医科⼤学医⼤祭ー医学展 世界⼀���い���
� 講演「ここがすごいよ！⿇酔科学」 2008.0�.22�
3.���� 札幌医科⼤学スケート部 顧問� 2011.04〜2024.03�
��
��
��

�
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��
 このたび，札幌医科⼤学医学部⿇酔科学講座の歩みと業績をまとめたこの冊⼦を，皆様にお届けできることを誇りに思いま
す。創設以来，当講座は地域医療における中核的存在として，時には困難な状況にも直⾯しながら，常に医療の進歩に貢献し
てまいりました。その歩みは，ひとえに関係者の皆様の絶⼤なるご⽀援とご指導によるものであり，⼼から感謝の意を表しま
す。�
 振り返れば，1957年の開講以来，多くの先達のご尽⼒と，⽇�の��，教育，そして��における��な努⼒が積み重ね
られ，今⽇の札幌医科⼤学⿇酔科学講座の礎が築かれてきました。特に，ここ数年のパンデミックによる試練の中で，医療現
場が極限の状況にさらされる中でも，皆様からの温かいご⽀援に⽀えられ，困難を乗り越えることができました。新たな医療
の在り⽅を模索し，さらには技術⾰新の最前線でリーダーシップを発揮できたのも，皆様の励ましとご助⼒があったからこそ
です。�
 今後も，医療の最前線での役割を担い続け，地域に根ざした医療を提供し続けることに使命感を持っています。また，次世
代を担う若い医師たちを育成し，彼らが新たな課題に果敢に挑戦できるような環境を整えていくことが，重要な責務と考えて
います。このような取り�みを進める上で，皆様からの絶え�ないご指導，ご��が⽋かせないものであると，改めて感じて
います。�
 これからも，⿇酔科学のさらなる発展を⽬指し，常に最新の知⾒と技術を取り⼊れながら，患者様に最良の医療を提供する
ための努⼒を惜しみません。そして，未来の医療を切り開くために，教室員と共に邁進してまいります。どうか引き続き，皆
様からのご⽀援とご指導を�りますよう，お�い申し上げます。�
 結びに，これまでの多⼤なるご厚情に深く感謝申し上げるとともに，皆様のますますのご健勝とご多幸を⼼よりお祈り申し
上げます。そして，今後も共に，医療の未来を築いていくためのご協⼒をお�い申し上げます。�
��
��

2024年12⽉�
札幌医科⼤学医学部⿇酔科学講座�教��

⼭蔭����
��
��
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学術集会 併催イベント
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札幌医科⼤学医学部⿇酔科学講座
開講70周年記念事業

講演会
記念写真撮影
記念祝賀会

場所：未定（札幌市内）

9:00-15:00 16:00-20:00

TEL:011-688-9662 FAX:�011-614-8430

安全でかつ患者に役立つ医療ガス
を追求する

札幌医科⼤学医学部⿇酔科学講座

2027

⽇程：未定（2027年秋）
学会参加に併せて，是⾮ご参加く
ださい。
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教 授 就 任

麻 酔 学 講 座 か ら 麻 酔 科 学 講 座 に 改 名

同 大 緩 和 医 療 学 寄 付 講 座 教 授 兼 務

第 26 回
 

北 海 道 ペ イ ン ク リ ニ ッ ク 学 会
 

主 催

バ ン ク Ⅰ バ Ⅰ 冬 季 五 輪

東 日 本 大 震 災

同 大 集 中 治 療 医 学 教 授 兼 務

第 12 回 麻 酔 科 学 ウ ィ ン タ Ⅰ セ ミ ナ
 

Ⅰ
 

開 催

第 19 回 日 本 静 脈 麻 酔 学 会
 

主 催

Journal of Anesthesia, Editorial Board

第 29 回
 

北 海 道 ペ イ ン ク リ ニ ッ ク 学 会
 

主 催

富 士 山
 

世 界 遺 産

日 麻 第 4 回 北 海 道 東 北 支 部 学 術 集 会
 

主 催

御 嶽 山
 

噴 火

日 本 麻 酔 科 学 会 理 事
 

就 任

日 本 臨 床 麻 酔 科 学 会 理 事
 

就 任

日 本 ペ イ ン ク リ ニ ッ ク 学 会 理 事
 

就 任

日 本 心 臓 血 管 麻 酔 学 会 学 会 常 任 理 事
 

就 任

JA Clinical Reports ,Editor-in-Chief

ト ラ ン プ 氏
 

米 大 統 領 に 就 任

第 21 回 北 海 道 緩 和 医 療 研 究 会
 

主 催

Journal of Anesthesia, Editor-in-Chief

第 33 回 体 液 ・ 代 謝 管 理 研 究 会
 

主 催

教 授 就 任 10 周 年

ラ グ ビ Ⅰ W 杯
 

日 本 開 催

日 麻 第 10 回 北 海 道 東 北 支 部 学 術 集 会
 

主 催

第 25 回 日 本 心 臓 血 管 麻 酔 学 会
 

主 催

夏 季 オ リ ン ピ ッ ク
 

東 京 開 催

平 成 か ら 令 和 へ

第 25 回 日 本 神 経 麻 酔 集 中 治 療 学 会
 

主 催

第 21 回 Awake Craniotomy 学 会
 

主 催

日 本 臨 床 麻 酔 学 会 第 41 回 学 術 大 会
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（
和

歌
山

医
大

麻
酔

科
）

升
田

好
樹

（
札

幌
医

大
集

中
治

療
医

学
）

新
山

幸
俊

(秋
田

大
麻

酔
科

)

バ イ デ ン 氏
 

米 大 統 領 に 就 任

新 型 コ ロ ナ 感 染 症 パ ン デ ミ ッ ク

教 授 就 任 5 周 年

日 本 麻 酔 科 学 会
 

理 事 長 就 任
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就
任

後
の

イ
ベ

ン
ト

(2
)

新
入

教
室

員
（

人
数

）
 

当
科

関
連

教
授
（
現
在
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
，
ま
た
は
私
が
教
授
就
任
以
降
に
就
任
，
敬
称
略
）

20
22

20
23

20
24

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

20
30

20
31

20
32

20
33

20
34

8
9

9
11

日 本 麻 酔 科 学 会
 

理 事 長
 

就 任
 

二 期 目
能 登 半 島 地 震

気 道 管 理 学 会 第 7 回 大 会 主 催

教 授 就 任 15 周 年 記 念

日 本 麻 酔 科 学 会 理 事 長
 

退 任

日 本 麻 酔 科 学 会
 

第 73 回 大 会
 

主 催

麻 酔 科 学 講 座 開 講 70 周 年 記 念

川
真

田
樹

人
（

信
州

大
麻

酔
科

）

成
松

英
智

（
札

幌
医

大
救

急
医

学
）

山
内

正
憲

（
東

北
大

麻
酔

科
）

川
股

知
之

（
和

歌
山

医
大

麻
酔

科
）

升
田

好
樹

（
札

幌
医

大
集

中
治

療
医

学
）

新
山

幸
俊

(秋
田

大
麻

酔
科

)

北 京 冬 季 五 輪

知 床 観 光 船 沈 没

ロ シ ア ウ ク ラ イ ナ 侵 攻

還 暦
教 授 職 定 年

麻 酔 科 学 講 座 開 講 75 周 年 記 念

古 希

平
田

直
之

(熊
本

大
麻

酔
科

)パ リ 夏 季 五 輪

ロ サ ン ゼ ル ス 夏 季 五 輪

ミ ラ ノ 冬 季 五 輪

日 本 医 療 ガ ス 学 会 第 30 回 大 会
 

主 催
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